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      【重要】課長が目覚めたら異世界ＳＦ艦隊の提督になってた件です

      Ｅｄｕ　著　　　イラスト　湊川あい

    

    
      
        第一章　課長が異世界転移した件

      

      【重要】目覚めたらＳＦ世界の提督だった件

      　〝【重要】目覚めたら異世界ＳＦ艦隊の提督になっていた件です〟──とでもメールを打ちたい気分だ。

      　涼井晴康(すずいはるやす) 銀河商事第三営業課長（三十五）は思った。

      　──いや、【重要】ではなく、【至急】とでも打つか？ 

      　涼井は皮肉な笑みをうかべた。

      　彼は困惑していた。この状況に。

      　勤続十二年。

      　まぁまぁ謹厳実直にやってきたほうだろう。

      　冷たいインテリの仮面をかぶって黙々と仕事をしてきた。

      　いくつもの困難があった。

      　そう、今のように周囲からすがるような目付きで助けを求められることも何度もあった。

      （しかし、しかしあんまりではないだろうか？）

      　涼井は内ポケットからハンカチを取り出し（紳士服屋で購入した無難な品だ）汗を拭いた。

      　考えをまとめるときに彼がよくやる時間稼ぎの手だ。

      　周囲を見渡す。

      　明らかにＳＦのような光沢と凹凸をもつ、さまざまなモニタや何かのメーターが並んだ五十平方メートルほどの部屋。

      　部屋としか言いようがないが天井は高い。

      　そして涼井の背後には巨大なモニタ……モニタなのだろうか？ やけにその先に広がる宇宙空間のような星空に立体感のある……窓ガラスといっても差し支えないスクリーンのようなもの。

      　そしてこちらをすがるような目付きで見ている十人ほどの老若男女。

      「提督！ ご無事でしたか！」

      　目をうるうるさせ、二十代前半くらいの女性が駆け寄ってくる。

      　いわゆるスーツとは違う。女性自衛官が着るようなぴしっとした白いブラウスにスカート、警察官か自衛官の制帽のような帽子。それらは緑一色で統一されている。しかし現実に目にする自衛隊や米軍兵士などと違い、どこかゆるい雰囲気がある気がする……。態度だろうか、話し方だろうか。まとめるでもなくさらっとした、赤みを帯びる彼女の髪型のせいだろうか。

      「……提督？」

      　涼井は思わず口にした。

      　駆け寄ってきた女性がしがみつかんばかりになる。

      「ああ！ さっき倒れられてからまだ混乱しているのですね！ スズハル提督、おかわいそう……」

      「提督！ しっかりなさってください。我が共和国の怨敵、リシャール侯の猛攻は止まっておらんのですぞ！」

      　こちらは緑のダブルのジャケットに白シャツ、折り目正しいスラックスにひげ面の初老の男。

      　とにかくまったくわけがわからない。

      　そして衝撃。

      　涼井の体は地面にたたきつけられた。眼鏡がふっとびそうになる。

      　しかし案外痛くない。どうも金属にみえた床材はわずかなクッション性を帯びているようだ。

      「何が……」

      　ぐらぐらと部屋がゆれている。

      　そして背後から爆発音。思わず振り返ると、スクリーンの中でいくつもの真円状の白く輝く爆発が起こっていた。

      　画面の端にちらりと映っていた緑の葉巻型の物体がいままさにレーザーのような光線で貫かれ、同じような輝きの中に消えた。

      「いかん！ 〇七戦隊がやられた！ スズハル提督！ ご指示を！」

      「そうです！ ご指示を！ 我が第九艦隊はどうしたらいいんでしょう？」

      　スズハル。

      　涼井晴康という自分の名前を短縮したかのような呼び名。

      　明らかに自分のことだろう。

      　──かつがれているのか？

      　一瞬思ったがこんな迫真の演技、こうした体験が可能な施設がいま東京にあるだろうか？

      　そして涼井は困った部下たちを見捨てることはできない。そういう信条の男だった。

      「いいだろう、現状を教えてくれ」

      　赤毛の女性がほっとしたような表情を見せる。

      「提督、よかったです。スクリーンをご覧ください」

      　そういって彼女は近くのコンソールをたたく。

      　涼井は立ち上がり、これまで背後にしていたスクリーンのほうを向いた。

      　目の前の空中に三十インチほどの画面が浮かび上がる。これは明らかに現代の技術では無理なものだ。

      （あ、これガチなやつだ……）

      　涼井の思いをよそに、青い長方形の物体が左側に、赤い錐(きり)のような形状の物体が右側に三つほどあらわれた。

      　いつのまにか自分のまわりに集まっていた十人ほどの軍人風の人々は、それぞれのもち場に戻ったようだ。

      　目の前にあるスクリーンの下の座席にも数名座っている。いかにもオペレーター席といった体裁だ。

      「この私、リリヤがご説明しますね。ええと、記憶が混乱しているようですから最初から説明しますと……」

      　赤毛の女性リリヤが説明をはじめた。

      　どうやらこちら側は「共和国軍」で青い長方形であらわされている。

      　敵はリシャール侯爵なる人物で、赤く表示されている。楔型の陣形でこちらに猛攻をしかけている。

      　そしてこちらは著しく戦況が悪いらしい。

      「……こちらと敵の数は？」

      　営業マンの鉄則。数字をベースに考えること。

      「こちらが一万二千隻！ 相手は六千隻です！」

      　リリヤは自信満々に答えた。

      【至急】敵艦隊を倒すための見積りをお願いします

      　涼井は若干困惑してリリヤを見た。

      「あっ！ そんな冷たい目で見ちゃいやです……」

      　リリヤが身じろぎする。どうも昔から涼井の視線は冷たいだの、インテリやくざの若頭だの、カエルをにらむ大蛇のようだとかいろいろと言われてきているのだが、本人にはあまりその自覚はない。

      「確認するが──」

      　涼井はリリヤと折り目正しい初老の男性──のちにバークという名前と判明する──が、期待を込めたまなざしでこちらを見ている。

      「確認するが、こちらが一万二千隻で、相手が六千隻なんだな？」

      「はい！」

      「──ならなんで負けてるんだ？」

      　涼井がそう問う間にもスクリーンにはいくつもの光芒が浮かび上がっていた。その一つ一つで味方の艦艇が破壊され、あるいは破損して破片を宇宙空間にまき散らしているのだろう。遠くから振動が響くが、破片なり何らかの衝撃が自艦に加わっているのだろうか。

      「それは……」

      　リリヤの目が泳ぐ。

      　バークがごほんと咳払いをして代わりに答えた。

      「敵であるアルファ帝国のリシャール侯爵がきわめて有能な人物で、特殊な陣形でこちらを分断にかかっているからです、提督」

      「ほうほう」

      　涼井はもう一度リリヤが出したコンソールを眺めた。

      　赤く表示された敵軍は、楔型の陣形をとっている。それが幅広く展開したこちらに一点集中の攻撃をしかけ、不利になっているらしい。

      「スズハル提督……ライバルのリシャール侯のことを忘れるなんて、よっぽど打ちどころが悪かったんでしょうね」

      「ああ……まったくなんたる悲劇……我が共和国軍の英雄だというのに……」

      　リリヤとバークがひそひそと話している。

      　涼井が見るにこちらのほうが数は多い。

      　敵は楔型の態勢でこちらを分断にかかっているらしい。

      　しかしそれに対してこちらの艦隊はなんの対策もとらずにただただ敵が近づいた艦が個別に反撃しているだけのようだ。すなわち敵と直接接触している中央以外の両翼は何もせずにぼうっとしているらしい。

      （まるで教育も訓練もまったく受けていないかのようだな……）

      　涼井はかつて部下に誘われて参加した「サバイバルゲーム」のことを思い出していた。

      　スーツで参加したところ周囲から「鉄砲玉のクライアント」「敵対組織の親分を殺しに来たやくざの組頭」などむちゃくちゃ言われたものだが、相手のチームに自衛官が混ざっていたらしい。ちょっと攻撃すると信じられない場所から出没して鬼のように攻撃されたものだ。

      （一般的な軍務に携わる者というのはこういう感じでぼうっとするものではないと思うが……）

      　何はともあれ、いずれにしてもこちらが数的には有利らしい。

      　予算(数)で有利ならばライバル社(敵軍)に十分勝てるだろう。

      　単純な数の話だ。

      「──よし方針は決まった」

      「おぉ！ さすが提督！」

      「わくわく」

      　バークとリリヤが熱い視線を向けてくる。

      　涼井はそのシンプルな作戦を二人に話した。

      【緊急】相見積もりの相手先を出し抜く方向で

      ──作戦と言えるほどのものではないが涼井は方針を伝えた。

      　すなわち、相手はこちらの中央に遮二無二なって突撃をしてきている。

      　こちらの中央は確かに突破されつつあるがまだ破れきってはいない。

      　中央は中央で密度を高めて抗戦し、その間にぼうっとしている──大事なことなので涼井は強調した──ぼうっとしている両翼のうち、左翼を閉じるように機動させて敵を攻撃するのだ。

      「さすが提督！」

      　リリヤはきらきらとした目で見つめてくる。本当に正規の教育を受けた「軍人」なのか涼井はこみ上げる不安を押し殺した。

      「その作戦でいくと……」とバーク。

      「方針だ」

      　涼井の眼鏡が光る。作戦というほど高級なものではない。

      「方針……でいくと、右翼側は動かないのですかな？ こういうときはもうちょっとこう……包囲殲滅みたいな形になるのかと」

      「むろんそれも考えたが、宇宙空間で撃ち合っているのだ。何を撃ってるのかは知らん。それでも、真空状態では光線だろうが実弾だろうが、その威力は減衰はしないんだろう。距離にもよるが包み込むと敵の向こう側の味方に当たるのではないか？」

      　なるほど！ という顔をする二人。

      （これはいったいどういう世界観なのだろうか。私の夢なのかなんなのか……）

      　涼井は眼鏡の位置をくいっと直した。

      「ではさっそく……」

      　バークがオペレーターに指示を下す。

      　コンソール画面を見ていると、徐々に左翼が動き出し、敵の艦艇をこちらから見て左側面から包み込むように機動をしはじめた。一方中央……涼井たちのいるあたりでは比較的、重武装の艦艇が前に出て防御に徹しはじめた。

      　気のせいか周囲での爆発も減少している。

      　一方、スクリーンの遥か彼方でいくつもの光芒が出現しはじめた。

      　左側面からの攻撃が効いているようだ。

      　戦況上、リシャール侯の率いるアルファ帝国の艦隊は、横に広く展開した共和国艦隊に突進していたが、共和国左翼艦隊がリシャール侯艦隊の横腹をついた。数に劣るリシャール侯の艦隊は動揺した。

      　アルファ帝国の艦隊は乱れつつ、徐々に後退をはじめた。

      （勝ったな……。言うなれば相見積もりで相手をうまく出し抜いたようなものだ）

      　涼井は腕組みをしつつ、算を乱して敗走しつつある敵を見つめた。

      　しかし、それにしても、弱い。弱いとしか言いようがなかった。

      　これが敵側のライバルであり名将らしい。

      
        

      

      　目の前に白髪に近い金髪を振り乱した、端正な青年が映し出された。

      　端正な顔立ちだが目付きがどことなく、まさか化粧をしているわけではないだろうが宝塚のような濃さだ。

      　そしてきらきらとした黒っぽい制服に赤のラインが入った、近世の貴族のような軍服。

      「おのれ共和国の英雄スズハルめ……」どうやらその青年がリシャール侯爵らしい。

      「今回もしてやられたわ。覚えておけ、次回こそは貴様を倒してやる……」

      　そう言って通信が切れる。

      　艦橋の中からわっと歓声が上がった。

      「俺たちが勝った！」「帝国を退けたぞ！」

      　リリヤが駆け寄ってきて涼井の腕にしがみついた。

      「おめでとうございます提督！ さすがですね！」

      　そんなリリヤを涼井は冷たく見下ろす。

      「あっ！ そ、そんな目付きをされたらわたし、わたし……」

      　身じろぎするリリヤ。冷たい目で見られることに快感を覚えるタイプらしい。

      　なにはともあれ勝利は勝利だ。

      　しかしいったいこの世界はどうなっているのだろうか？

      　そもそも自分はどうしてここにいるのか。涼井は環境に響き渡る歓声をよそにふと冷静になっていく自分を感じていた。

      【必読】重要な内容のため課長はご確認ください

      　涼井 晴康(すずい　はるやす)は銀河商事第三営業課長である。

      　だった、が正しいのかもしれない。

      （私はいまや「共和国」の提督で英雄らしい。ライバルはアルファ帝国のリシャール侯）

      　そこまで手帳に書いたが、涼井の手は止まった。

      （だがちょっと待ってほしい）

      　便利なフレーズで思考停止する。

      　いったいどういうことなのだろうか。共和国だの帝国だの宇宙艦隊だのと、古き良きＳＦ映画ではあるまいし。

      （……いったん情報を整理しよう……）

      　涼井はコーヒーをひと口飲んだ。

      　紙コップのような、プラスチックのような不思議な感触のコップだ。何かのＳＦ的素材なのだろう。そこに注がれたコーヒー自体は間違いなくコーヒーだった。

      　彼はため息をつきながら椅子に沈み込んだ。

      　ここは提督専用の個室。

      　共和国宇宙軍第九艦隊の旗艦である戦艦ヘルメス内部にある。

      　提督の個室といっても狭く、四畳半程度しかない。

      　そこに執務用のデスクやベッドが詰め込まれている。無味乾燥な部屋だ。

      　涼井は昨日の夜、戦勝を祝う席でいろいろと艦橋スタッフと話をして情報をため込んでいた。

      　それを整理していたのだ。

      （いや……なにはともあれ、これは夢じゃない。何か事情はあるのだろうが、私はいま共和国の人間として認知されているらしい）

      　壮大なドッキリでないのも明らかだ。

      　少なくとも、現実世界に存在しない素材や技術が山のようにある。

      　涼井は知りえたことを手帳に書き出してみた。困ったことにパソコンのようなものが見当たらず、どこにあるのか、そもそも存在するかもわからなかったため、なぜか胸ポケットに入っていた紙の手帳を使っている。服装は変わっているのだが、眼鏡といい、この手帳といい、それそのものは涼井が会社で使っていたものだ。

      　──ここは共和国の領宙の外縁に近いあたり。

      　接続宙域と言われている。

      　銀河にはいくつかの国があるが、そのなかでもっとも強大なのがアルファ帝国だ。

      　共和国はいくつかの都市国家の連合体から出発した。実質的な連邦制をとっており大統領もいる。都市国家そのものは形骸化しているらしかった。各星系を州と呼ぶこともあるらしく、州政府といえば旧都市国家を指すこともあるようだった。

      『大統領のエドワルドはほんとーに嫌なやつなんです！ 俗っぽすぎ！』とはリリヤの言だ。

      　まぁよくＳＦ映画や小説なんかに出てくる嫌われ者の政治家なのだろう。

      　さて、いまの状況としては共和国と帝国はよくて四：六か三：七で劣勢らしい。

      　帝国はリシャール侯爵という若き天才が出現してから特に好戦的になり周囲に戦争をしかけるようになった。

      　ほとんどの国は帝国に服属するか、消極的な友邦となり、帝国に正面から喧嘩を吹っかけているのは共和国だけのようだった。

      　もともと敵対的な関係が続いていたが、冷戦状態から戦争状態に変わったのが五年前。

      　以来いくつかの会戦で共和国は敗北を続け、かなり大きな領宙をいくつか失ったという。

      『そこに！ 天才リシャール侯爵のライバル、スズハル提督があらわれたわけなんですよ！』

      　リリヤが赤色の髪を振り乱し目をきらきらさせて、昨晩力説したのを思い出す。

      　どうやらスズハル提督なる人物は共和国宇宙艦隊の軍人で、三十五歳。

      　士官学校出の生え抜きで、艦隊勤務や練習艦隊提督などを経て、昨年のいくつかの会戦で少数の艦隊ながらリシャール侯の艦隊と渡り合い善戦したらしい。もちろん共和国艦隊は全体としては敗北していたが、スズハル提督の第九艦隊だけはいまだに気炎を吐いて、帝国の侵入を許さない……という状況のようだった。

      　ただスズハル提督は政治面にはやたらと潔癖で、大統領のエドワルドなど内閣とはうまくいっておらず、辺境の一艦隊司令官として冷や飯を食ってはいるが民衆からは絶大な支持がある……とのことだった。

      　涼井は皮肉な笑みを浮かべた。

      （……俺とは真逆な男だな……清廉潔白か……）

      「提督！ その顔、その顔ですよ！」

      　突然目の前にリリヤの映像が出現する。

      　手を組み合わせて目をきらきらさせていた。

      「……はぁ？」

      「もうサイコーです提督！ その邪悪な笑み！ 最近の提督は冷たさに磨きがかかってますね！」

      「……」

      　涼井は眼鏡をくいっと押し上げた。

      「なんの用だ？」

      「……失礼しましたぁ、大統領のエドワルドさんから祝電です。いつもどおり破棄でいいですかぁ？」

      　リリヤが申し訳なさそうな表情になる。

      「……いや今回は見てみよう。送ってくれ」

      「はぁーい！」

      　涼井はとにかく情報を欲していた。それが何であれ。

      　大統領のエドワルドなる人物にも興味がある。それがこの世界を理解することにつながるだろうと彼は考えていたのだった。

      【要返信】クライアント様にプレゼンをお願いいたします

      　精悍さと端正さが混在する顔立ち。十分な体格に高級そうなスーツ。

      　口元には魅了するような微笑を浮かべた男。

      　──それが共和国大統領エドワルドの第一印象だった。

      　涼井に与えられた個室のデスクに立体的な映像として浮かび上がったエドワルドは、微笑を笑みに変えた。

      「やぁやぁスズハル君。久しぶりじゃないか」

      　涼井はすっと立ち上がって一礼した。

      　サラリーマンとして改心の会釈だ。

      「どうもお世話になっております。……お聞きおよびのことと思いますが戦闘中に頭を打った衝撃で記憶などに欠落がございまして……」

      「ふむ、聞いているよ」

      　エドワルドは笑みを消し、一瞬探るような目付きをした。

      （銀行員とか監査法人によくいる目付きだな）涼井はそう思った。

      　戦闘の衝撃で床にたたきつけられたことで一時的に記憶を失っている……という設定にしたのだ。

      　そうすれば相手を覚えていなかったり、多少とんちんかんな受け答えをしたりしてもさほど問題はない。

      「……しかし以前よりもだいぶ礼儀正しくなったものだね、スズハル君」

      「恐れ入ります」

      　エドワルドは再び微笑を浮かべ、やや身を乗り出してきた。

      「ぶっちゃけたところ君は、私のことを嫌っていただろう？」

      「……記憶にはございません」

      　どうやら周囲によると、共和国の英雄スズハル提督と、共和国大統領エドワルドの確執はかなり有名らしかった。共和国国歌斉唱の最中に堂々と座る、エドワルドの嫌悪感を周囲に隠そうともしない、など露骨な態度をとっていたらしい。

      （サラリーマンにはありえない態度だ）

      　涼井は相手が取引先であれば、それがどんな相手であろうが絶対に丁寧な態度を心がけるようにしていた。下請けでもクライアントでも、嫌な相手でもまったく同様に。それがサラリーマンとしての彼の地位を保証していたのだ。

      「……ふむまぁいい。ところでいつも君たち戦争屋は理解してくれないが、我が国は財政面も非常に困窮している。君に迷惑をかけるのはわかっているが、前々から君が上申していた艦隊の増設は難しいぞ」

      「心得ております」

      　エドワルドは意外そうな顔になった。数秒後に微笑に戻ったが、涼井の発言にずいぶんと驚いたようだ。

      　そのエドワルドに涼井は告げた。

      「実は共和国の財政面を公開情報から見直し、あらためて軍政についてのレポートを作成しました」

      「なんだと？」

      「すでに詳細資料はお届けしていますが、まずはこの資料をご覧ください」

      　涼井が紙の資料を画面に見せる。パソコンらしきものが見当たらないので仕方がないのだ。急ごしらえの定規を使って図表もかなりきれいに作っている。幸いこの世界の言語や文字は非常に日本語に似ていた。エドワルドは真剣な表情で資料を見つめている。問題ないようだ。

      「御覧のように共和国は重要な東部宙域と西部宙域の間の都市国家を数年前にいくつか帝国に奪われました。そのため東部と西部の間の兵站(ロジスティック)がうまくいっておりません。経済的な停滞の原因の一つです。昨年とられたアルテミス宙域よりもはるかに重要です。もちろんアルテミス宙域は帝国との戦いに重要な要塞地域ではありますが」

      　涼井はそれにはじまり、理路整然と共和国の現状とあるべき宇宙艦隊の姿をエドワルドに語った。

      「……ですので、いまこの状況で各方面をすべて網羅するために艦隊を増設し共和国領域に広く展開するより、むしろ艦隊をいくつか集中させ機動運用することで帝国に対抗する。それとは別に、アルテミス宙域でなく東部と西部の連絡線を回復することの優先度が高いであろうと思います」

      　エドワルドはしばらく黙っていた。

      　沈黙のときが流れる。

      　数分後、彼はようやく口を開いた。

      「……スズハルくん！」

      「はい」

      「いやスズハル提督、恐れ入った。救国の英雄と言われ天才的な戦争屋だったが軍政や経済にうとい。そんな印象を私はあらためるよ。いまもらった提案は閣議でもよく検討してみよう」

      「恐れ入ります」

      「……首都に戻ってきたらディナーでもいっしょに。それでは」

      　映像はとぎれた。

      　どうやら渾身のプレゼンはちゃんとエドワルドに届いたようだ。

      　それにしても周囲の印象と違い、彼は物腰も丁寧で理解力もある。これまで確執があったのがウソのようだ。

      　涼井はサラリーマンとして培った提案力が確実に活かされたのを強く感じていた。

      【要確認】別件ですが添付資料をご確認ください

      　涼井の率いる共和国軍第九艦隊はリシャール侯爵を撃退した後、アトラス泊地へ向かっていた。

      　後で知ったのだが、共和国軍は現在、十二個の艦隊を有しており、それぞれ現実世界で言うところのオリュンポスの神々の名前がついた戦艦を旗艦としていた。神話に共通性があるのかそのあたりはイマイチわからない。

      　ともあれ戦艦はそれぞれ主要な星系を象徴していて、その旧都市国家にあたる州、または星系の首都惑星も同じ名称だった。

      　現在帝国に占領され失われているのが辺境のアルテミス宙域、ハデス宙域、ヘラ宙域だ。

      　アルテミス宙域は帝国の中心部と接していて、ブラックホールなど危険な領域に囲まれた回廊状の領域であり、帝国にとっても共和国にとっても重要な宙域で、会戦が頻発している。

      　しかし涼井は、ここそのものは最重要ではなく、むしろ帝国にとっても共和国にとっても辺境にあたるハデス、ヘラのほうが重要だと考えていた。

      　ただ前回の会戦でかなりの質量弾やエネルギーを使ってしまっていたようなので補給をするためにアトラス泊地へ向かっているのだ。

      　涼井は艦橋の司令席に座りコーヒーをすすった。

      　ようやくリリヤが現実世界でいうところのパソコンらしきものを教えてくれたのでそれを使っていろいろと情報を見ている。このＳＦ世界では距離とかあまり関係なく（光速とも！）通信や検索などがいくらでもできるようだった。その代わり妨害に弱くお互い妨害電波を発しているときは通信が極端に弱くなるようだ。

      「はぁ……はぁ……提督素敵ですぅ」

      　涼井の首筋に寒気が走った。

      　無言でふりむくと、リリヤがコーヒーのおかわりをもってくねくねしていた。

      「……帝国のデータを見ていたのだが、リシャール侯爵は帝国の家宰という役職なんだな」

      「はい、まぁほとんどの権力を握ってるみたいですね」

      「ふむ……」

      　リシャール侯爵は会戦のデータ上は向かうところ敵なしだった。

      　ほとんどの会戦で勝利し、そのたびに共和国軍を撃破している。

      　その戦果でとんとん拍子に出世し、地方の田舎貴族がいまや帝国皇帝の家臣最高峰、家宰だ。帝国の「家」を司る宰相であるがゆえに、実質的に最高権力者といっても過言ではないのだろう。

      　ただ共和国も意外に善戦し、劣勢のわりにはアルテミス宙域からの侵入はあまり許していない。

      　もちろんスズハル提督や他の共和国の軍人達の活躍もあるのだが……

      「ところでハデス、ヘラは帝国も占領後しばらく放置されているみたいだがこれもリシャール侯爵が獲ったのか？」

      「ええと……それはぁ……」

      　リリヤが目をそらす。

      「知らないんだな？」

      「はい！」

      「妙にハキハキ言うんじゃない」

      　見ていたらしいバーク……初老の首席幕僚が割って入る。

      「それは帝国のカルヴァドス伯爵ですよ」

      「ほう？」涼井は眼鏡の位置を直した。

      「はぁはぁ、提督のその感じに最高に萌えますね」

      「帝国の貴族は私兵をもっているんですが、カルヴァドス伯爵は辺境の顔役みたいです」

      「……いま会話に一つ変なのが混じっていたな？」

      　バークは無視して続けた。ほんのり冷や汗をかいているようだ。

      「どうも帝国はリシャール侯爵と皇帝などの中央政府派と、伝統的な貴族による分権制を望む派閥に分かれているようでして。ただまぁ正直ハデス宙域もヘラ宙域も都市そのものは豊かではなく、遠まわりすれば輸送もできますからここ数年放置されているのです」

      「……なるほど」

      　涼井は思った。

      　経済的には重要な地域を自らの私兵で奪い取りいすわっているような人物。リシャール侯よりよほど強敵なのではないだろうか？

      　そのとき艦橋にブザーが鳴り響いた。

      「敵発見！ 敵発見！」

      　リラックスムードだった艦橋に一気に緊張が走る。

      「距離六十から八十、帝国軍です……こ、これは……」

      「どうした？」

      　涼井がうながす。

      「カルヴァドス伯爵の艦隊です！ その数三千！」

      　どうやら興味をもった相手からやってきたようだった。

      【要検討】外注企業様の進捗状況につきまして

      　カルヴァドス伯爵の艦隊、その数三千はこちらの右前方から接近してきていた。

      　主砲の射程より少し手前で逆噴射したのか、相対速度を一気にゼロに近づけてきた。

      　こちらとの距離を一定に保っているかと思いきや、離れたりぎりぎりまで近づいたり、左右に動いたりと奇妙な動きを見せていた。

      　艦橋のメインスクリーンに拡大表示されたその様子を見て、主席幕僚のバークが鼻を鳴らした。

      「なんと奇怪な！」

      「これは罠ですね！」リリヤもそれをのぞき込みながら言う。

      　バークは腕組みをしてうんうんとうなずいた。

      「しばらく様子をみましょう」

      　その二人を冷たく涼井は見つめていた。

      「……ほう、これが罠と」

      「はい、そうに違いありません。このような奇怪な動き、ありえませんぞ」

      「……具体的には？」

      「と言いますと？」

      「具体的にはどういう罠なのだ」

      　バークとリリヤはしばし考え込む。

      「……わっかりません！」とリリヤ。

      　涼井はため息をついた。

      「この間のリシャール侯爵との戦いのときもそうだが、振り回されすぎではないのか？ どうみても奇妙な動きをしているだけだろう」

      「しかしもしなんらかの罠だとしたら……」

      「しかしも、もしももない。こちらのほうは数が多いのだ。とにかく攻撃をするぞ」

      「……やはり罠では……」

      「こだわりすぎだ、行くぞ」

      　涼井の指示で共和国の第九艦隊は体制をざっくりと整え、無造作に相手の射程内に侵入した。

      　一瞬動揺したのか相手に迎撃がないことをいいことに涼井の指揮で艦隊は主砲を撃ちまくる。

      　四倍もの相手に撃たれ、カルヴァドスの艦隊の前列に白い真円上の光芒がいくつも生まれ、前列が乱れた。

      「おぉ……スズハル提督、これは」

      　バークが驚いたような表情を見せる。

      「当然だ。相手はこちらが罠だと思い込んでフリーズするのを狙っていただけだ。罠だと思い込まされば、君たちはなぜか思考停止してしまう。そこをついて奇襲でもするつもりだったのだろう」

      　リシャール侯爵との戦いのときもそうだった。楔型の隊形で猛攻を加えてくる相手に対し、こちらの両翼はぼうっとして動かなかったのだ。

      　カルヴァドス艦隊は普通の編制と違い、右翼側に軽快な駆逐艦や軽巡洋艦を集めているようだった。

      　おそらく奇妙な動きを見せてこちらの動きを止めた後、右翼側を軸にこちらの側面にでもまわり込むつもりだったのだろう。

      「……ただなかなか大胆な敵だ」

      　涼井は冷たい微笑を浮かべた。

      　カルヴァドス艦隊は緒戦で前列を打ち砕かれ、乱れてしまっていた。

      　艦艇はそれぞれ応戦するか、回頭して逃げようとするか、じりじりと後退するかのいずれかに分かれた。

      　後退するグループは数百だが整然とまとまっている。

      　その間に敵の数は二千ほどに減少していた。

      「よし、後退している敵に集中砲火だ。なんとなくだがあそこにカルヴァドス伯爵とやらがいる気がする」

      「……わかりました」

      　涼井の艦隊は主砲を後退するグループに向け、一斉に撃った。

      　またいくつもの爆発が生まれ、そのグループも乱れた。

      「スズハル提督！ 敵から通信です！」

      「ほう、映せ」

      　目の前に燃えるような赤毛を短髪にした屈強そうな男が出現した。

      「提督……あれがカルヴァドス伯爵です」

      「なるほど……」

      　イメージでは知的な顔つきの老人だったため、涼井は若干虚を突かれていた。

      　その男は憔悴した表情を見せている。

      「俺がカルヴァドス伯爵だ。顔を合わせるのは初めてだが……降伏したい」

      「……理由をうかがいたい」

      「ハデス、ヘラ宙域を俺が奪い取った後、そこを領有していたが帝国の中央とは意見が合わず補給が断たれた。そこで共和国領内を進撃して帝国に帰還するところで貴公の艦隊と遭遇した。いまの会戦で我が主力はずたずただ。降伏する以外の選択肢はない」

      　涼井はカルヴァドスの作戦はともかく、堂々とした意思決定を行った彼に感服した。

      　こういう自らをさらすような決断はサラリーマンでもなかなかできるものではない

      　さてどうするか……。

      　涼井は考えを巡らせはじめた。

      【再送】Ｍ＆Ａの件につきまして連絡です

      　カルヴァドス伯爵の艦隊はこちら側との相対速度をゼロにし、武装解除させられた。

      　その間にカルヴァドス伯爵本人が小型の搭載艇に乗ってこちら側の旗艦、戦艦ヘルメスまでやってきた。

      　武装チェックをしたのちに涼井の旗艦である戦艦ヘルメスの士官食堂で会合ということになった。

      　ちょうどランチタイムでもあったので、来客用のちょっとしたプレートと酒を提供する。

      　カルヴァドス伯爵はいかにも貴族然とした黒っぽい服装に緋色のマント、金色の勲章をいくつか提げてあらわれた。

      　精悍そうな少壮の堂々とした男性で、背は低いががっしりとした体つきだった。線の細い、宝塚のような雰囲気のリシャール侯爵とは対照的だ。

      　涼井は敬意を込めて握手をし、筆記係にリリヤを同席させてカルヴァドス伯爵と向かい合った。

      「……噂に聞いていたよりもずいぶんと怜悧な……いや失礼、油断もスキもないような方だな」伯爵が言った。

      「……恐れ入ります」

      「ふむ……いや戦は強くても昔はもっと天然というか……まるで人が変わったかのような……？」伯爵が怪訝(けげん)そうな表情になる。どうやら多少の面識はあったらしい。

      「降伏の条件について話を進めましょう」涼井は話題を変えた。

      「う、うむ、そうだったな」

      　涼井はいくつか条件を提示した。

      　もちろん最終的には「上の判断」が必要になるという前提だ。

      　どこまでなら譲歩できるか、という範囲を確定するための話だったが、伯爵は基本的には無条件降伏のつもりのようだった。

      「……わかりました、では上と相談して以降進めます」

      「それまでの我々の処遇はどうなる？」

      「……そうですね、まず治安維持のための最低限の武装は許容します。ただし弾薬などはある程度制限をするのと、戦艦などの重武装艦艇は引き渡していただきます。巡洋艦、駆逐艦はしばらくの間制限つきで所有していただいてかまいません」

      「ふむ、私は捕虜……ということになるのかな？」

      　涼井の眼鏡がきらりと光る。

      　隣のリリヤが身もだえして萌えているような気配も感じるが、それは無視した。

      「いえこちらとしては今後もお付き合いをしたく一定の権限をおもちのうえで共和国にご協力いただく……そんな体制が望ましいかと」

      「なるほど、実に寛大だ、寛大だがもちろんそちらにもメリットがあるようだな」

      「当然です。さて、ではこれでよろしければ双方、覚書を交わすということで……」

      　カルヴァドス伯爵が初めて微笑みのようなものを浮かべた。

      「なるほど軍人にしてはめずらしく政治がわかっている。恐れ入ったぞ、スズハル提督。その覚書とやらは、現物をもらえればすぐにでもサインしようじゃないか」

      「では双方進めるということで……」

      「締結までここにいさせていただこう、基本はどんな文面でも受け入れるよ」

      　双方の今後の協力とヘラ、ハデス両宙域の返還などを明記した覚書は早々に交わされた。

      　涼井は伯爵から二百隻前後の戦艦、重巡洋艦などの艦艇、および質量弾などの弾薬を満載した補給船などの引き渡しを受け、曳航することにしてカルヴァドス伯爵と別れた。

      　目指すは共和国のエドワルド大統領の待つ共和国首都、惑星ゼウスだ。

      　涼井は今後の内部での調整などの計画をひっそりと練りはじめた。

      【議事録】本日の議事録をご確認ください

      　惑星ゼウスは共和国の首都惑星で、ほぼ中心部にある。

      　辺境領域からは十日程度の距離だ。

      　宇宙艦隊の主力はゼウスの隣にあるガス状惑星の軌道上に置かれた軍港に停泊し、そこから内火艇や短艇に乗り換えてゼウスに向かう。涼井の第九艦隊の士官の大部分と下士官兵は休暇を与えられ、軍港の保養所で羽を伸ばすもの、そこから民間船でリゾートに出かけるものなどさまざまだった。

      　涼井は正直、巨大なガス状惑星を目前に見るのも人生で初であるし、その惑星の衛星軌道を取り巻く巨大な人工物という存在に圧倒されていた。赤く渦巻くそのガス状惑星は気流の形を刻々と変え、地球よりも巨大な渦が軍港の窓から存在感を誇示しているかのようだった。

      　艦隊の面々は見慣れている何千キロも続くオートウォーク(動く歩道)にすら、涼井は内心感服していた。

      　思わず頭の中で工数や工期を見積もってみたが、途方もない数字になりそうだった。

      　何くわぬ表情を装いながら、短艇の座席におさまる。リリヤとバークが例によって同行していた。

      　現代の地球の旅客機のような内装で、シートの配置もそっくりだった。

      　短艇は軍港を離れるとものの数時間で惑星間を移動し、惑星ゼウスの宇宙港に降り立った。

      　英雄の帰還に詰めかけた住民たちが歓声を上げ、一方で戦争に反対する垂れ幕なども掲げられていた。

      　デモ隊を機動隊が抑え込むなか、大統領のエドワルドが迎えにあらわれた。

      　涼井は営業スマイルを浮かべエドワルドと握手し、その様子をマスコミが一斉にカメラらしきもので撮影している。

      　そのままエドワルドに導かれて涼井はエドワルドの高級車（驚いたことに車輪のある普通の車だった）の後部座席におさまった。

      　運転手が静かにアクセルを踏むと音もなく加速してゆく。

      　エドワルドがにやりと笑った。

      「君もずいぶんと変わったな、スズハルくん」

      「……と言いますと？」涼井は思わず怪訝そうな表情を浮かべた。

      「以前は明らかにこうした場を嫌っていて、露骨に嫌そうな顔をしていたではないか」

      「……記憶にございません」

      　冗談と思ったのかエドワルドは哄笑した。

      「文字どおりな。……すまないな、戦闘中の衝撃で記憶が曖昧だったのだね。まぁ、あのようにしてくれると私も助かるというのは本音だよ。

      　報告書を読んだがあのカルヴァドス伯爵を撃破し、ヘラとハデスの両宙域の返還を見込んでるそうだね。実によくやってくれた」

      「恐れ入ります」

      「これで私の再選も安泰だ」

      「……ところで……」涼井はちらりとエドワルドの表情を観察する。

      「本日は例の提案を動議として出したいと準備してきておりまして、ご検討いただけたかなと」

      「あぁ……あの提案、もちろん見ているよ。私個人としては前向きにとらえている」

      「ありがとうございます」

      「……非常に前向きにな。まぁそのあたりは後ほど」

      　車は大統領府にすべり込み、そのまま会議室へ向かう。

      　周囲を観察していると車の大半は自動運転で、運転手がいることはむしろステータスとなっているようだった。

      　大統領府の会議室には、宇宙艦隊の司令官、統合幕僚本部の幕僚長、国防大臣、主要な艦隊司令官たちがそろってエドワルドと涼井を待ち受けていた。

      　宇宙艦隊の司令長官のノートン大将は相撲取りのような体格をした初老の男で、神経質そうな表情をしていた。

      　幕僚長のロドリゲス元帥は細身に眼鏡の男で、ノートンと親しげに話し込んでいる。

      　国防大臣エドガーは、さきほどから何やらパソコンのようなもののキーボードをたたいている。

      　その他数名の艦隊司令官たち、宇宙艦隊の高級幕僚などはじっとこちらを見ていた。

      　もちろん涼井は全員初対面だが、向こうはこちらを知っている。

      　宇宙艦隊司令長官のノートン大将が口を開いた。

      「大丈夫かね、スズハルくん。記憶がほとんどなく人が変わったような感じらしいじゃないか」

      「ご心配ありがとうございます。記憶は確かに曖昧ですが職務に問題はございません」

      「……ふむ……前はなんだかふてくされたようなところがあったが、ずいぶん変わったものだな」

      　エドワルドが上座に座り、右手を挙げる。参加者たちは姿勢を正してエドワルドを注視した。

      「今日はスズハル提督から来たる春の大攻勢への反対意見と、宇宙艦隊の廃止の動議が出ている」

      　会場がざわめく。

      　涼井は立ち上がり皆を見回した。

      （……さぁ正念場だぞ……）

      　涼井は立ち上がって全員を見回し、ともすれば流れ落ちる冷や汗をよそに一人一人の顔を見つめて話し始めた。

      　明らかに不快そうな表情を浮かべているもの、驚いたように見えるもの、黙ってこちらを見ているだけのものなどさまざまだ。

      「それではお手元の資料をご確認ください」

      　すっとバークとリリヤが紙の資料をもってあらわれ、それぞれに配布していった。

      　どうやらこの世界では紙は貴重でステータスの証らしく演出に効果的と判断したのだ。

      　大統領のエドワルドがにやにやと微笑を浮かべている。大量の紙とハードコピーはエドワルドに頼んで用意してもらったのだ。もちろん左上を止め、きれいにそろえている。プリンタやホッチキスが一般的ではない世界なので非常に大変だったがバークとリリヤなど第九艦隊のスタッフ達が頑張ってくれた。

      　会議室からはほう……と感嘆のため息が漏れた。

      「ではご説明させていただきます。まずは一ページ目のエグゼクティブサマリーをご覧ください」

      　ぴしっとした涼井の声にうながされるようにそれぞれが紙をめくる。

      　エグゼクティブサマリーはわかりやすい概略のようなものだ。

      　涼井の提案はこうだった。

      　まず前提として、いまは共和国の宇宙艦隊は主都市ゼウスに駐留する第一艦隊をはじめ、第十二艦隊まである。

      　涼井の率いる艦隊は第九艦隊だ。

      　それぞれが一万二千隻ほどの艦艇をもっているが、第十から第十二までは治安維持用で駆逐艦やフリゲートで構成されている。涼井が過去の会戦結果を分析したところ、どうも帝国は一個艦隊が二万隻前後で、そもそも数で負けているケースがたくさんあった。全体の艦艇は帝国のほうが多いから仕方がないのかもしれないがそれも不可解だ。

      　共和国の艦隊は連合して戦うこともあるが、個別の艦隊がわりと自由に動いているようで、敗戦が多い共和国のなかでもスズハル提督がほぼ無敗、共和国提督のロアルド提督はほかの艦隊と比較して勝利数が多く、レオナイダス提督は善戦が多かった。そして現在負傷で離脱中のチャン・ユーリン提督は独走が多いものの、ほぼ帝国相手の戦闘では全勝していた。

      　また、共和国軍には組織として統合幕僚本部があり、その下に宇宙軍と宇宙艦隊司令部とその幕僚組織があり、さらに個々の艦隊がある。おまけに実は陸軍も別にあったり、沿岸警備隊や国境守備隊みたいなもの、そしてあくまで儀礼的な要素が強いらしいが海軍も別にあったりするらしかった。陸軍や海軍も宇宙を航行するフネをもっていたり沿岸警備隊と治安維持のための第十〜第十二艦隊と任務がかぶっていたり……という状態で、どうも涼井はこれらの状況と体制を非効率に感じてしまっていた。

      　実際に縄張り争いのようなものが発端となって会戦に敗北した事例も結構あった。

      　そこで涼井の案としては、ズバリ宇宙艦隊の組織の整理と厄介な作戦の中止だ。

      　幕僚組織もできるだけ効率化する。

      　統合幕僚本部直下に宇宙軍、陸軍、海軍を置き、沿岸警備隊も有事のため宇宙軍の下に置く。

      　第十〜十二艦隊のうちフリゲートは沿岸警備隊に編入（幸い艦艇の種類や形式、武装は同系統だった）、逆に沿岸警備隊の大型の軍艦構造と武装を持った巡視船などは、さらなる改装のうえ駆逐艦、軽巡洋艦として宇宙軍に編入する。治安維持要素が強い艦隊でもこれである程度の正規戦にも耐えられるようになる。

      　宇宙軍、陸軍、海軍の間でも任務がかぶる部分はできるだけ組織を整理する。

      　もともと宇宙艦隊にも惑星の警備隊いるが、これは逆に陸軍に統合。

      　陸軍から派遣されて艦艇の治安維持や海賊・密輸船への立ち入り検査を行う部隊は逆に陸戦隊として宇宙軍に統合する……などをポイントを押さえて説明した。

      「私はこの案はよいと思う。宇宙軍の改革という形で政策上も新しい風を演出できる」

      　エドワルドが涼井の案を推す。会議の空気は涼井支持に傾いてきた。

      　ポストも減るわけではなくむしろ増える部分もあり、軍政を担当してきた高級将校からも反対が出にくいように配慮していた。

      　さらに艦隊もいくつかは統合し、作戦の単位としては四〜六個に集約する。

      　現在、中将が艦隊を指揮しているが、将来的には統合された艦隊は大将が指揮をとる。

      　このあたりは自由気ままにやってきた提督たちの憮然とした表情が気にはなった。

      　しかし問題は春の大遠征の中止を求める動議の際に起こった。

      「私は大遠征中止などありえないと断じます！ そんなことをすればそもそもの宇宙艦隊の創設意義すら怪しくなってしまうではありませんか！」

      　興奮した若い幕僚が立ち上がった。憎悪に近い視線を涼井に向ける。

      　涼井はそんなもの毛ほどにも感じなかったが、しかし会議の流れが怪しくなってきてしまったのは事実だった。

      　立ち上がった細身の若い幕僚は目をぎらぎらさせて周囲を見回した。

      「落ち着き給え、君は……」

      　エドワルド大統領が仲裁に入るがその幕僚は興奮状態から覚めないでいた。

      「マイルズ作戦幕僚です」

      　マイルズは宇宙艦隊の中佐の階級章をつけている。

      　ずいぶんと若く……二十代にも見えるが、この世界は戦死者も多いのでどんどん歳上がいなくなり、よほど幸運な者以外は階級がすぐに上がるようだった。

      　マイルズの言い分はこうだった。

      　もともと共和国宇宙艦隊は、帝国との重要な回廊であるアルテミス宙域を制圧すべく大遠征を企図していた。

      　作戦の内容もおおむね固まり、あとは実施するだけ。

      　いま組織変更を行うと大遠征ができなくなりアルテミス宙域の制圧が遠のく。

      　それは確かに言い分としては一理あった。

      　マイルズがそれぞれの座席の近くに自分自身の資料を浮かび上がらせる。

      　あまり数字的な裏付けやメリット、デメリットなどの検証もなく、涼井の部下が提出してきたら一蹴するような代物だった。しかしどうも周囲はそれに納得しているようである。

      「むむむ確かに……」

      「大遠征が遠のくのは……」

      　涼井は大遠征の効果自体に疑問をもっており、できれば中止にもっていきたいところではあったが、この世界の軍人たちは大遠征になびいてしまった。こうなってしまうとエドワルドも口をはさみづらくなる。

      　涼井は嘆息した。

      　マイルズ中佐の熱狂的な弁舌も効き、結局艦隊の再編成は延期、大遠征は実施されることになってしまった。

      　一方、仲裁というほどでもないが大統領エドワルドの口利きで、かろうじて「一部だけ再編成計画を実施する」ことができた。

      「すまなかった、スズハルくん。あの流れになってしまうと止めようがなくてな」

      　エドワルドの誘いで涼井は彼の車に乗った。その車中でエドワルドが謝罪してくる。彼はイメージと違い、トップダウンというより、どちらかというと日本の会社員によくいる調整型のようだった。

      「いえ……もともとの計画の方が強いのはよくあることですから」

      「大遠征の見込みはどうかね？ 案外いけるのではないだろうか？」

      「……どうでしょうね」

      　あまり効果はないとは思っていたが、案外うまくいく可能性もある。

      　そういう意味ではマイルズに反対しきれない自分もいた。

      　エドワルドとは空港で別れ、涼井はリリヤ、バークとともに再び機上の人となった。

      　リリヤがぽつりと「提督……いつもより冷徹じゃなかったですけどよかったですよ」とフォローになっているような、なっていないようなことを言う。

      　そして数週間後、共和国宇宙艦隊による大遠征計画が発令された。

      　出陣する艦隊は以下のとおり。

      
        

      

      　総司令官　宇宙艦隊司令長官ノートン大将

      　　主席幕僚　ローズ中将

      　　情報主任幕僚　ニールセン大佐

      　　作戦主任幕僚　マイルズ中佐

      　　後方主任幕僚　ライザー大佐

      　　衛生主任幕僚　リーズ大佐（医官）

      　・作戦参加部隊

      第一艦隊（司令部直轄）輸送艦隊（司令部直轄）

      第二艦隊、第三艦隊、第四艦隊、第五艦隊、第七艦隊、第八艦隊、第十艦隊、第十一艦隊

      合計　九個戦闘艦隊、一個輸送艦隊　十二万隻　七百五十万人

      うち陸戦隊や工兵など陸上部隊三十万人　戦車・装甲車両など　五千両

      　留守居部隊

      第六艦隊、涼井の新編成艦隊、残余の地上軍

      
        

      

      　こういうときはだいたい敗北するのがＳＦのセオリーだが、はたして実際はどうか。

      　涼井は悩む。

      　一方でエドワルドの口利きで、留守居部隊にはなってしまったが、新編成の艦隊を涼井が指揮することになっていた。

      
        

      

      　新編成方式の艦隊

      第九艦隊（基幹部隊）、第十二艦隊（治安維持）、沿岸警備隊（治安維持）

      
        

      

      　内容はともかく、これはこれで五万隻近い大艦隊にはなった。

      　涼井が考えていた沿岸警備隊と治安維持艦隊の整理統合もできそうだった。

      　その点エドワルドには感謝さえしていた。

      　一方、いよいよロアルド提督の指揮する第二艦隊を先頭に共和国艦隊は一気にアルテミス宙域への侵入を開始していたのだった。

      【要調査】今回のコンペの件につきまして

      　アルテミス宙域は共和国領とアルファ帝国領の間の回廊状の宙域だ。

      　もちろんほかにも領土を辺縁では接しており、その具体例がヘラ、ハデス両宙域だった。

      　ただお互いが戦力をぶつけやすいからか、比較的安全な宙域だからか共和国と帝国はよくここで衝突していた。

      　ロアルド提督の率いる第二艦隊を先頭に、共和国の九個戦闘艦隊は突進した。

      　アルテミス宙域を防衛していた小規模の帝国軍を蹴散らし、宙域奥深くに侵入する。

      　共和国艦隊は一列になってアルテミス宙域を侵攻し一気にこの宙域の惑星都市、惑星アルテミスまでたどり着いた。

      　惑星アルテミス周辺には敵艦隊はおらず、アルテミスの地上に布陣した小規模の陸軍が反撃してきたが、宇宙空間と地上では宇宙空間のほうが有利、またたくまに帝国陸軍は降伏。アルテミス市を奪取した共和国艦隊は第十一艦隊を残しふたたび第二艦隊を先頭に進撃を再開した。

      　アルファ帝国艦隊の反応は早く、共和国の永遠のライバルであるリシャール侯爵の艦隊二万隻があらわれた。

      　しかし彼の艦隊は戦火を交えることなく射程外で一定の距離をたもちつつ後退を続けた。

      　艦艇の推進機構の関係で明らかに前進するほうが早いのだが、共和国艦隊はいつものとおり罠を警戒して積極的に手を出せず、そのままの体勢でアルテミス宙域を抜け帝国領に侵入した。

      　その刹那。

      　先頭を快走していたロアルド提督の艦隊に無数の光線が突き刺さった。

      　一気に爆発がいくつも起こり、艦隊の陣形が乱れる。

      　帝国領内ではリシャール侯の旗下にある貴族たちが艦隊を率いて待ち受けていたのだった。

      　ボルドー伯爵の艦隊二万隻、ブルゴン伯爵の艦隊二万隻、そして体制を整え直したリシャール侯爵の艦隊二万隻。

      　一列になって次から次に回廊から出てこようとする共和国艦隊は狙い撃ちにされた。

      　狭い回廊の出口に扇形に展開したアルファ帝国の艦隊は次から次に集中砲火を浴びせる。一方、共和国艦隊は残骸や前を進む味方のためにうまく機動できず、いい的になってしまった。

      　全体の数では帝国艦隊を上回るが一つ一つの艦隊は規模も一万二千隻と小さく、加えて待ちかまえている罠に自ら飛び込む格好で被害が累積する。あっというまに二～三個艦隊が壊乱した。

      「だ、だめだ……」

      　宇宙艦隊司令長官ノートン大将はぐっしょりとかいた冷や汗を拭くでもなく艦橋の自席で崩れ落ちた。

      「な、な、な、なんとかするんだマイルズ中佐……」

      　血走った目で情報主任幕僚のニールセン大佐がこの作戦を立てたマイルズ中佐に詰め寄る。

      　その間にも先頭を進んでいた第二艦隊、つづいて第三、第四艦隊壊滅のニュースが飛び交う。

      「ゲーテ提督戦死！ ロアルド提督行方不明！ サンダース提督戦死！」

      　オペレーターの悲痛な報告が飛び交う。

      　マイルズ中佐は魂が抜けたような表情でよろよろと短艇に向かった。

      　短艇を前線に走らせる。

      　短艇のモニタには共和国軍艦隊の成れの果てである残骸が無数に浮遊する姿が映し出されていた。

      「まもなくいまの最前線の第八艦隊のあたりに到……」

      　短艇の艇長は最後まで話すことができなかった。

      　短艇のすぐそばの駆逐艦が爆発四散しその破片に短艇が巻き込まれたのだ。激しい衝撃にマイルズ中佐は吹っ飛んだ。その短艇は激しい衝撃で共和国艦隊の残骸の海の中に放り込まれたのだった。

      「……マイルズ中佐の短艇大破！ 乗員全員行方不明！」

      「どうしたらいいんだ……」

      　オペレーターの声にノートン大将はぶつぶつとつぶやくだけだった。

      　リシャール侯爵はアルファ帝国の艦隊の陣形を微妙に変えていた。扇形を狭めるようにし、自身の直轄艦隊とボルドー伯爵の艦隊で包囲を続けつつ微妙に後退し、共和国艦隊の全貌をおおむね引きずり出した。

      　さらにブルゴン伯爵の艦隊を敵側背に機動させ退路を断ちにかかった。

      　ブルゴン伯爵の艦隊はまだ無傷だった第一艦隊に襲いかかった。

      　その瞬間。

      　ブルゴン伯爵の艦列に突如としていくつもの爆発が出現した。

      「何事か！」

      　ブルゴン伯爵は髭をふるわせ怒声をあげた。

      「敵です！ スズハル提督の艦隊です！」

      「なんだと！」

      　ここにいないはずの涼井の艦隊が姿をあらわした。

      　戦場に出きった共和国艦隊の後からのっそりと出現し、ブルゴン伯爵の艦隊の側面に盛んに光線を射かけている。

      「す、スズハルくん……」

      　ノートン大将が涙を流さんばかりにしてモニタにあらわれた涼井の顔を見上げた。

      「独断ですが救援にまいりました」

      　涼井は眼鏡をくいっと上げ、氷のような微笑を浮かべた。

      　その背後でリリヤがくねくね悶えていたがノートン大将の目にはそれは映っていなかった。

      【延期】日程の延期につきまして相談です

      　アルファ帝国における辺境であり、共和国におけるアルテミス宙域で起きた会戦は、まさに帝国が勝利を手中に収めつつあった。一列になって次から次へと狭い回廊から飛び出してくる共和国艦隊を待ち受けたリシャール侯爵の艦隊が狙い撃ちにするという状況だった。

      　そこへのっそりと涼井の指揮する艦隊が増援にあらわれたのだった。

      『す、スズハルくん……』

      　ノートン大将はすがりつかんばかりの表情を見せる。

      　その様子を涼井は提督席で眺めながらくいっと眼鏡を直した。

      「リリヤ、状況は？」

      「はいー、ちょっとお待ちください！」

      　ぱちぱちと副官のリリヤが目の前のコンソールをいじり、情報をいくつか涼井の目の前にも表示する。

      「そりゃあもう惨憺(さんたん)たるありさまですね。ボロ負けです」

      「……それは感想だろう。状況は？」

      　どうやら共和国艦隊は無策に飛び出していき、先頭の第二艦隊をはじめ、第三～第四艦隊までほぼ壊滅。

      　さらに今回の大攻勢の計画を立てたマイルズ中佐も行方不明とのことだった。

      　そしてまさにリシャール侯爵の命令でブルゴン伯爵の艦隊が主力の背後にまわり込んでいる形勢だった。

      「どうやら間に合ったようだな。……こういう炎上案件において普通のことをするだけで感謝されるシチュエーションは正直、サラリーマンにとっては美味しいのだ」

      「さらりーまん？」

      　リリヤが怪訝(けげん)そうな表情になる。

      「いや軍人にとってだな。まぁいい、ブルゴン伯爵は我々に背後を見せている。撃ちまくれ」

      　涼井は、もともと託されていた第九艦隊に加え、治安維持のための第十二艦隊と沿岸警備隊すべてを任されていた。沿岸警備隊自体は準軍隊組織ではあり、数だけでいえば五個艦隊に匹敵する勢力だ。

      　そこから戦闘に用いることが難しい商船構造や軽装甲、軽装備の船艇やパトロール艇を除き、軍艦構造の艦艇をかき集めた。

      　治安維持のための第十二艦隊と編合し、なんと三個艦隊近い戦力を涼井はひねり出したのだった。

      （……経費削減のためにプリンタの用紙まで見直した新卒の時のあのプロジェクトに比べればまだマシなものだ）

      　涼井はそのためのワーキンググループを編成し、リリヤやバークも含めて数週間で作業を完了させ、悠々と遠征艦隊が侵攻している間に、合計でほぼ三個艦隊となった戦力で追従したのだった。

      　もちろん独断専行だけでは軍法会議モノだ。

      　そこは大統領エドワルドとの呼吸の一致があった。

      　涼井は治安維持関連の艦隊を指揮下に置くにあたり、治安維持のための出動については国防省の省令で発令できることがわかった。エドワルドと話し、涼井は今回の大規模遠征とは別に、帝国による後方かく乱の可能性を理由にした治安維持のための名目で出動したのだった。

      　涼井の指揮する三万六千隻もの艦隊は途中で多少の共同訓練、指揮所演習を繰り返しながら、帝国のかく乱の可能性があるアルテミス宙域へと向かった。

      　そこで涼井艦隊は帝国軍と交戦し混乱をきたしている共和国軍をたまたま発見した。

      　帝国軍は距離も近く自衛行動をとらざるをえなくなった。

      　こうして涼井は堂々と遠征艦隊の救援にあらわれたのだ。

      　もう少し意固地なタイプの軍人であれば絶対とらない行動だ。

      　ともあれ、涼井の艦隊は背後を見せていたブルゴン伯爵の艦隊にむけて斉射を開始した。

      　無数の光線がブルゴン伯爵の艦列に突き刺さる。

      　同心円状の爆発をいくつも起こし、夜空にきらめく。

      　この世界の艦艇は構造上、推進機関の関係で背後が特に弱いようなのだ。リアクト機関という青い光を放つ推進機関が組み込まれており、そのあたりを貫くと致命的なダメージとなる。

      　さすがのブルゴン伯爵の艦隊も反撃のために身をよじるかのような動きを見せたが、混乱の中、まだ無傷に近い第八艦隊がブルゴン伯爵を盛んに攻め立てはじめた。

      　こうして帝国辺境宙域の会戦における第二幕が切っておとされたのだった。

      
        

      

      　深淵の宇宙空間においていくつも爆発が起こり、光芒がまたたいた。

      　無音の中で破片が飛び散り数百の艦艇が一瞬で残骸となってゆく。

      　そんな状態の中、アルファ帝国のリシャール侯とボルドー伯爵は相変わらず壊滅寸前の共和国遠征艦隊を攻めつづけ、すでに数個の艦隊が壊滅し何人もの提督が戦死または行方不明となっていた。

      　今や遠征艦隊総司令部直轄の第一艦隊も撃ちまくられ、ときには司令官が乗る総旗艦ゼウスにも至近弾がかすめる事態となっていた。

      　一方、背後に回ろうとしたブルゴン伯爵の艦隊は涼井の艦隊と第八艦隊にはさまれ壊滅寸前だった。

      「ブルゴンめ！ さっさとあの程度の罠、食い破れないのか！」

      　リシャール侯は自身の戦艦オー・ド・ヴィの提督席で立ち上がった。

      　アルファ帝国の戦艦は華美な装飾がほどこされ、まるでギリシャ建築のような様子になっている。

      　リシャール侯は白に近い金髪をふりみだし、憎々しい表情で見えるはずもない虚空の彼方の涼井に視線を送る。

      　リシャール侯はいらだっていた。

      　もう少しで遠征艦隊を全滅させることができるところだった。

      　しかし涼井の艦隊が後からあらわれ、いまやブルゴン伯爵の艦隊が壊滅寸前、共和国の遠征艦隊も徐々に混乱を治めつつあるように見える。

      　このままでは勝負がどうなるかわからなくなる。

      　常勝不敗がリシャール侯の二つ名だ。そうなれば領内の貴族たちを抑えられるかどうか……。

      　──涼井はそうしたリシャール侯のいらだちを知っていたわけではないが、イメージでは把握していた。

      　徐々に雑になる帝国軍の陣形。あわてたような様子。

      　入札で完ぺきに相手を出し抜いたときのライバル企業の様子にそっくりだ。

      　涼井はブルゴン伯爵を追い詰めつつ、冷静にいまの状況の把握を先に進めた。

      　連絡がつく提督と直接ヒヤリングを行い残存戦力の確認する。

      　弱っている提督は勇気づけ励まし、相手によっては叱咤激励して士気を高めた。

      　その結果、まだ第一艦隊、第八艦隊、第十艦隊は比較的秩序を保っていることがわかった。

      　ただしすでに四人の提督が戦死したことは確実で、第三、四、五、七艦隊は壊乱状態ということもわかった。

      　第二艦隊においては行方不明とされていたロアルド提督は健在で、戦力の八割を喪失したものの残り二割を指揮して第八艦隊を支援していることも判明した。

      　モニタに表示される状況を見ているとリシャール侯爵は艦隊をまとめてやや後退した。

      　その分こちらにぶつけられる火力は減ってきていた。

      　幅広に展開し、こちらが反撃するのを待ち受けているような……罠のように涼井には見えた。

      「さぁ来いスズハル提督。反撃に出たら噛みついて一気に蹴散らしてやろう」

      　リシャール侯は血の気の引いたような凄絶な怒りの表情でモニタをねめつけている。

      　そうしたリシャール侯を知ってか知らずか、共和国艦隊が迅速に秩序を回復し隊形を変更したのをリシャール侯は確認した。

      　ブルゴン伯爵の艦隊はちりぢりになり本人も行方不明になっている。

      　その獅子身中の虫を駆逐した共和国艦隊は陣形を整え、第九艦隊が先頭に立った。

      　リシャール侯は武者震いした。

      「いよいよ来るかスズハルめ！」

      　しかし……共和国艦隊は第九艦隊がこちらに向けて布陣している間に、秩序を回復した艦隊からアルテミス宙域へと遁走しはじめた。さらに治安維持に慣れた第十艦隊が分散しそれぞれを先導する形成だ。

      　リシャール艦隊が茫然としている間に第九艦隊も気が付いたら徐々に後退し、狭い回廊の奥に布陣しているのが見て取れた。こちらが罠を張るつもりでいる間に共和国艦隊が逆に罠を張っている。

      　こちらから突入すれば先ほどと同じ状態になるのは目に見えていた。圧倒的勝利から敗北ではないにしても引き分けにもち込まれた……ようにリシャールには見えた。

      「おのれスズハル！」

      　渾身の力を込めてリシャール侯はサイドテーブルのワイングラスをモニタにたたきつけた。古来の製法で出来た由緒正しいクリスタルガラスで出来たそのグラスは、超硬度素材のモニタにぶつかり砕け、きらきらと光を反射しながら飛び散っていった。

      
        

      

      　アルテミス宙域会戦、もしくは帝国辺境宙域会戦は終わった。

      　共和国艦隊は相当数の艦艇を失い、提督にもかなりの戦死者・行方不明者が出てしまった。

      　帝国も提督の戦死者こそいなかったものの多数の艦艇を失い、戦力的には痛み分けとなった。

      　一方、共和国は帝国に長年占領されていたアルテミス宙域の奪還には成功した。

      　後から救援にあらわれたスズハル提督の功績だと推す声も多かったが涼井はそれを固辞してあえて遠征艦隊の功績ということで議会には報告をしてもらうこととなった。

      「……よろしいんですかな？」

      　主席幕僚のバークが涼井の報告書を前に、確認のような雑談のような雰囲気で話しかけてくる。

      「かまわん、善処を頼む」

      「今回はスズハル提督がいなかったら共和国はボロ負けだったー、って人がたくさんいるみたいですよ？」

      　リリヤが不思議そうな表情でこちらを見る。

      　涼井は艦橋の提督席に深く沈み込み、こめかみを押さえた。

      「……あくまで個人的に、だが」

      （出た、最近多い提督の立場を離れた独り言的な）

      （提督もずいぶん雰囲気が変わりましたなぁ、もっと厭世的だったのに）

      　リリヤとバークがひそひそと話す。

      「……確かに今回は私の施策が当たった。それによって共和国軍はなんとか全滅をまぬがれ帝国軍を撃退し、さらにはもともとの目的の一つだったアルテミス宙域の奪還にも成功した……だが」

      　涼井は続ける。

      「もしも今回の功績を私一人のものにしたらどうなると思う？ 一番血を流したのは誰だ？ あれだけの作戦なのに後からホイホイあらわれた私が第一功となれば当然に嫉妬の的となる。出る杭は打たれる。それより今回の功績など遠征軍にあげてしまえ。そうすれば彼らは感謝する。貸しイチだ。変に英雄になるよりは同僚に感謝されたほうが今後やりやすいはずだ」

      　涼井に徹底的にしみ込んだジャパニーズサラリーマンの思考がそうさせていた。

      「なるほど確かに。そういえば五十年ほど前の戦役の英雄ロン提督も天才的でしたが、英雄の名をほしいままにしたがゆえに嫉妬を買い最後は暗殺されたと言いますな」

      　バークは納得したようでうんうんとうなずく。

      「だがそれよりもこれからが大変だ。一見痛み分けだが実戦力はこちらのほうがかなり低下している。帝国の逆襲がはじまればとんでもないことになるぞ。そのための対応策を考えるほうが大事だ」

      　涼井は報告書を送った後、数日して大統領エドワルドや宇宙艦隊司令長官ノートン大将、国防大臣エドガーにホットラインをつなぎいろいろと協議を重ねた。ノートン大将は窮地を救われたうえに、今回の遠征軍の面目もたったことで大変喜んでおり非常に協力的になっていた。

      　現在の状況としては、共和国は多数の提督と艦艇を失いぼろぼろになっている。アルテミス宙域に戦力を集中して防衛するほかはない状況だ。

      　それを踏まえて共和国内閣からの提案としてはスズハル提督の現在の艦隊に遠征軍のうち比較的健在な第八と第十艦隊を加えてアルテミス宙域を統括してほしいというものだった。

      　それを涼井はあっさり断った。

      　そうなれば英雄スズハル提督という虚像が大きくなり賛否の的となる。

      　さらにすでに治安維持艦隊、沿岸警備隊を含めているとはいえ、さらに健在な艦隊を加えてしまえば、共和国艦隊の中で最大勢力となる。そんな立場の上がり方をすれば周囲の嫉視や警戒心が激しくなる。涼井はそう踏んでいた。

      　涼井からの提案としては第八と第十艦隊に、数は減っても善戦した第二艦隊の残存部隊を加え、第二艦隊司令官ロアルド中将を大将に格上げ、アルテミス方面艦隊としてアルテミス宙域を防衛させる。

      　それ以外の艦隊はいちど戦力回復や補修にあて、涼井の艦隊は遊撃部隊として共和国領内を遊弋(ゆうよく)して機動防衛に任ずる。さらに以前投降してきたカルヴァドス伯爵をあらためて共和国に迎え入れ彼の戦力を涼井の艦隊に加えたい。

      　この提案はノートン大将と大統領エドワルドのプッシュもあってすんなりと閣議も議会も通った。

      　以前と比べて謙虚になったスズハル提督を称賛する声も出てくるようになった。

      　そういう意味では涼井は名よりもかなり強力な実をとったことになった。

      　しかし一方、帝国内部ではここ連続でスズハル提督に敗北とは言わないまでも勝ちきれないリシャール侯爵に対する反目の機運が持ち上がりつつあったのだった。

      
        第二章　課長が活躍する件

      

      【コンペ】帝国内で暗雲漂っている件について

      　アルファ帝国の帝国首都アンダルシアは帝国領内奥深くにある。

      　帝国は現在、家宰(マーヨル・ドムス)リシャール侯爵が実権を握っている。現在、皇帝そのものは不在で帝位は空いている。

      　リシャール侯爵は弱冠二十五歳。

      　配下に若手の名将をそろえ帝国直轄領と直轄艦隊の総司令官でもある。

      　その総兵力は八個艦隊で約十六万隻もの兵力になる。

      　共和国艦隊十二個艦隊・約十四万隻を上回る戦力だ。

      　しかしリシャール侯爵は帝国すべてを押さえているわけではなかった。

      　直轄領を除けば、帝国はいくつもの貴族の連合体だ。

      　公爵、侯爵、伯爵、子爵、男爵が入り乱れ小さな領地をたくさんもっている。

      　多数の派閥に分かれ、ときには争い、連合し、一枚岩というにはほど遠い状況だった。

      　帝国直轄領もあくまで帝国六大選帝公爵といわれる最大勢力の持ち主たちのうち二人との連携と、皇帝派の貴族たちが連合してできた領地であって、その領地と艦隊を家宰(マーヨル・ドムス)であるリシャール侯爵が預かっているに過ぎないのだった。

      　そのためリシャール侯爵はいつも全力で出撃するわけにはいかず、しかも最近はいちいちスズハル提督に阻まれストレスとイライラの限界に達していた。

      　彼は家宰府の執務室に閉じこもり昼間からワインを呷(あお)り、飲み干したボトルを暖炉にたたきつけるという奇行をしていた。

      「リシャール侯爵閣下」

      「む……ボルドーか」

      「昼間から飲酒とは……これはいけませんな」

      「ふん……」

      　執務室にあらわれたのはボルドー伯爵だ。落ち着いた風貌の中年男性で口元に微笑をたたえている。

      　リシャール侯爵の忠臣の一人で、もとは平民だった男だ。

      「スズハル提督のことを考えておられたのですか？」

      「いや……む……そうだな。そのとおりだ。あの男、またしても私の作戦を阻みおった」

      「実際あの罠はお見事でした。あと一歩でしたな」

      「勝ちきれなければ意味などない」

      　リシャール侯爵は新たなボトルの封を解いた。

      　慣れた手つきでこの時代の最高級品の証である本物のコルクを抜く。

      「ところで……ヴァイン公爵の噂はご存知ですか？」

      「ふむ？ なんの話だ」

      　ヴァイン公爵は六大選帝公の一人だ。

      　どちらかというと過激派で、現在空席となっている次期皇帝を狙っているという噂がある。多少のお家騒動があったようだがそれはリシャール侯には関係のないことだった。

      　問題はその権勢と戦力だ。皇帝は常に選帝公爵から選ばれることになっているのだ。その名声や権力、財力は侮ることができないレベルのものだ。

      「この度の辺境での会戦を理由に家宰の交代と皇帝選挙の実施を主張しはじめているそうです」

      「しはじめているとは……？」

      「まだ噂の段階です。毎晩園遊会を催しそこで協力者を募っていると……」

      「くだらん……帝国が最初から一つにまとまっていれば共和国など一蹴できるのにな」

      「しかしかなりの数の貴族がなびいているようです」

      「どうせ泡沫貴族どもだろう。伯爵の一人や二人寝返ったところで数千隻程度の戦力にしかならん」

      　リシャール侯爵は冷笑を浮かべた。

      「……ところが今回はヴァッレ・ダオスタ公爵が連中の味方になる可能性が……」

      「何？」

      　ヴァッレ・ダオスタ公爵も選帝公の一人でかなりの実力者だ。それらが結びつくとなると……

      「危険だな」

      「ヴァイン公爵はちょうど領内の見まわりと称して数万隻の艦隊を動員しているようです」

      「なるほどわかった、今のうちに手を打っておくか……」

      　リシャール公爵の瞳に楽し気な炎が宿った。

      　ボルドー伯爵はその様子を目を細め楽しそうに見つめているのだった。

      　──ヴァイン公爵の艦隊約三万二千隻がヴァッレ・ダオスタ公爵の艦隊と合流し新たな皇帝選挙を求めて首都目がけて進撃を開始したのはその年の夏の終わりごろだった。

      【棚卸】女公爵が進撃する件

      　ヴァイン公爵リリザというのが六大選帝公の一人、ヴァイン公爵の本名だった。

      　今年で十九歳になる。

      　編み込んだ銀髪がきらきらときらめき、ほっそりとした体に軍服のようのようにアレンジした豪奢なドレスを着こみ公爵家伝来の戦艦の提督席に腰かけている。耳のあたりでは青い惑星の形状を模した耳飾りが揺れ、きらめいた。

      　彼女は背筋を伸ばしてメインモニタを見つめていた。

      　ヴァイン公爵はその美貌でも知られており、つい昨年、お家騒動の果てにその地位を引き継いだばかりだ。

      　一見与しやすい少女……という外見にかかわらずその政治力や軍事力についてはかなりの才能を発揮した。

      　公爵家を継ぐにあたり、五人の姉妹が全員謎の死を遂げているという黒い噂もある。

      　ヴァイン公爵は三万二千隻の艦隊を集結させ堂々と無害通航権を主張し、帝国首都アンダルシアにむけて進撃していた。一方、同盟相手となったヴァッレ・ダオスタ公爵も二万隻の艦隊を動員しアンダルシアに別途出撃している。

      　少なくとも表向きには戦争を目的としたものではなく新皇帝の選挙のための行動であると主張していた。

      「スワンソン、状況はどうですこと？」

      　リリザがちらりと横を向いて話す。

      　銀髪をきれいに固めた軍服の男がかしこまって一礼する。帝国准将の階級をつけてはいるがヴァイン家の執事でもある。

      「いまのところ我が家の艦隊を妨害するという情報はありません。むしろ皇帝選挙については肯定的な向きも多いかと」

      「当然ですわ。皇帝不在の合間にたかだか侯爵が好き勝手やってるほうが問題」

      「ただリシャール侯爵がどう出ますか……」

      「帝国直轄領の艦隊十六万といえど先日の会戦でだいぶ傷ついたとも聞きますわ。それに周囲に配慮して決して全力を出すことはできない。それがリシャール侯の弱点。公爵が２人も組めばそう簡単には対抗できないはず」

      「それに」リリザが言葉を継いだ。「帝国中央を制しなければあちら側に征くこともできないわ」

      　外見に似合わずどこまでも怜悧で冷徹なリリザにスワンソンは敬意を込めた一礼をする。

      　事実ヴァイン公爵艦隊はほとんど何の妨害も受けずに首都アンダルシアの宙域までたどり着いた。

      　しかしそこで艦橋に敵接近のブザーが鳴り響いた。

      　オペレーターが叫ぶ。

      「敵艦隊発見！ その数およそ二万！ ブルゴン伯爵の艦隊のようです！」

      「敵……まずはリシャールの部下からね」

      「ブルゴン伯爵といえばこの間の会戦で手痛い目にあったリシャール侯の片腕の一人。雪辱の機会でももらったのでしょう」

      「そういうことね。我が家の艦隊を甘くみたものね。リシャール侯も後悔しても遅くてよ」

      　リリザは酷薄な笑みを浮かべた。

      　環境にはブザーが鳴り響き続けている。敵味方識別装置が働いているのだ。

      　立場が異なる貴族とはいえ、帝国内で敵味方識別装置が「敵」と明確に判断することはほとんどない。

      　しかし双方敵と認識しているということは、リシャール侯は闘いの道を選んだということになるのだった。

       
      「こちらのほうが数は多いのです。撃ちなさい！」

      「はっ！」

      　ヴァイン公爵の艦隊は私兵とはいえ整然と展開し、射程に入った艦艇から撃ちはじめた。

      　虚空を無数の光線が貫き爆発が生まれる。数の利を活かして押し込むようにブルゴン伯爵の艦隊に迫りはじめた。

      　三万二千隻の艦隊が圧力をかけて、ブルゴン伯爵の艦隊に激しく撃ちかける。

      　ブルゴン伯爵の艦隊はじりじりと下がりながら応戦する。

      　光線が虚空をつらぬき障壁が飽和状態に達した艦艇が撃ち抜かれて爆発四散する。

      　剥離した装甲板の破片が飛び散り、爆発ごとに数百の兵士が艦と運命をともにした。

      「なかなか優勢ですこと」

      　ヴァイン公爵リリザが冷たい微笑を浮かべる。

      「はっ……とはいえまだリシャール侯爵がどう動くかはまだわかりませぬ」

      　執事のスワンソンがかしこまる。

      「気になるとしたら……ブルゴン伯爵がやや消極的に見えることでしょうか。なんらかの罠では？」

      「罠……？」

      　リリザが目を細め侮蔑したような表情を浮かべる。

      　弱冠十九歳の少女にしては冷たい、にじみ出るような迫力と負の威厳がある表情だった。

      「この状況でどんな罠があるというのかしら？ 軍人はいつもそう。そうそう奇策や奇手なんてないのよ。……押しなさい！」

      　リリザの号令でヴァイン艦隊はますます圧力を増していった。

      「これは……まずいな」

      　ブルゴン伯爵は顎に手をやって考え込んだ。

      　灰色の髪は短く刈り込み、髭を端正に整えた壮年に差しかかりかけた男性だ。

      　リシャール侯爵の元で長年働き、元平民だったが最近貴族に列せられた。

      　ブルゴンは消極的な戦いを見せることで、まさに罠と思わせるつもりだった。

      　しかし十九歳の小娘と侮っていたヴァイン伯爵リリザは思っていたのと違い、こちらの手に乗る気はないようだった。

      　敵が優勢のようで、こちらにも流れ弾が飛んできている。

      　ブルゴン伯爵の座乗する旗艦「ノワール」は、その衝撃で身をよじらせるように揺動した。

      　ヴァイン公爵の攻勢は盛んだが、案外基本には忠実だった。

      　戦艦群を守るように巡洋艦が中心に展開して砲撃する。

      　駆逐艦はその機動性を活かして広く展開し、矢継ぎ早に攻撃をしかける。

      　ある程度こちらの被害を受けてきたら次は戦艦の出番なのだろう。戦果を拡張すべく殴り込んでくるはずだ。

      　戦艦「ノワール」の近くで爆発が起こる。

      　真円に白熱した爆発が起こり破片が飛び散る。いくつかはノワールの障壁を貫通し装甲に突き刺さった。

      　司令部直轄の戦隊にも被害が出はじめているのだ。

      　その爆発はブルゴン伯爵の旗艦のメインモニタに映し出され、ブルゴン伯爵の整った髭面を照らし出した。

      　表情は不敵、のひと言だった。

      「罠と思わせて時間を稼ぐつもりだったがこうなっては仕方ないな。応戦しながら時間を稼ごう」

      　彼はにやりと笑い指示を飛ばしはじめた。

      　戦況はヴァイン公リリザの優勢で進行している。

      　しかしブルゴン伯爵は粘り強く応戦し、劣勢ながら善く戦っていた。

      　リリザはいらいらとメインモニタを見つめる。

      　確かにこちらが優勢だがブルゴン艦隊の動きが彼女の直感に引っかかっていた。

      「奇妙ね、明らかに劣勢でこのままああいう闘いをしていても時間稼ぎにしかならないというのに」

      「確かに奇妙ですね……」とスワンソン。

      　ブルゴン伯爵は戦艦や重巡洋艦を前に押し立てて、その火力と装甲で抵抗している。

      　しかし重装甲の艦艇は数も多くはなく、それらがやられてしまえば一気に戦闘能力が低下していってしまう。

      　リリザはここまで侵攻するのにいろいろと手をまわしていた。

      　リシャール侯の主力部隊は同時に侵攻しているヴァッレ・ダオスタ公爵の牽制のために出撃しているはずで、この宙域には基本的にはリリザしかいないはずだ。

      　小規模な貴族たちはいつものとおり風見鶏を装いどちらにもついていない。もちろん好意的中立に引き込んでいる貴族も少なくはなかった。

      　さらにリシャール侯爵は複数の敵を抱え常に全力を出すことはできない。

      　前回の敗戦で主力に被害が多少出ているのも好機だった。

      「……何を待っているというの？」

      　リリザはメインモニタの向こうの虚空にいるブルゴン伯爵をにらみつけた。

      　その瞬間環境にブザーが鳴り響いた。

      「敵艦隊発見！」

      「敵ですって!?」

      「その数……よ、四万隻！」

      「!!」

      　リリザは思わず立ち上がった。

      「敵はリシャール侯の直轄艦隊と……ヴァ、ヴァッレ・ダオスタ公爵の艦隊です！」

      「……してやられたわ」

      　リリザは思わず提督席に座り込んだが、それでも気丈さは失わずメインモニタをにらみつけ続けた。

      　艦橋には敵接近を知らせるブザーが鳴り響いていた。

      　リリザは丁寧に編み込まれた銀髪をふりみだし立ち上がった。

      「ヴァッレ・ダオスタ公……裏切るにしてももう少し後だと思っていたわ……」

      　しかし現に同盟者としていっしょにアルファ帝国首都アンダルシアに進撃していたヴァッレ・ダオスタ公の艦隊は、リシャール侯の主力艦隊と肩を並べて首都に迫っている。

      「……ヴァッレ・ダオスタ公から通信が入っています！」

      　オペレーターが叫ぶ。

      「……映しなさい」

      　リリザの目の前にヴァッレ・ダオスタ公が映し出される。

      　百キログラムは軽く超えたでっぷりと太った巨体、意地の悪そうな表情をした中年男性があらわれる。

      　しかし仕立てのよい貴族用の軍服を着込み階級章は「大将」を身に着けていた。

      『これはこれはヴァイン公爵リリザ殿、御自ら通信を受けていただけるとは』

      　大仰にヴァッレ・ダオスタ公が貴族風の御辞儀をする。

      「……用件は何かしら？」

      　冷静さを取り戻したリリザは酷薄な微笑を浮かべて問うた。

      　ヴァッレ・ダオスタ公爵はそれを見て哄笑する。

      『ブ……ブハハハハ！ なぜ、などはないのだな。なかなか重畳、重畳』

      「用件を言いなさい」

      　ヴァッレ・ダオスタ公爵は舐めるような視線でリリザを見すえる。

      　リリザは背筋に何か冷たいものが走りまわるのを感じた。

      『……我が盟友リシャール侯と交渉した。降伏するのだリリザ。そなたのたかだか三万隻ちょっとの艦隊に対して倍近い我がほうとでは勝負にもならん』

      　ヴァッレ・ダオスタ伯爵が微笑する。

      『降伏を受け入れれば悪いようにはせん……そう公爵位ははく奪するが我が家来として生きていく道もあるであろうなぁ』

      「……なるほど」

      　リリザはかろうじて気丈さを保ちヴァッレ・ダオスタ公爵をにらみつけた。

      「裏切ったのではなく最初からそのつもりでしたのね。皇帝選挙を求めに圧力をかけにいくというのは最初からお題目。目的は選帝公たる私を罠にはめ、戦力を奪い、そもそも皇帝候補者を一人消す……のみならずリシャール侯に恩を売りつけあわよくば盟友の座を手に入れる……」

      　ヴァッレ・ダオスタ侯爵は目を細め表情を消し、ただ聞いている。

      「皇帝の座へ近づくというわけね、違って？ ヴァッレ・ダオスタ！」

      『……どう取ってもらってもかまわないよヴァイン公爵閣下。ただ最後の最後まで交渉の余地は残してあげようじゃあないか……それが我が慈悲だ』

      　通信は切れた。

      　それとともにリシャール侯の主力艦隊、ヴァッレ・ダオスタ公爵の艦隊、ブルゴン伯爵の艦隊が一斉に襲いかかってきた。

      　今にして思うとブルゴン伯爵はあくまでリシャール侯、ヴァッレ・ダオスタ公爵が合流するまでの時間稼ぎが任務だったのだ。あわよくば罠を張って反撃するつもりもあったのだろうが、それは彼にとってはあくまでオプションだ。

      　数のうえでも二倍の戦力かつ歴戦の将兵を多く含む連合軍にヴァイン公リリザは善く戦ったがあっというまに前線が崩壊した。

      「……このままでは……！」

      　リリザの旗艦であり領地の名称を冠した戦艦「ヴァイン」にも至近弾が飛ぶようになってきた。

      「公爵閣下、お逃げください」

      　執事のスワンソンが薦める。

      「しかし……！」

      「いえ、お逃げください。生きてさえいれば復讐など後日にも」

      「……くっ……！」

      　戦艦「ヴァイン」を直接護衛していた駆逐艦が爆発四散する。

      　その衝撃で戦艦「ヴァイン」も激しく揺動する。

      「かくなるうえは！」

      　スワンソンが腰の銃を抜きモードを切り替えるのが見えた。おそらく殺傷モードからショックモードに変えたのだろう。気絶させてでも逃がそうということか。少なくともリリザはそう直観した。

      　その瞬間、敵の砲弾がこちらの障壁を貫通し戦艦の正面装甲にめり込んだ。

      　質量弾だ。

      　正面装甲がはじけ飛び内部構造が露出する。さらに勢いあまった砲弾の破片が艦橋に飛び込んできた。

      　阿鼻叫喚。

      　液状になった砲弾の破片が暴れまわり艦橋は死の坩堝となる。

      　火災が発生し煙が立ち込めた。

      　リリザはかろうじて無事だった。この状況でスワンソンの姿も見えなくなった。戦死したのだろう。

      　彼女は近場で倒れた兵士に駆け寄ったが彼はすでに事切れていた。

      　火災はますます激しくなり自動消火装置も働いていないようだった。

      　リリザは足を引きずり艦橋を出た。

      　しかし熱気に視界が歪む。彼女はそこで倒れ、意識が深い闇に引きずり込まれていった。

      【複式簿記】一方そのころ

      　アルテミス宙域は共和国にとって帝国と接する数少ない宙域の一つである。

      　安全地帯となっている回廊以外はかなり危険な中性子星や超新星爆発の兆候のある恒星などが点在し、わざわざ航行する船艇はいない。

      　いまアルテミス宙域を任せられているのはスズハル提督が推したロアルド・ホーネット大将だ。

      　彼は第二艦隊司令官として先の第四次アルテミス宙域会戦に参加し善戦した。

      　灰色の髪を整えた長身痩躯の初老の男だ。

      　目は年齢の割には活力にあふれ鼻は高く威厳のある顔立ちをしていた。

      　アルテミス宙域には彼の率いている第二艦隊に加え、第八、第十一の残存艦隊を加え、漸次戦力の回復を図っている一方、帝国領ににらみを利かせている立場だった。

      　ロアルドは第二艦隊のうち高速巡洋艦と駆逐艦だけで構成された五百隻ほどの集団を引き連れアルテミス宙域の帝国領付近で偵察活動を行っていた。

      「ふむぅん、妙だな」

      　ロアルドは提督席で顎ヒゲをなでた。

      　帝国において通信量が増加し、平文での通信も増えているようだった。

      　この時代、通信は重力子線通信が一般的だが、平時は暗号文で送るため容易には解析できない。

      　そのなかで通信量が増加しているということは、帝国の艦隊がなんらかの動きをしていることを示す。さらに平文での通信が増えているということは、暗号化する余裕もないほど、何かの自体が勃発し、相当に帝国側も慌てている可能性があった。

      「もう少し帝国領に近づいてみよう」

      　ロアルドの小艦隊は小衛星や遊星などの質量に紛れるようにして帝国に接近した。

      　五百隻程度であればこうして欺瞞しながら接近することはできる。

      　帝国領に近づき通信傍受を行い、情報収集をした。帝国の通信量は凄まじい量となっており、部隊呼び出しや非常事態、救助を要請する通信が見られた。オペレーターが困惑するほどの量でまさに「戦時」といっても過言ではない。ただの演習ではここまでヒステリックな通信が行われているとは考えられなかった。

      　ロアルドは決断した。

      　国境線に艦隊を残し、偵察向きの高速かつ受動的なセンサーが強力な艦艇を選び出した。

      　駆逐艦「Ｙｕｋｉ─７２２３」はＹｕｋｉ級の高速艦艇で武装は軽火力だがその代わり高速性と機動性、隠密性に勝るタイプだった。

      　ロアルドは自ら乗り込み、帝国内に領宙侵犯を開始した。

      　通信量の多い方面に進み、帝国の哨戒ポイントや要塞などをいくつかやり過ごした。

      　そのとき、警告のブザーが鳴り響いた。

      「敵！ ……の残骸の反応です！」

      「ほう？」

      　メインモニタには目の前に広がる残骸が映し出された。

      　多数の艦艇の破片や残骸と思われる物体が広域にわたって散在し、近くの赤く燃える恒星のおぼろげな光を反射し異様な光景となっていた。

      　眼前では三分の二以上を破壊された戦艦の残骸が細かな破片をまき散らしながら宇宙空間をゆっくりと漂流している。

      　その背後にはいくつものきらめく破片や別の艦艇の残骸がたゆたっていた。

      　いずれ近傍の恒星に飲み込まれるのだろう。

      　どうやらかなり大規模な戦闘が行われたようだった。

      　ただ通信量は収束しつつあるが、帝国領内のもっと奥深くでは激しい戦闘がまだ行われているらしい。

      　こちらは数にして二～三千隻ほどが壊滅したといったような跡だった。

      「……内戦……か？」

      　そのときロアルド提督の艦は生存者のいる可能性のある小型の船を発見した。

      　どこかの艦艇の内火艇なのだろう。

      　機関部を質量弾に撃ち抜かれたようだが奇跡的に居住部分には被害が少なく、他の残骸に紛れてそれ以上の攻撃を受けなかったようだった。

      　ロアルド提督はその内火艇を収容し、これ以上の深入りは危険との判断もあり急ぎ共和国領に引き返した。

      　シャトルの生存者はわずか五名だった。

      　そのうち一名は帝国の選帝公にして弱冠十九歳のヴァイン公リリザであることが判明したのは、彼女が意識を取り戻した一週間後のことだった。

      
        

      

      

      
        

      

      　涼井がロアルド提督から通信にて報告を受けたのは九月十二日のことだった。

      　アルファ帝国の選帝公であるヴァイン公リリザを救助して共和国に連れてきたとのことだった。

      　あくまで内々の報告であって宇宙艦隊司令部にはまだ連絡していないらしい。

      「なるほど、ぜひ会ってみたいな」

      　涼井は第九艦隊の幕僚オフィスでふとつぶやいた。

      　第九艦隊は先の第四次アルテミス宙域会戦の後、ハデス宙域に駐留していた。

      　第十二艦隊と沿岸警備隊を指揮下には置いているが、特に新名称はつけず便宜的に第九艦隊と呼称している。

      　ハデス宙域は白色矮星を中心とした惑星系だ。

      　地球よりも小さなその恒星は青白くどこか頼りない光を放っている。

      　そのせいではないだろうが共和国でもかなりの辺境の地という扱いで人口も二千四百万人程度だ。

      　帝国とも境を接してはいるが、帝国のほうも辺境で、かつ中立的な貴族の領土が近く戦闘になったことはほとんどない。唯一の例外はカルヴァドス伯爵による侵攻作戦とその領有だった。

      　ハデス宙域では直径だけは大きい第五惑星の惑星が居住用となっていて、人口の大半はここに住んでいる。

      　カルヴァドス伯爵の降伏によって大半の帝国民たちは退去したが、一部はカルヴァドス伯爵に従って残り、捕虜のような状態で暮らしている。

      「かなりの美人らしいですよ」

      　と、こちらはリリヤ。赤毛をサラリとロングヘアにした副官だ。

      　少し抜けている気がするがこの世界の知識やスズハル提督の人となりをよく知っているので貴重な存在だ。

      「……噂によると姉妹を皆殺しにして選帝公になったとか。かなりのお家騒動があったみたいですよ。公爵位を継ぐにあたって叔父と揉めたとか何とか。まぁ細かいことは共和国も掴めてないんですけども」

      　主席幕僚のバークが白ヒゲを指先で整えながら言う。

      「ほう……」

      　涼井は目を細めた。

      「あれ、提督、興味もちました？ 前はそういう人間関係とかちょっと興味もなさそうでしたし、どちらかというと嫌そうだったのに……」

      「スズハル提督はあの負傷以来すっかり人が変わりましたなぁ」

      　人が変わったというより別人なのである。

      　涼井はスズハル提督という人物をいろいろと調べたが、確かに不敗の名将といっても差し支えなかったが、あまり協調性はなく、厭世的で、どちらかというと学者肌のような感じの性格をしていたようだった。

      　軍人にしては運動神経もよくなかったようだ。

      　というよりこの世界の軍人に運動神経はあまり要らないらしい。

      「それで、今、そのリリザという人物はどこにいるのだ？」

      「あぁ、まぁその……」

      　リリヤの目が泳ぐ。どうも都合が悪い背景があるようだ。

      「つまり？」

      「提督、その冷たい探るような視線サイコーです」

      「そういう話ではない」

      　彼女によると、ロアルド提督は破損した帝国式の内火艇から意識のないヴァイン公リリザを収容後、信用できる部下に任せてなんとこのハデス宙域に送ってきたとのことだった。いきなり中央に送るよりも領宙侵犯をしてしまったことの処置を含めてスズハル提督に任せたのだ。

      　涼井にとってかゆいところに手が届く絶妙な処置だった。

      　とはいえ責任をある程度押しつけられた気もするが、そこに気を回すのもジャパニーズサラリーマンである涼井の腕の見せ所でもあった。

      　ヴァイン公リリザは惑星ハデスの軍病院に収容されていた。

      　涼井はリリヤとバークを伴って出かけ、地上車で軍病院に向かった。

      　高速道路は広くほとんど車も通っていない。景色は雄大だが赤茶けた大地が延々と広がっていた。

      　この直径の大きなスーパーアースに二千四百万の住民たちが点在しており、ところどころに都市が建設されていた。

      　アフリカ大陸よりも巨大な湖なども存在しその奇観は地球にはありえないものだ。

      （東京とは……いや、地球とは大違いだな）

      　リリヤやバークはめずらしくもないという態度だったが、こうした光景自体が涼井にとっては奇異に感じられていた。

      　軍病院は補給所などに併設されており、ゲートでＩＤを見せるとすぐに入ることができた。

      　艦艇の補修もできることからとにかく巨大で見渡す限り金属の城が延々とつらなっているように見えた。

      「さて……」

      　リリザの個室に許可を得て入室する。

      　自動ドアが開くと清潔な病室の奥に大きなベッドが置かれており、そこに銀髪の少女が座ってこちらを待ち受けていた。白磁のように白い肌に銀髪。美しいといって差し支えないだろうがその目は威厳と不敵さに満ちあふれていた。

      「初めまして……」

      「わたくしがヴァイン公リリザですわ。スズハル提督ね、待っていましたわ」

      　リリザが氷のような微笑を浮かべる。聞いていた年齢にふさわしくない凄絶な表情だ。

      （これは容易ならざる相手だ……）

      　涼井は心の中だけで気合いを入れ直し、わずか十九歳の帝国貴族の最高峰に向かい合った。

      「私が第九艦隊司令官のスズハルです」

      　涼井は慇懃に一礼した。

      　ヴァイン公リリザはベッドに腰かけ、冷然とした態度を崩さなかったがその銀色の目に少しだけ驚いたような表情を浮かべた。

      「……あら、敬礼でなくて御辞儀ですのね」

      「……敬意を表したまでです」

      　涼井の背後に立つバークとリリヤは直立不動で敬礼の動作をとっている。

      「何かお困りのことはございませんか？ 私でできることならご用意しましょう」

      「……ふっ、そうですわね、もう少し自由が欲しいかしら？」

      「今現在はできかねますね」

      「限定条件つきですのね……何か交渉事でもあるのかしら？」

      　女公爵はからかうような表情になる。

      「いえ、あくまで今は貴殿のお困りごとを解決したいだけです。自由になりたい以外にはございませんか？」

      「ふふ……でしたら食事を少し改善してほしいわね。共和国風の食事は油が多いわ」

      「善処します」

      　会話をしている間に病室の外からドスドスと足跡が響いてきた。

      「ヴァイン公！」

      　病室のドアからあらわれたのは燃えるような赤毛をした屈強そうな青年だった。

      　私服のようなシャツを身に着けている。短躯だが筋肉が盛り上がっているのが服の上からでもわかる。

      「……カルヴァドス伯爵」

      「ご無事で！」

      「……死ねたはずが、かろうじて命を拾った形になったわ」

      　あらわれたのはカルヴァドス伯爵だった。

      　以前、辺境宙域を侵略していたが涼井に撃破され、以降は協定を結び、そのままハデス宙域に残留していた。

      　カルヴァドスもリシャール侯の派閥とは違い、どちらかというと皇帝派から遠い、小貴族にありがちな独立意識の強い主流派に近く、ヴァイン公も比較的近い派閥だったと言える。聞いたところ多少の面識もあるらしい。それもあって涼井は彼をこの場に呼んだのだ。

      「帝都に迫ったものの裏切られ部下のほとんどを失ったわ」

      　リリザは自嘲気味にこぼした。

      　涼井は無表情に彼女を眺めながら眼鏡の位置をくいっと直す。

      「貴女の部下のスワンソン氏も幸い我々が保護しています。私の部下が確認したところヴァイン公艦隊は残存部隊が帝国辺境のほうに逃走したようです」

      「ほう……。きわめて重要な情報ですわね。なんの交渉もなくそこまで教えてしまってよいのかしら？」

      「貴女は捕虜ではありません。少なくとも私にとってはね……今日はお疲れでしょうからここまでといたしましょう」

      「気遣いもできるわけね」

      「俺は……残るよ。話しておきたいことがある」

      　カルヴァドスが涼井をちらりと見る。内密な話があるということだろうか。

      「歓迎するわ」

      　ようやくリリザは微笑みを浮かべた。

      　しかし冷然とした威厳は崩してはいない。十九歳とは思えない態度だった。

      　涼井は微笑を浮かべ踵をかえし、歩き出した。

      　病室のドアのところで振り返る。

      「食事については善処いたします。カルヴァドス伯爵の部下に料理人がいますのでね。食事を作ることができるよう手配しておきます」

      「ふ……礼をしたほうがいいのかしら」

      「お気になさらず」

      　涼井は病室のドアを閉めた。

      　リリザとカルヴァドスの話声が聞こえてきたが、あえて聞かずにそのまま病院を立ち去る。

      「よろしかったのですか？」とバーク。

      「何がだ？」

      「こう……帝国の情報を聞き出すとか」

      「それに軍病院で特別食とか出せますかねー？ そんな予算ないですよね？」こちらはリリヤ。

      　涼井は不敵な笑みを浮かべる。

      「それぞれ問題ない。まずはこちらの腹が大して痛まなくとも相手が喜ぶものを提供する。恩義に感じれば向こうからやってくるさ」

      　ジャパニーズサラリーマンとしての技術だ。

      「それに」涼井は言を続けた。

      「もちろん軍病院にそんな予算も制度もない。だからあらかじめ病院長にはちょっとした裏金をはずんでいる。便宜を図ってくれるはずだ」

      「はえー」リリヤがぽかんとした表情を浮かべる。

      「それにしても……」バークは心配そうだ。

      「心配はいらない。大統領も承知のことだ。第九艦隊の会計においては一定の機密費が認められるよう調整済みだ。宇宙艦隊司令長官のサインももらってあるぞ」

      「いやはや……以前から考えるとなんだか政治力が上がりましたなぁ、そういうの潔癖だったのに」

      　涼井は口の端だけで微笑を浮かべる。

      「戦闘に強いだけでは意味がない。功績だけ上げて人間関係を疎(おろそ)かにしてはやがて疎(うとん)じられる。狡兎死して走狗烹らる(こうとししてそうくにらる)。だから物事を進めるためには周囲の了解が必要なのだ」

      「そういう提督正直カッコイイです」とリリヤ。

      　涼井はその発言を無視した。

      　病院の裏手の宇宙港にシャトルが用意されているのだ。

      　これから涼井はロアルド提督と会う必要があった。

      【カイゼン】リシャール侯の決心

      　アルファ帝国では「ヴァイン公爵の叛乱事件」は終結した。

      　選帝会議を開くことはなくむしろヴァッレ・ダオスタ公爵は明確に味方になった。

      　カルヴァドス伯爵のような気概を持った独立志向の強い貴族たちはリシャール侯がヴァイン公艦隊を瞬殺したことで、少なくとも表面的にはおとなしくなった。

      　ヴァイン公爵リリザの生死は不明（おそらく死んだのだろう、とリシャール侯は考えていた）。彼女には係累がほかにはなく家が断絶しかかっている。

      　皇帝は不在で実質的に家宰のリシャール侯が帝国の全権を握っている。

      「ときは来た」

      　リシャール侯は端正な顔をゆがめてほくそえんだ。

      　彼は貧乏貴族の出自で、貴族の名前があるがゆえに苦労を重ねた。

      　その自分が今やアルファ帝国の権勢を手中に収めている。恍惚の極みだ。

      （……しかし……）

      　実は手に入れた。あとは名が足りない。

      　リシャール侯の決断は早かった。

      　彼は即日、主力を失ってどうすることもできないヴァイン公の領地に侵攻し公爵家を接収した。

      　その後、リシャール侯が実は「ヴァイン公の血縁であった」という「証拠」が公の領地から「発見」された。

      　リシャール侯が係累のいなくなったヴァイン公の公爵位を引き継ぎ、ファクティス・リシャール・ヴァイン公爵を名乗ることになった。

      　晴れてリシャール公となった彼は盛大な宴会を開き内外にそのことを知らしめた。

      　ボルドー伯、ブルゴン伯などの古くからの部下であり盟友に加え、ヴァッレ・ダオスタ、ミッテルラインといった選帝公たち、その他帝国の重鎮たちが集まった。

      　帝国首都アンダルシアの丘の上に立つアンダルシア宮殿には絢爛豪華な装飾がほどこされた。

      　古びた本物の石を使い丘の上に建てられた宮殿は、夜の闇にも輝き、訪問客は列をなした。

      　宮殿の宴会場はきらびやかな貴族と諸将で埋まった。

      「公爵万歳！ 帝国万歳！」

      　各所で歓声が上がりリシャール公も酒杯を片手に宴会に混ざり歓談にふけっていた。

      　宴もたけなわとなったころ。

      　リシャール公はふと不在となっている宴会場の皇帝の座の傍に立った。

      　さすがに眉をしかめるものもいたが、大多数の貴族たちにとっては自然な行為と映った。

      　彼がすっと手を揚げると、広大な宴会場が一瞬で静まり返った。

      　ヴァッレ・ダオスタ公、ミッテルライン公も静かに彼の言葉を待っている。

      　これそのものが彼の現在の権勢をあらわしていた。

      「私は……」

      　リシャール公はその白色に近い金髪をきらめかせ演出のように天を仰いだ。

      「私はここに一つ決断を下す。我らの長年の仇敵、共和国を滅ぼすとな」

      　宴会場にはざわめきが起こった。

      「そうだ。これまでは単なる小競り合いで小規模な領土のやり取りに過ぎなかった。しかしアルファ帝国の栄光ある未来にとって共和国は邪魔者だ。私はここに帝国の総力をあげて共和国を滅ぼすことを宣言する」

      　場は静まり返った。

      　領土の大きさは帝国のほうが上だ。しかし小規模な半ば独立した貴族たちも多く全力で戦えたことはなかった。

      　それがゆえに小規模な小競り合いに終始しどちらかというと冷戦に近いような状態が続いてきたのだった。

      「さっ……すがリシャール公閣下！ 我らはついていきますぞ！」

      　静寂を大声がやぶった。ヴァッレ・ダオスタ公だった。

      「帝国万歳！ 共和国を滅ぼせ！」

      　続いてミッテルライン公が叫ぶ。

      　それに続くかのように宴会場の貴族たちも次々に主戦派の声に巻き込まれ「帝国万歳」を叫ぶようになった。

      　当然だがヴァッレ・ダオスタ公もミッテルライン公も仕込みだ。

      　いまや帝国の公爵位を手に入れたリシャール侯はその宴会場の様子に恍惚の表情を浮かべながら、同時に吹き上がるような野心をその両眼に映し出していた。

      翌十月二日、共和国を攻撃する軍編制が発表された。

      　第一梯団（第一陣）　ヴァッレ・ダオスタ公、アルザス伯　四万隻

      　第二梯団　ミッテルライン公、ブルゴン伯、プロヴァンス伯　五万四千隻

      　第三梯団　リシャール公　六万隻

      　第四梯団　ボルドー伯、シャンパーニュ伯、ローヌ伯　六万隻

      　合計二十一万四千隻となる空前の大艦隊だ。

      　それらはアンダルシア星域では収まりきらず、帝国首都周辺に十か所以上の集結地を設けて集合。

      　それぞれ梯団を編成して帝国辺境へ進撃を開始した。

      　後の世に言う「秋の黄昏作戦」の開幕であった。

      【進行中】秋の黄昏作戦

      　秋の黄昏作戦は発令された。

      　帝国艦隊は帝国首都であるアンダルシア星域周辺に集結し、梯団ごとに怒涛の進撃を開始した。

      　第一梯団から第四梯団まで一列になって進む。

      　二十万隻を超える史上空前の大艦隊である。

      　優美なフォルムの戦艦を押し立て、完全には家宰についたわけではない貴族たちを威圧するようにゆっくりと進軍した。

      　その威容はまるで星雲が大移動するかのようだった。

      
        

      

      　──帝国の大艦隊殺到す、との情報は異常な数の通信や重力の変動を察知したアルテミス宙域艦隊司令官のロアルド・ホーネット提督よりすぐにもたらされた。

      「こ、こ、これは大変なことになった！」

      　宇宙艦隊司令長官のノートン大将はその巨大な腹をゆらしながら大統領府に駆け込んだ。

      　彼は焦っていた。

      　広大なホールを駆け抜けエスカレーターで大統領執務室を激しくノックする。

      　返事も待たずにそのまま飛び込んだ。

      「だっ！ 大統領！ 大変です、有事ですぞ！」

      　重厚な机から大統領エドワルドも立ち上がりかけていた。

      　いつもエネルギッシュな彼だが、今日ばかりは顔面蒼白だ。

      「さきほど国防大臣のエドガーからも同じ情報が入った。帝国軍の侵攻がはじまったようだな」

      「そ、そ、そ、そのとおりです。しばらく帝国領は内乱で荒れると思っておりましたが、予想よりも早くあのリシャール侯……公爵になったそうですが……あのリシャール公め、さっさと片をつけて矛先をこちらに向けたようです」

      「困ったことになったな……」

      　先の第四次アルテミス宙域会戦では、スズハル提督の活躍で被害は局限できたが、それでも多くの艦隊が傷を負い、いまだ戦力回復中の段階だった。

      　まともに動けるのはロアルド提督に預けてある国境警備のための三個艦隊三万六千隻。

      　それからスズハル提督の二万四千隻＋沿岸警備隊。

      　そしてノートン大将の第一艦隊のみだ。

      「スズハル提督にも連絡済みだ」

      　大統領エドワルドはもちろん政治的な意味もあるにしても、ここ最近のスズハル提督の尋常ならざる智慧にすっかり感服していたのだった。

      「か、彼はなんと？」

      「戦力をかき集め、宇宙艦隊の総力を挙げてアルテミス宙域に増援すべし、と」

      「そ、そうですか……」

      　ノートンはがっくりと肩を落とした。

      「やるしか……ありませんな」

      「うむ……」

      　ノートン大将はもともと実戦屋ではない。

      　後方幕僚を無難にこなし順当に出世してきた人物だ。

      「エドガーと話して副司令官にニールセンをつける……それでなんとかしてくれ」

      　ニールセン大佐は情報幕僚で先の第四次アルテミス宙域会戦にも参加した四十歳のベテランだ。

      　海賊討伐など治安任務なども得意で、いま生き残っているまともな幕僚・司令官のなかでは数少ない実戦屋だった。

      　ノートン大将は勝ち目のない戦いに気落ちはしたが、それでも急いで準備を整え、ニールセン大佐とともに第一艦隊を集結させた。

      　共和国の編制では一個艦隊は一万二千隻だ。

      　そもそも帝国に比べて数が少ないのは最小の戦略単位である艦隊の数をそろえるためだ。

      　帝国と比べて相対的に劣る共和国の経済力も原因である。

      　ノートン大将は遊撃任務を負った第六艦隊、治安維持任務の第十一艦隊にも連絡をとったが、どちらもかなり辺境にいるようですぐの合流は難しそうだった。

      　やむをえずドックにて修理していた艦艇のなかで比較的損傷が軽いものをかき集め、不足している乗員については商船員や士官学校の学生や教育中の乗員、負傷の軽いものまでかき集め四千隻の艦隊を新編した。

      　さらに武装商戦のボランティア参加を求め追加で千五百隻調達した。

      　ノートンは必死だった。

      　こうして第一艦隊を基幹として寄せ集めと表現するだけまだ聞こえのよい第十三艦隊を追加し、彼ら増援組はアルテミス宙域へと急いだ。

      　第一艦隊　ノートン大将　ニールセン大佐（副司令官）一万二千隻

      　第十三艦隊（新編）　リアン准将　五千五百隻

      　前線となるであろうアルテミス宙域にいるロアルド提督の艦隊は三個艦隊三万六千隻。

      　合計で五万隻強と、帝国軍第一梯団をかろうじて上回る戦力に過ぎなかった。

      　それでも向かうしかなかったのだった。ノートン対象は覚悟を決めていた。

      
        

      

      　アルファ帝国の第一梯団四万隻は帝国辺境を抜け、あっというまに共和国領となるアルテミス宙域に殺到してきた。

      　リシャール公に臣従したばかりのヴァッレ・ダオスタ公とアルザス伯を中心とした艦隊だ。

      　後続艦隊もいるため勢いを弱めるわけにもいかない。

      　ヴァッレ・ダオスタ公は、彼は彼で必死だった。

      　それに対し、アルテミス宙域を管轄している共和国のロアルド提督の艦隊が飛び出してきた。

      　にらみ合うことなく即座に猛烈な戦闘となった。

      　ロアルド提督は自身の共和国第二艦隊と、先の戦役で比較的無傷だった第八、第十艦隊の合計三個艦隊を統率している。

      　しかしまだドックで修理中の艦艇も多くせいぜいが三万隻かそこらだった。

      　それに対して帝国軍第一陣は四万隻、数の上でも不利だった。

      「ええい！ とにかく宙域の回廊全体に布陣して抵抗するぞ！」

      　ロアルド提督は司令席でがなり立てた。

      「薄くなっては不利では……」副官が具申する。

      「まとまって抵抗すれば敵の続々とやってくる後続艦隊に飲み込まれるぞ。薄く広く布陣してねちっこく抵抗するのだ！」

      「わ……わかりました！」

      　ロアルド艦隊は艦隊を幅広く展開して待ち構えた。

      　それに対してヴァッレ・ダオスタ公とアルザス伯爵はまっすぐに襲いかかった。

      　焦りもあったかもしれない。

      　そのまま巡航隊形のまま戦闘を開始したのだった。

      　宇宙空間を双方の破壊的な光線が飛び交い、質量弾が雨あられと降り注いだ。

      　しかし結果論だったが、薄く広く展開したロアルド艦隊は密度が薄く、帝国の攻撃による被害が比較的少なかった。

      　さらに帝国の第一梯団は巡航隊形のまま攻撃をしかけたため長蛇の列となっており火力の発揮がイマイチという形勢となった。

      　まったくの偶然だったがこの二つの状況がロアルド艦隊に光明を生んだ。

      「……おや、なんだか思ったよりも敵の攻撃が薄いな……」

      「こちらが広く展開しているのですり抜けていく弾が多いようですな。それに気のせいか数のわりに敵の火力がイマイチです」

      「よし！ この際だ。後先考えずに撃て！」

      「はっ！」

      　ロアルド艦隊は限りのある質量弾から猛烈に撃ちはじめた。

      　これまでのセオリーであれば薄く広く展開した艦隊に対しまとまった艦隊が攻撃をしかければ、中央突破からの背面展開などが可能だった。しかし今回は様相が違った。

      　長蛇の列で突っ込もうとする帝国艦隊に対し、ロアルド艦隊は広域に広がっており、ほとんど全艦が火力を発揮できた。

      　その猛烈な弾雨は帝国艦隊の前衛をたたきのめし、いくつもの真円状の爆発が広がっていった。

      　さながら呻吟する大蛇のように帝国艦隊の第一梯団はのたうちまわった。

      「ヴァッレ・ダオスタめ！ 何をしているんだ！」

      　第二梯団の司令官を務めるリシャール公の腹心、ブルゴン伯爵が呻いた。

      　明らかに第一梯団は混乱をしており、アルテミス宙域で押し合いへし合いしているようだった。

      　この状況で第二梯団を進めるのにはブルゴン伯としては気が進まなかった。

      　彼の率いる五万四千もの艦艇が混乱の中に飛び込むのに躊躇したのだ。

      　そのとき、ブルゴン伯の司令席に通信が飛んだ。

      　白に近い金髪の美青年の顔が映像として浮かび上がる。リシャール公だ。

      『ブルゴン伯よ……状況はどうなっているのだ？ 一向に進まないではないか』

      　思わずブルゴン伯がひざまずく。

      「申し訳ありません、公爵閣下。……その、前線が思ったより苦戦しているようで……」

      『言い訳はよい』

      　思わず顔を上げるほど冷酷な調子のリシャール公の叱責がのしかかってきた。

      『結果を出せ』

      「……ははーっ！」

      　ブルゴン伯は覚悟を決めた。

      　混乱の気配が伝わるアルテミス宙域の深部に対して彼の率いる五万四千隻の大艦隊は進撃を開始した。

      　それはさながら宙域全体を飲み込まんとするかのような勢いだった。

      
        

      

      　アルテミス宙域では回廊を閉塞するように薄く広がったロアルド艦隊が猛烈に帝国軍の第一梯団に火力をぶつけていた。

      　しかし第一梯団を超越するようにしてブルゴン伯爵の率いる第二梯団が無理やり宙域に入り込んできた。

      「提督！ あらたな重力源発生！ ごっ五万隻以上の敵艦隊です！」オペレーターが叫ぶ。

      「ちっ！ やはり来たか。質量弾はどれくらい残っている？」

      「……現在、各艦隊二十七パーセントほどです」

      「思ったより使ったな、まぁいい、残り全部を一気に新たな敵艦隊に向けてぶつけろ！」

      「はっ！」

      　ロアルド艦隊はほとんどの砲門を第二梯団の先頭に向けた。

      　そして射撃。

      　三万隻近い艦隊の大群が一斉に質量弾をあらん限りの数吐き出した。

      　リアクト機関の稼働が続く限りは撃ち続けられる光線と違い質量弾は数に限りがある。

      　その代わり威力も大だった。質量もあり、超硬度の被膜に覆われた弾体が超高速で飛翔するのだ。艦艇が張り巡らす障壁も貫き装甲にめり込む。

      　猛烈な数の砲弾が第二梯団先頭にたたきつけられ、先行していた艦艇の障壁を貫き、装甲をひしゃげさせ、無音の破壊へと駆り立てた。

      　そしてたまたまだったが、第二梯団の先頭集団に旗艦を置いていた司令官ブルゴン伯爵の乗る戦艦に僚艦の破片が突き刺さり、機関を破壊、声を上げるまもなくブルゴン伯爵は宇宙空間に肉体ごと四散した。

      　そのことをロアルド提督は知る由もない。

      　リシャール公の旗下にある軍人たちは非常に勇猛で優秀で、ときに「味方の士気が上がる」という理由で先頭集団に旗艦を置いて陣頭指揮を執ることもあった。しかし戦場における死は平等に降り注ぐ。

      　偶然と勇気がブルゴン伯を戦死させてしまったのだった。

      　第二梯団は混乱した。

      　すべてを握る司令官がいきなり戦死したのだ。

      　まして第二梯団は寝返ったばかりの選帝公ミッテルライン、リシャール公の腹心ブルゴン伯、地場貴族のプロヴァンス伯などの集成部隊だ。司令官を失った今、統制が失われた。逃げる艦、反撃しようとする艦で陣形が乱れた。

      　さらに苦戦中の第一梯団もようやく戦闘隊形を整えようとし、アルテミス宙域は混乱の坩堝となった。

      「よしいまだ！」

      　ロアルド提督が立ち上がって叫んだ。

      「反撃ですね？」

      「いや、全力で逃げるぞ。全艦隊斉射三連、然る後に退却だ、退却の順番は第八、第十、我が第二艦隊だ。我々がしんがりを勤める」

      「た、退却ですか？」

      「もう一度言おうか？」

      「いえ……」

      　実はロアルド提督はスズハル提督との事前の話し合いの結果、最初からこの宙域は放棄するつもりだった。

      　敵が大軍でやってきた場合、可能であれば一撃して離脱する。出鼻をくじくことにもなり、かえって安全に退却できる。

      （さすがスズハル提督だ……ほとんど予想どおりになったな）

      　ロアルド提督は矢継ぎ早に指示を与えながら順次、退却の準備を整えていた。

      　第八艦隊、第十艦隊は一斉射撃ののちに回頭して逃走を開始した。

      　ロアルド提督の第二艦隊は隊形を整えて退却の準備をした。

      　そのとき、敵の第一梯団から猛烈な射撃が行われた。

      　一瞬で前衛に置いていた戦艦、重巡洋艦の群れが蒸発する。

      「なんだと!?」ロアルドが再び提督席にて立ち上がる。

      　ヴァッレ・ダオスタ公が思ったよりも早く混乱を収束し、第一梯団の一部で攻撃を開始したようだった。

      「反撃だ！」

      　その間にも猛烈な射撃でこちらの被害が増加していった。

      　応戦するにしても質量弾は使い果たしている。

      　幸い強くスズハル提督が戒めた結果、ロアルド提督は自艦隊の奥深くに旗艦を置いていたため味方全体の混乱は避けられた。しかし重装甲の味方が次々に轟沈している。

      「提督！ 新たな重力源！」

      「どうした!? 敵か？」

      「いえ！ 味方です！ こっこれは！」

      「……？」

      「スズハル提督です！ スズハル提督の防衛艦隊があらわれました。その数……五万二千隻!?」

      「五万隻以上だと？ そんな戦力がどこに……。いやありがたいが……」ロアルド提督は驚愕の表情を隠せなかった。

      　──スズハル提督こと涼井は自身の戦艦ヘルメスの提督席に座り不敵な微笑みを浮かべていた。

      「間に合ったようだな」

      「まったくです」とこれは初老の首席幕僚バーク。

      「これから大反撃ですね！」と副官のリリヤ。

      「会戦がはじまったときには八割がた勝っていなければならない……商談と同じだな」

      「商談？」

      「……こちらのことだ。敵はロアルド艦隊が痛撃して出鼻をくじいている。一時的にも数でこちらが有利になれば押し返せる。行くぞ、全艦突撃、ロアルド艦隊を救助するぞ」

      「はっ！」

      　涼井の艦隊は猛然と帝国軍の第一、第二梯団に襲いかかった。

      　秋の黄昏作戦の第二幕が切って落とされたのだった。

      
        

      

      「ブハッ！ なんじゃあの数は！」

      　アルファ帝国第一梯団の先陣でヴァッレ・ダオスタ公がワインを吹き出した。

      　帝国の貴族たちは戦闘中であってもワインを飲むことがあった。

      　彼は十九歳の女公爵リリザとともに帝都に進撃し、その挙げ句にリシャール公に鞍替えしていた。

      　いま帝国の秋の黄昏作戦の第一梯団の要の一人として出陣、むりやり割り込んできた後続の第二梯団ブルゴン伯戦死の混乱のなか、第一梯団は立て直し、今こそ反撃というタイミングだった。

      　帝国の第一梯団四万隻、第二梯団五万四千隻は共和国艦隊の思わぬ反撃ですでに損害を被ってしまっており、一万二千隻ほどが失われていた。損傷を受けて戦闘が続行不能の艦隊もいる。

      　一方、逃走のため反転していたロアルド提督の艦隊もまだ三万隻近く健在のようだ。

      　そこに新手の共和国艦隊、それも帝国の難敵と名高いスズハル提督が五万二千隻も引き連れている。

      「これは困ったわい」

      　ヴァッレ・タオスタ公はビロードに金糸飾りの豪奢な提督席に座り込んだ。

      「実に困った」

      
        

      

      「スズハル提督、いよいよ総攻撃ですね？」副官のリリヤが目をきらきらと輝かせて問うてくる。

      「うむ。まぁ順番にな」

      　スズハルこと涼井は眼鏡をくぃっと直した。

      「あえて眼球移植とか強化ガラスに変えないでメガネを着用している提督、素敵です」とリリヤ。

      　涼井はそれを無視して全艦隊に指示を告げた。

      「右翼カルヴァドス艦隊！ 左翼ヴァイン艦隊！ 奇策は弄せず中央と同時に出る。行くぞ！」

      「おうよ！」

      　燃えるような赤毛に屈強な体躯のカルヴァドス伯爵が気勢をあげる。

      　以前、共和国の辺境に攻め込みハデス・ヘラの両宙域を領有していたがスズハル提督に破れ、共和国の捕虜となっていた。その彼はいま共和国の高速戦艦「ノルマン」を与えられ、旧家臣たちを指揮していた。

      「もちろんですわ」

      　こちらは銀髪に白磁のような肌の色をした少女。帝国の皇帝として選ばれる資格のある選帝公だ。ヴァッレ・ダオスタ公に裏切られ敗走したところを共和国に救助されていた。

      　こちらも共和国の戦艦ではあるが「ヴァインⅡ」と名づけた戦艦に座乗している。

      　涼井は公爵位についたリシャール公が急速にその地位を固め、ヴァイン公撃破や、ヴァッレ・ダオスタ、ミッテルラインの両公爵の帰順など、勢力が膨れ上がっているのを承知していた。そして戦力比は大きく帝国側に傾き、共和国が危険な状態にあるとも考えていた。

      　その対応策として前線のロアルド提督や、大統領エドワルドとは連携をしており、共和国側で確保している有力貴族やその家臣たちを共和国艦隊の補助として使うということを考えていたのだった。

      　そのためリリザやカルヴァドスを説得し、もともと反リシャール公の意識の強い彼らは旧家臣や反リシャールの貴族たちの戦力をかき集めた。涼井は従前指揮している第九艦隊、第十二艦隊に加え、カルヴァドス伯、ヴァイン公に指揮させた帝国貴族の私兵をもって帝国と、正確にはリシャール艦隊と戦うという奇手となったのだった。

      　いないはずの戦力がいること自体が空間的、状況的な奇襲となった。

      　いまやアルテミス宙域で対峙する戦力は互角近くにまでなったのだった。

      　その様子をメインモニタで見ながらヴァッレ・ダオスタ公爵は頭を抱えていた。

      「実に困った」

      　なぜならこの宙域にいまいる戦力は第一、第二梯団のみになっていたからである。

      
        

      

      「ヴァッレ・ダオスタめ、ちゃんと仕事をやってるであろうな」

      　リシャール公は自身の戦艦オー・ド・ヴィの提督席で、なかなか思いどおりに動かぬ彼の部下たちのことを考えていた。

      　白髪に近い金髪をゆらし、豪奢な家宰の旗印とともに座る彼は、まるで英雄を題材にした印象派の絵画のようだった。

      　いま彼の率いる本隊六万隻はアルテミス宙域を離れ、共和国のヘラ中域にさしかかろうとしていた。

      　秋の黄昏作戦は大戦力を共和国に見せつける。

      　第一梯団と第二梯団が派手に進撃する。そして共和国の艦隊を可能な限りひきつける。その間に本隊はアルテミス宙域から離脱し、共和国へのもう一つの侵入ルートであるハデス・ヘラ宙域へと向かっていたのだった。第四梯団であるシャンパーニュ伯たちはこの辺境領域を通るにあたって邪魔な貴族の私兵たちを潰すために高速な艦艇だけで構成された艦隊を使っており、私兵の制圧と鎮撫を任務としており先遣としてこちらに来ていた。

      「閣下！ 重力を感知！」

      「貴族の私兵か？」

      「い、いえ、共和国艦隊です！ その数四万隻！」

      「なんだと!?」

      　リシャール公の目の前に、アルテミス宙域に集中されていないはずの共和国艦隊が確かにいた。

      　彼らはヘラ宙域の連星となっている恒星を背後に布陣し待ち構えていた。

      　ここでも新たな決戦の幕が切って落とされたのだった。

      
        

      

      「なんと、スズハル提督の言ったとおりになった……」

      　大柄ででっぷりとした初老の男がつぶやく。共和国軍宇宙艦隊大将の階級章がきらめく。

      　宇宙艦隊司令長官のノートン大将だ。

      　目の前には予期せぬ敵に出会い動揺しているリシャール公爵の艦隊六万隻。

      「スズハル提督はとにかく臆せず撃ちまくれと言ってたぞ。撃て(オープンファイヤ)！」

      　ノートン大将の司令で四万隻の共和国艦隊は一斉に動き出した。

      　アルテミス宙域の回廊の布陣と違い、二～三千隻ほどの艦隊に分かれて乱雑に布陣していた。

      　飛び交う小惑星、ブラックホールにクエイサー、恒星に属していない遊弋惑星など地形が多彩で非常に危険な宙域だ。

      　地形を完全に把握している共和国艦隊はそのいたるところに潜み、あるいはブラックホールの重力圏ぎりぎりに布陣していた。

      　主力となっているのはノートン自ら率いる第一艦隊、そして辺境を遊弋していた第六、第七の正規艦隊。

      　そして今回武装商戦のボランティアまで参加させてかき集めた五千五百隻の第十三艦隊。烏合の衆ではあったが、そのかわり特殊な経験を持つ連中が集まっていた。彼らは慣れた様子で辺境宙域の小惑星やガス状惑星、クエイサーなど障害物の多い宙域を巧みに利用していた。

      　地形を完全に把握している第十三艦隊の先導で共和国艦隊は神出鬼没に出現してはリシャール公の主力艦隊に撃ちかけた。

      　特に第十三艦隊は武装商船など海賊まがいの船艇を含んでいる。

      　それらは商船構造の船にむりやり装甲や強力な砲だけ載せていたり、あるいは放出された旧式の軍艦の改造だったりした。

      　それを指揮するリアン准将は拳銃を抜いて指揮をとっていた。砂色のぼさぼさの髪の毛に豪快な髭。

      　彼は補充将校でもともとはほぼ海賊だ。

      　拳銃を抜いているのはそのほうが気分が出るためらしい。

      「ウハハハハ！ いいぞ撃ちまくれ！ そうだお上品な貴族のお坊ちゃんなど捕らえて身代金請求だ！」

      　第十三艦隊はときには小惑星のクレーターに潜み、敵味方の艦艇の残骸に隠れ、勇戦した。

      「な……な、なんなのだこれは！」

      　リシャール公は白髪に近い金髪をふりみだし、モニタに両腕をたたきつけた。

      　一瞬、艦橋が静まり返る。

      「戦術も……戦略も何もあったものではないではないか！」

      　リシャール公の瞳は怒りで燃えたぎる溶鉱炉のようになっていた。いままでにない怒りに幕臣たちは思わず身をすくめる。

      　そうこうしている間にリシャール公の本隊六万隻は完全にこの自然の要害の罠にはまり込んでいた。

      　共和国主力をアルテミス宙域に集めたがゆえの、辺境の地域なら問題なく突破できるという油断。

      　スズハル提督さえいなければどうにでもなると考えていた油断。

      　そして大軍であるがゆえの奢りがいま、リシャール公を苦しめていた。

      　帝国軍の大艦隊はこの錯雑とした宙域で身動きがとりづらく統制がとれず、その間にも突然あらわれる共和国の小艦隊の砲撃になぎ倒されつつあった。

      「これでは……華麗な機動も、中央突破も、背面展開も何もできないではないか！」

      　リシャール公はうめいた。

      　メインモニタに映る形勢は刻一刻と悪化している。

      　リシャール公につき従うきらびやかな幕臣たちも動揺しはじめていた。

      「撤退されては……」

      　おずおずと副官が具申する。

      　それをリシャール公爵はにらみつけた。

      「できるか！ こうなったら全艦突撃だ！ とにかく前にむかって前進しろ、そこが前線だ！」

      「は……はっ！」

      　さながら足首を罠に絡み取られ、四方八方から降り注ぐ投げ槍で倒れんとしていた古代のマンモスのような状態だった帝国艦隊は一転、ひたすら前進をはじめた。

      　機動も何もなく、どれだけ砲撃され撃沈されても遮二無二、前へ前へと進みはじめたのだった。

      　砲火が激しく交わされた。

      　最初の攻撃で五万二千隻ほどに減少していたが、それでも帝国艦隊はまだ数の上でも優勢だった。

      　敵に倍する被害を出しながらも前線を押し上げはじめた。

      「これは……!?」

      　提督席でノートン大将がうめく。

      「な、何かの罠なのか？」

      　怯えた目でメインモニタを見つめる。被害を出しながらも共和国艦隊の中心に向かって一斉に「前進」する帝国艦隊にノートン大将はすっかり動揺していた。

      「閣下……スズハル提督から託された書簡をお忘れでは？」

      　ノートン大将の副官がそっと紙でできた非常に高級な「手紙」をノートン大将に渡した。

      「困ったときはこれを開けとおっしゃっていたかと……」

      「う、うむそうだったな」

      　ノートン大将は巨体を震わせながらそれを開いた。

      『敵が奇妙な行動をとるときは一万パーセント罠ではありません。思いっきり反撃してください。劣勢になったら距離をとってできるだけ抵抗しながら後退してください。以上』

      　ノートン大将は疑心暗鬼になるのを止めた。そしてはっきりと指令するのだった。

      「……距離をとりながら砲撃！ 質量弾を全部吐き出せ！」

      【確認】秋の黄昏作戦

      　共和国の辺境宙域においてノートン大将とリシャール公本隊が激しく激突していたころ。

      　スズハル提督の率いる五万二千隻の艦隊はアルテミス宙域において猛威を振るっていた。

      「ふむ、ちょうどよいタイミングだったな」

      　涼井は戦艦ヘルメスの提督席に座りメインモニタを見つめていた。

      　アルテミス宙域を守っていたロアルド提督を苦しめていた帝国軍の第一梯団〜第二梯団はいまや混乱の極みだった。

      　第二梯団の司令官でリシャール公のいないこの宙域で司令官をつとめていたブルゴン伯が、まさに指揮官先頭を体現中に戦死。

      　第一梯団と第二梯団は連携がうまくいかなくなり大軍としての利を活かしきれなくなっていた。

      　そこにスズハル提督が大艦隊で割り込んできた。

      　もともとこの方面だけで十万隻近かった帝国艦隊はいまや統制がとれず、陣形も乱れていた。

      　涼井は冷静にロアルド提督とも連携をとり指揮して帝国艦隊を追い詰めはじめていた。

      「帝国軍は指揮官先頭がお好きらしい。しかし指揮官が前線にいて喜ぶのは敵だけだ。そしてすべての責任をもつ指揮官が倒れれば当然混乱する。いつ誰が何をすればよいのか誰も判断できなくなるんだからな」

      　涼井は指示を飛ばしながらつぶやく。

      「メガネをきらめかせながら冷徹なことを言う提督……カッコよすぎます」

      　こちらは副官のリリヤ。

      　涼井はそれを無視して指示し続けた。

      　すでに戦闘し傷ついたロアルド艦隊を後方に下げ、引き連れてきた艦隊の補給艦隊によって質量弾の補給や応急修理などをはじめた。そのうえで涼井艦隊は割り込んできつつあった帝国艦隊の第二梯団と第一梯団の出鼻にさらに砲撃をたたき込んだ。

      　ここで幸運にも帝国の悪弊がさらに表出した。

      　この一連の攻撃で、混乱を収めるためにさらに前線に進出していたリシャール公の幕下にあった第二梯団のプロヴァンス伯、第一梯団のアルザス伯が砲撃で戦艦を破壊され戦死した。

      　怯懦(きょうだ)と罵られながらも艦隊の中心にいたミッテルライン公やヴァッレ・ダオスタ公は皮肉にも無事だった。

      　そのことを知るよしもない涼井だったが、敵艦隊の動きがさらに鈍ったのは感じ取った。

      「敵の動きがさらに鈍くなっているな、よし」

      　涼井はカルヴァドス伯、ヴァイン公リリザに前進を命じた。

      　それぞれを突出させ帝国の第一梯団に襲いかかった。

      　特にヴァイン公はヴァッレ・ダオスタ公爵に裏切られた過去がありその勢いは激しかった。

      「撃ちなさい。特に戦艦を狙って撃ちなさい。貴族の指揮官はだいたいそこにいるわ」

      　ヴァイン公リリザは氷点下の凍てついた表情で指示した。

      　帝国側の人間だっただけにその弱点はよくわかっていた。

      　ヴァイン公艦隊は駆逐艦や巡洋艦を無視して戦艦を狙い撃ちにした。

      　それがヴァッレ・ダオスタ公の艦隊を引き裂いた。

      　次々に小艦隊の指揮官が戦死し統制がとれなくなった。

      　ヴァッレ・ダオスタ公は頬肉を震わせ憤慨した。

      「ブ……ブハ……、まさか！ 貴族の暗黙のルールを……」

      　一方、ヴァイン公の艦隊は涼井の指示に従い、戦艦は戦艦、巡洋艦は巡洋艦など艦艇の種類ごとにある程度まとまって行動するようにしていた。指揮官を守る分厚い戦艦の群、先頭付近で戦う重装甲のその他の戦艦と重巡洋艦、それらの艦艇の間から出没して火力を投げつける軽巡洋艦や駆逐艦の群。

      　それはこれまでこの世界に存在しなかったもの──「戦術」の萌芽にも見えた。

      　カルヴァドス伯爵とヴァイン公の突撃はロアルド提督との戦いで傷ついた第一梯団を完全にたたきのめした。

      　そして涼井は手を休めず自らの直轄艦隊を動かし第二梯団に火力をぶつけはじめた。

      　秋の黄昏作戦の最終幕がいよいよ上がろうとしていた。

      【終了】秋の黄昏作戦

      　共和国のアルテミス宙域、および辺境宙域で発生した会戦は終幕に向かっていた。

      　涼井が率いてきた艦隊は麾下(きか)の全艦隊に加え、反リシャール派の貴族たちの連合艦隊。

      　そしてリシャール公本人と戦闘しているのは宇宙艦隊司令長官ノートン大将の率いる救援艦隊。

      　涼井はロアルド艦隊と連携してアルテミス宙域の帝国艦隊を徹底的にたたき潰した。

      　一方、ノートン艦隊は距離をとって後退しながら散発的な反撃を加えリシャール公の艦隊を奥へ奥へと引きずり込んでいた。

      　リシャール公は（あくまでこの世界の基準ではあるが）戦術的な勝利が得意なタイプだ。

      　相手を決戦に巻き込んで戦い倒す。それに関してはこの世界においては天才的な人物といえた。

      　しかし涼井の意見に従ったノートン艦隊は「戦わせてくれない」相手だった。

      　決戦を避けひたすら距離をとって後退する。

      　リシャール公は切歯扼腕(せっしやくわん)した。

      　髪をふりみだし感情もあらわに怒りを周辺にまき散らしても事態は好転しなかった。

      　相手を翻弄する機動も、迎撃も、中央突破も、変幻自在な陣形変化による打撃も何もできなかったのだ。

      　逃げそびれた数十隻の艦艇を撃破したがリシャール公の戦果はそれだけだった。

      　そして共和国軍と違い帝国軍はこのあたりの宙域に詳しくなく、さまざまな危険なブラックホールやクエイサー、複雑な重力場を形成している連星の群などをすり抜けるようにて後退するノートン艦隊に追いつくのは難しかった。

      　戦う気のない相手には、決戦における戦術など無意味だった。

      　帝国軍は躍起になって進撃する間に危険宙域に入り込んで行方不明になる艦艇も出てきた。

      「公爵、恐れながら……」

      「なんだ！」

      　幕臣の一人が進み出て進言した。

      「これ以上は危険にございます。一度踏みとどまってここで陣容を再編成してはいかがでしょうか」

      　リシャール公は一瞬で頭に血が逆流するのを感じた。目をかっと見開いて幕臣をにらみつけた。

      　しかし冷静になるのも早かった。

      「……そなたの言うとおりだ。一度陣形を整えよう」

      　幕臣はほっとして列に戻った。

      　リシャール公は一度すべての艦艇の進撃を止めた。

      　その間にノートン艦隊は悠々と探知範囲から消失した。

      　しかしやむをえない処置といえた。

      
        

      

      　リシャール公は艦隊を掌握し直し、近隣のペルセウス宙域に停止した。

      　ここは巨大な赤色巨星がかなり離れた艦隊のメインモニタにはっきり映し出されるほどの存在感を放っていた。

      　ハデス宙域などの白色矮星と比べると、ハデス宙域の都市惑星の軌道をすっぽり覆うほどの巨大さだった。

      　リシャール公は艦隊を整えたが、急な進撃ではぐれたもの、行方不明のもの、ノートン艦隊との戦闘で失われた艦艇も多く、手元には三万八千隻ほどが残されているに過ぎなかった。

      　落伍した艦艇も三々五々追いついてきてはいるが指揮系統は乱れ、傷つき、あるいは弾薬を失っていた。

      　リシャール公はさらなる進撃を行うため、横幅の広い展開はせず、やや縦長の陣形に再編成した。

      　前衛に信頼する腹心のルーション子爵。若く攻撃的な性格の猛将でリシャール公爵の直轄艦隊で輝かしい戦績を誇り突進力を期待されて配置された。

      　本隊はリシャール公爵直轄。後衛にはさきほど艦隊を編成する旨進言したグルナッシュ男爵を抜擢して司令官とし、後方から追いついてくる味方を収容する役目を担った。そして念のため側面を援護する側衛艦隊を置き、軍歴の長い老獪なランドック子爵を配置した。

      　数日を経てリシャール公の陣容はようやく整ってきた。

      　帝国辺境領域で反リシャール派の貴族の掃討作戦に邁進していた第四梯団にも連絡艦を送り援護に来るよう伝達した。

      　前衛艦隊　ルーション子爵

      　本隊　リシャール公爵

      　側衛艦隊　ランドック子爵

      　後衛艦隊　グルナッシュ男爵

      　合計四万八千隻

      　これらはようやく進撃の準備を整えていた。

      　そのときオペレーターから大声が上がった。

      「重力検知！ 前方から三万五千隻ほどの敵艦隊！ ……これはノートン艦隊です！」

      「戻ってきおったか」

      　リシャール公は口の端に微笑みを浮かべた。

      　ようやく食い殺せる。そう確信している肉食獣のようだった。

      「全艦……」

      　リシャール公が手を挙げて号令をかけようとした瞬間。

      「さっ、さらなる重力を後方に検知！ こっ、これは……約五万隻！ 旗艦ヘルメス確認！ スズハル艦隊です！」

      「なんだと！」

      　前方からノートン艦隊、そしてリシャール艦隊の「後方」からのっそりと涼井の艦隊があらわれたのだった。

      　今、秋の黄昏作戦最後の会戦がはじまろうとしていた。

      
        

      

      　リシャール艦隊は前後に敵が出現したことに混乱した。

      　しかしリシャール公は前方の敵を撃破しそのまま後方のスズハル艦隊と対峙する決断を瞬時に下し、一斉に前方に向かって進撃を開始した。

      　戦端はリシャール公前衛の勇猛果敢な猛将ルーション子爵とノートン艦隊の間で開かれた。

      　ノートン艦隊はセオリーどおりに横隊を組み中央にノートン直轄の第一艦隊、右翼にルアック中将の第六艦隊、左翼にファヒーダ中将の第十一艦隊を従え、海賊まがいの第十三艦隊は遊撃として後方に置いていた。

      　ルーション子爵は猛進し勇戦した。

      　激しく突進を繰り返して至近距離から砲撃を繰り返し、第一艦隊を窮地に陥れた。

      　ノートン大将は頬肉をふるわせながら汗をびっしょりとかき、あわや脱出するところだった。

      　しかし第六、第十一がうまく前進機動を行い、ルーション子爵の側面をたたきはじめた。

      「クックク……！ ちょうどいい砲火が心地よいわ！」

      　痩せた小男のルーション子爵は味方を激励してさらに突撃を繰り返させた。

      　戦艦が破壊されてもその陰から巡洋艦が躍進して砲撃する。

      　巡洋艦が破壊されたら駆逐艦が飛び出してありったけのミサイルをぶつける。

      　損害をものともせず強引に進撃し、ルーション艦隊は小勢ながらノートン艦隊をやや後退させるのに成功した。

      　その隙を見逃さずリシャール本隊が即座に行動し、迅速な機動でルーション艦隊の右側に出現。

      　ファヒーダ中将の左翼艦隊をたたきはじめた。

      　ノートン艦隊が崩れ始める。

      　しかしそこに急進した涼井艦隊がリシャール艦隊の後衛になだれ込んだ。

      　涼井はやや斜行隊形に陣形を組み、左翼艦隊が前に、右翼艦隊が後ろになるような隊形にしていた。

      （一度やってみたかったのだ）

      　涼井は心の中だけでつぶやいて眼鏡をくいっと上げた。その背中にリリヤの熱い視線がつきささる。

      　涼井の左翼・タナカ中将の率いる第十二艦隊は治安維持のため巡洋艦や駆逐艦を中心とした集団だったが新造艦艇をかき集めて普通の艦隊に近い編制にしていた。いきなりの実戦だったがアルテミス宙域会戦で鍛えられた彼らは躍動しながらリシャール艦隊の後衛・グルナッシュ男爵の艦隊を衝いた。

      　グルナッシュ男爵は実直な人柄で直言を畏れずにリシャール公にも意見するなど幕臣としては立派な人物だった。

      　今回もその人柄が買われて落伍した艦隊の収容や編制に力を尽くしていたが戦場の勇者ではなかった。

      　グルナッシュ男爵の一万隻ばかりの艦隊にタナカ中将の一万二千隻の艦隊が猛攻を加え、さらに続けてカルヴァドス伯爵とヴァイン公リリザの合計一万六千隻の艦隊の火力が加わった。

      　あっというまにリシャール公の後衛艦隊は消滅し雲散霧消した。

      　一方、リシャール公の前衛を勤めるルーション子爵の艦隊はノートン艦隊を押し、そこにリシャール公が切り込む形勢となり、ファヒーダ艦隊とノートン直轄艦隊の陣形が乱れていた。

      　リシャール公はその慧眼でその陣形のほつれをつかみ、即座に予備にとっておいた側衛の老獪なランドック子爵の艦隊を投入しようとした。しかしそれは無駄だった。

      　リシャール公爵の後衛を食い破ったスズハル艦隊のうち、タナカ中将、カルヴァドス伯爵、ヴァイン公の艦隊は掃討戦に移行していた。だが斜行隊形のため勢いを殺さずにそのまま涼井の第九艦隊と旧沿岸警備隊がランドック子爵の側衛艦隊に猛攻を加えていたのだった。

      　沿岸警備隊も本来は商船構造の警備船であるところが、補修した艦艇や、軍艦構造の艦艇だけを選抜し立派な艦隊となっていた。

      　二倍以上の敵を背後に受け、老獪なランドック子爵といえど抗いきれずにその主力を喪失し、リシャール公に報告する間もなかったのだった。

      　リシャール公は突然、自らがきわめて危険な窮地にいることに気づいた。

      　前衛のルーション子爵はすでに相手を撃退はしたがその戦力をほとんど失い突進力はなくなっていた。

      　後衛艦隊は霧散し、予備の側衛艦隊もいま壊滅しつつある。

      　無事なのは本隊だけだ。

      　そこにノートン艦隊が無事なルアック艦隊を先頭に舞い戻り猛攻を加えはじめていた。

      　さらに後衛艦隊を飲み込んだカルヴァドス伯爵の艦隊が押し寄せリシャール公の艦隊の左後方から猛撃を加えはじめていた。

      
        

      

      　リシャール公は呆然とした。

      　味方の損害や戦死を知らせるオペレーターの悲痛な声がどこか遠くから聞こえる。

      　床面がゆがみ、全身から血の気が引いていった。

      　しかも共和国領土の奥深くで今、味方が失われ強力な敵が次々に襲いかかってきていた。

      　指示を出すにも現実感がない。

      　そしてどこからともなく放たれた一発の質量弾が、リシャール公の座乗する戦艦オー・ド・ヴィの右側面装甲を破砕した。その衝撃でオー・ド・ヴィは吹っ飛び、赤色巨星の黒ずんだ血のような光線に残骸がきらきらと照らし出された。

      　その直後、この乱戦の中で飛来したミサイルが戦艦オー・ド・ヴィの後部に直撃しリアクト機関を吹き飛ばした。

      　その衝撃は艦橋を襲い、破片がばらまかれて大勢のオペレーターやスタッフがなぎ倒された。

      　リシャール公もその一人だった。彼はどこか茫洋とした現実感のない世界の中で、どこまでも意識が暗く深い場所へと落ち込んでゆき、その暗黒の世界に埋没していったのだった。

      
        

      

      　アルテミス宙域、およびペルセウス宙域の会戦は終わった。

      　アルファ帝国は総計で二十一万隻以上もの艦艇をつぎ込んで撃退された。

      　戦死者の列にはブルゴン伯、プロヴァンス伯、アルザス伯、ミッテルライン公など名だたる貴族、将帥が並んでいた。

      　抜擢されたグルナッシュ男爵など長くリシャール公を支えてきた貴族も戦場の露と消えた。

      　二十一万隻中、まとまった第四梯団以外は甚大な損害を受け、十万隻以上が轟沈もしくは行方不明となった。

      　行方不明者のリストにはリシャール公爵本人の名前も連なっていた。

      　一方、共和国艦隊はその全力を尽くしたと言えた。

      　ノートン艦隊、ロアルド艦隊、涼井の艦隊もその戦力の二割から三割を喪失もしくは損傷を受け、弾薬類はほぼ使い尽くした。補充用の艦艇や武装商船、使えそうな巡視船までかき集めた、かなり厳しい勝利ではあったが、とにもかくも帝国の撃退には成功した。

      
        

      

      　涼井は直轄艦隊の第九艦隊だけを率いて首都星ゼウスに戻っていた。

      　第四惑星の衛星軌道上の泊地に艦艇を収容し、弾薬の補給、損傷の補修などを依頼した。

      　アルテミス宙域には引き続きロアルド艦隊、辺境のもう一つの出入り口であったヘラ・ハデス両宙域に於いてはノートン大将から暫定的に第六艦隊の提督であるルアック中将が指揮権を引き継いだ。

      　涼井は主席幕僚のバークと副官のリリヤ、護衛の陸戦隊を少数引き連れて内火艇に搭乗、首都星であるゼウスに降り立った。

      　指揮をルアック中将に引き継いだノートン大将も合流して同じ機に乗っていた。

      　もともとは非公式のつもりだったが、大統領エドワルドの要望で公式の行事となった。

      　激戦をくぐりぬけたノートン大将、涼井は礼装で内火艇から降り立ち、儀仗隊から盛大な歓迎を受けた。

      　祝砲が鳴り響き、赤絨毯が宇宙港に敷かれ、マスコミや群衆がおしかけ大変な騒ぎになった。

      　大統領エドワルドは満面の笑みで二人を迎え、そのまま手をとって車に案内、そのままパーティ会場へと向かった。

      「いや本当によくやってくれた」

      　エドワルドはノートンと涼井の手を順繰りに握りしめた。

      　今回、ノートン大将もともに帰還の栄誉を受けるべきと進言したのは涼井だった。エドワルドは涼井を第一功と考えていたが、涼井は頑としてノートン大将か、可能だったらロアルド提督の同席にこだわった。それを受けてエドワルドがこの形にしてくれたのだった。

      （一人で栄誉を受け過ぎると必ず嫉妬する人間があらわれる。だから功績はみんなで分けるべきだ）

      　涼井はエドワルドの心底の笑顔を見ながら思った。

      　パーティ会場では各界の名士が招かれ、よいワインでもてなされ、これまた盛況だった。

      　ホテル「トライアンフ」のシェフがコース料理に腕によりをかけ、それに相応しいワインが選定されていた。

      　涼井も食事を楽しみ、大統領の演説に拍手をし、大いに飲んだ。

      　そしてホテル「トライアンフ」の一室に戻ってきたのは零時過ぎだった。

      　疲れ切っていた。しかし戦には勝ち、大統領も上機嫌、ノートン大将の面子も立った。

      　内外ともに文句なく大勝利だ。

      　涼井は制服を脱ぐのももどかしくベッドに倒れ込んだ。

      　自分の呼気がすっかりワインの香りに染まっているのが自分でもわかる。

      　しかし実際、大統領の援護は今回の戦で大きかったのだ。

      　帝国の接近を察知した共和国側はとにかく戦力を可能な限りかき集めて、できるだけ数でもある程度対抗できるようにすること、それが最大のタスクだった。

      　侵攻が予想されるルートもアルテミス宙域、ヘラ・ハデス宙域の辺境の二つだった。

      　しかし帝国はアルテミス宙域に共和国を誘引する必要があったからか、辺境宙域では偵察活動はあまり活発ではなかった。危険な宙域を主攻正面とすることは考えづらく、悩んだすえにアルテミス宙域はロアルド艦隊をそのまま貼り付け、涼井が大統領令を活用して艦艇を集め再編成し、反リシャール派の帝国貴族まで利用して戦力を整えて増援。

      　ノートン艦隊には辺境に詳しい海賊紛いの船までつけて辺境を張らせたのだった。

      　万一、主攻が辺境宙域に向いたとしたら、涼井は全速力で辺境に向かう計画だった。

      　こうした戦略的な配置ができたのも数に多少の余裕があったことと、急速な膨張やヴァイン公を追い落としてまで権力を握ったリシャール公に反抗する貴族たちが少なからずいたというのもあった。

      　一つ一つロジックを重ね、それを政治的にも援護を受けて戦略的には拮抗のところまでもっていけたのは、まさに政治的な協力者がいたからにほかならなかった。

      （……思想家を気取って政治を否定するのもよい。ただその代わり自由にできるのは自分の部下だけになる。いろいろな妨害も出てくる。逆に協力体制を築ければこういうこともできる）

      　涼井はふと、晩餐会で出た五十年もののワインの味を思い浮かべながら、ゆっくりと眠りに落ちていった。

      
        第三章　課長が狙われる件

      

      【内部監査】叛乱の季節

      　帝国軍による大規模な侵略作戦は決着がついた。帝国軍は宇宙空間に漂う屍山血河(しざんげつが)を作り出して撤収した。

      　いまだにリシャール公は行方不明で、帝国内では新たな権力争いの兆しがあった。

      　共和国では、重要な辺境を防衛しつつ、本格的に艦艇の修理、人員の休養や補給をはじめた。

      　共和国と協力した帝国貴族たちは暫定的に共和国市民権を与えられ、首都星ゼウスのもっとも近傍の星系のアテナ宙域に分散して住むことになった。

      　涼井も久々の休暇をとり、アテナ宙域への民間シャトルに乗った。

      　民間シャトルの居住空間はちょうど、地球のいわゆるジャンボジェット機と同じくらいで三列から四列のシートが並んでいる。もちろん図体そのものは小型とはいえリアクト機関や、その対消滅を抑え込む障壁発生装置も必要であるため、かなり大きい。しかし内部は本当に懐かしい旅客機そっくりだ。

      　涼井はすぐに降りられてトイレにも立ちやすい通路側の席が好きだった。

      　今回はとある事情からビジネスクラスの座席をとっていたため、大きめのシートにゆっくりと体を沈めて涼井は一息ついた。

      「提督、何かお飲みものでも」

      「いや、大丈夫だ」

      　はきはきした声がする。フライトアテンダントではない。

      　隣にはきっちりと軍服を着込み緑がかった黒髪の女性が座っている。二十代後半くらいのきりっとした目付き、同じくすっきりした短めの髪型で前髪はほんのり右目を覆っているくらいの長さだ。

      　涼井は白シャツに緑のダブルのジャケットだが、彼女の軍服は黒味がかっている。陸戦隊の制服だ。

      「しばらく座りっぱなしになることを考えますと、水でもお飲みいただいたほうが」

      「……わかった、ロッテーシャ大尉」

      　彼女はぴっと敬礼をしてきびきびと歩いていった。

      　涼井はため息をついた。

      　今回は完全に一人で休暇をとり、どうもすばらしいビーチリゾートがあるというアフロディーテ宙域に向かうつもりだった。涼井は派手に遊ぶほうではないが、海を眺めながらのんびりしたいと思っていた。

      　人工重力を使った有名な景観らしい。

      　が。

      「スズハル提督」

      　休暇届を出した後挨拶に立ち寄った大統領執務室でこう言われたのだ。

      「君はすっかり英雄だ。謙虚なのはわかっている。しかし護衛をつけたほうがよいだろうな」

      　涼井はサラリーマンの習性で「しかし」を飲み込んだ。

      　最初は軍用の輸送艦で陸戦隊の一個中隊に護衛の駆逐艦までつける、という話だったのをかろうじてロッテーシャ大尉と数名の護衛ということで妥協したのだった。

      　その代わり公務扱いということで、ビジネスクラスのチケットの手配やらをロッテ大尉がやってくれた。

      　彼女は護衛の軍人特権で拳銃を持ったままでビジネスクラスに涼井とともに乗り込み、数名の部下はエコノミークラスに分散して乗っている。しかし彼女がひと声かければ陸戦隊の猛者がいつでも飛び込んでくる手はずになっていた。

      　涼井はあきらめて、このきびきびしたロッテーシャの世話になることにした。

      　彼女は軍人としての生真面目さから、涼井の好みもよく把握してくれていた。

      　涼井は彼女が用意した常温の水を飲み、手元に浮かんだモニタで映画を観はじめた。

      　どうということのないラブコメディだったが文化背景や文明の違いが涼井には興味深い内容だった。

      　そうこうしているうちに眠りに落ちる。

      　その安寧に満ちた眠りは、警報で破られたのだった。

      『緊急放送！ 緊急放送！ 国籍不明船が接近中！ お客様はシートベルトをお締めください！ 我々は共和国艦隊に救援を求めています！』

      　またトラブルだ。

      　涼井はこの一連の事件の中で何度目かとなるため息をついた。

      【内部監査】革命的反戦軍

      『緊急放送！ 緊急放送！ 国籍不明船が接近中！ お客様はシートベルトをお締めください！ 我々は共和国艦隊に救援を求めています！』

      　ブザーが鳴り響き、乗客たちが動揺している。

      「海賊かもしれませんね」

      　ロッテーシャ大尉が眉をひそめシートベルトを外す。

      　ほぼ同時にエコノミークラスにいたと思われる戦闘服姿の陸戦隊員が数名、拳銃をもって飛び込んできた。

      　その様子にビジネスクラスの乗客に安堵が広がる。

      　ピンチの際に武装した味方の姿を見るというのは安心感を生むのだろう。

      「ふむ、艦隊を要点に置いたのが原因かもしれないな。哨戒が薄くなって暴れる者が出てきたか」

      　涼井もシートベルトを外して通路を歩きはじめた。

      「提督、どちらへ？」

      「機長のところだ」

      　涼井はスタスタと歩き、ロッテーシャ大尉は一瞬迷ったものの部下を連れて後を追った。

      　操縦区画のガードマンに話すとすんなりと区画に通してくれた。

      　このタイプのシャトルは操縦区画は二重隔壁になっていて、居住区画、操縦区画にそれぞれ何があっても安全をある程度保てるようになっているようだった。

      　操縦区画は武骨な金属が向き出しになっており、そこら中にコードの類が走っている。

      　メインモニタの前に機長と副機長らしき男が座っている。

      　機長が立ち上がってこちらに向いた。ベテランなのか初老の男性だ。

      「おぉ……スズハル提督ですな。私はヒュー機長です」

      「何が起きているんだ？」

      「どうも国籍不明船が追跡してきているようなのですが……」

      　ヒュー機長が副機長に合図すると、メインモニタの前の空中に画像が浮かび上がった。

      　見た感じは共和国の掃海艇や警備艇に使われるＰＢ─３０ＨＸタイプのように見える。

      　シャトルのセンサーはそう高級なものではないが、ぼんやりとはその形状がわかる。その国籍不明船はどうやら武装しているように見えた。

      「……共和国の艦艇ではないんだな？」と涼井。

      「はい、どうも敵味方識別上は不明となっています……」

      　機長の表情が硬い。

      　そうこうしているうちに民間シャトルを上回る推力で国籍不明船は接近してきたようで、通信が入ってきた。

      『こちらは革命的反戦軍虎狼部隊の戦艦である！ 繰り返す、こちらは革命的反戦軍虎狼部隊の戦艦である！』

      「……」

      「……」

      　その革命的反戦軍虎狼部隊の『戦艦』はなおも接近しながら通信を送ってきていた。

      　どうみても駆逐艦の主砲で吹っ飛びそうな警備艇クラスだったが戦艦を名乗っている。

      　近づいてくるとその全貌が見えてきた。

      　その『戦艦』にはいろいろと赤やら青色やらいろいろな塗装がほどこされ、一言でいうと「汚い虹色」だった。

      　特に軍用の低視認性塗装ではなく明らかに素人が塗装したようなものだった。

      　武装らしきものはついているが、どうも対人用の機銃を乗せただけのように見える。

      　さらに接近されると先方の映像つきの通信が入ってきた。

      『私が革命的反戦軍虎狼部隊の艦長、革命的反戦主義者のワイルダー将軍である！』

      　四十代くらいのでっぷりとした男性が出現した。

      　工事用ヘルメットをかぶり軍服というより作業服を着用している。

      　その背後には同じく工事用ヘルメットをかぶりマスクをした男たちが十数名ほど並んでいる。

      　数名が拳銃で武装しているようだったが、ほとんどは何かの木の棒をもっている。

      『残念ながら我らが革命の大義にもとづいてそちらのシャトルを接収させていただく！ 相対速度をゼロに保っていただきたい！』

      　こちらの映像は映っていない。

      　涼井はヒュー機長に「問題ない、従え」と小声で指示した。

      　ヒュー機長は震える手でコンソールを操作し相手の『戦艦』との相対速度、相対角度を合わせる。

      　涼井はロッテーシャを呼び、何ごとかささやいた。

      　彼女は小さく敬礼し、部下を連れて操縦区画を出て行った。

      　その数分後、革命的反戦軍の『戦艦』はこちらのシャトルに接舷した。大きさはともかくシャトルと警備艇の全長はほとんど変わらない。

      　ズズン……というような振動が伝わる。

      　そして。

      　先方からの通信から射撃音が聞こえるようになった。

      　ウワーとかヒエーという叫び声も入ってきた。

      　連続的に射撃音が響き、散発的な銃撃も聞こえる。

      　その間にもギャーとかいう声が聞こえてくる。

      　そしてすぐに静かになった。

      『……提督』

      『戦艦』の通信からロッテーシャ大尉の声が入る。

      『制圧完了しました。相手の将軍とやらを捕らえております。検分されますか？』

      「すぐに行こう」

      　涼井は震えて呆然としたままのヒュー機長の肩に手をぽん、と置いてから操縦区画を出た。

      
        

      

      　涼井が乗っていた民間シャトルと接舷した「革命的反戦軍」の汚い虹色の「戦艦」は、わずか数分の戦闘で完全に制圧された。銃火器で武装しているのが二～三名、後は鉄パイプや木の棒のようなもので武装していただけにすぎなかった。

      　唯一、脅威になる可能性があった対人機関銃は「戦艦」の外に出されておりしっかりとボルトで固定され外せる状態ではなかった。

      　ロッテーシャ大尉は五名ほどの部下を率いてあっというまに彼らの抵抗を排除し、ワイルダー「将軍」を捕らえていた。

      　涼井はそこかしこで後ろ手に小指を拘束された「革命的反戦軍」というやや矛盾した連中を横目に、「戦艦」の艦橋に向かった。

      「提督！」

      　ロッテーシャ大尉が敬礼する。

      　艦橋には完全武装の陸戦隊が二名。あと三名は掃討と武装解除を進めているようだった。

      　ワイルダー将軍は何か額のあたりに大きなたんこぶを作り椅子に拘束されていた。

      　涼井が近づくとカッと目を見開く。

      「き、貴様は……う、右翼の親玉、スズハル提督ではないか！」

      「ほう……私を知っているのかね？」

      　涼井はことさらに冷酷な表情を作りワイルダー将軍に近づく。

      　ワイルダーは頬を紅潮させこめかみに青筋を立て、掴みかからんばかりだった。

      「右翼の親玉！ 右翼大統領のエドワルドの忠実なポチ！ それが貴様だぁ！」

      「光栄なことだな」

      　涼井はふとこの世界に飛ばされる前に勤めていた銀河商事の入り口で、よくああいう団体がこういう文言の踊る機関紙を配っていたのを思い出した。

      　なおもワイルダーは激しくののしろうとしたようだが、ロッテーシャが耳元で「黙れ」とささやくと一気に押し黙った。顔色をなくして怯えたような表情になった。涼井がやってくる前に何かあったのだろう。

      　その後の尋問で、ワイルダー「将軍」は反戦的革命軍の将軍で反戦的革命軍第一艦隊（そして唯一の）の艦長だということがわかった。乗っていたのは革命的反戦軍の臨時編成革命軍の一部とのことだ。

      「……」

      　頭が痛くなってきた涼井だったが、何はともあれ状況を大統領エドワルドに重力子通信でメールを送った。

      　そのうえで正式にこの戦艦を接収。

      　シャトルはそのまま経由地のアテナ宙域に護衛をつけて送ることとし、涼井は近くの共和国軍に支援を要請した。

      　さすがに涼井とロッテーシャだけでこの船は動かせない。

      　共和国軍は駆逐艦を二隻派遣した。

      　駆逐艦のうち一隻は革命的反戦軍の「戦艦」を曳航した。「戦艦」のわりに駆逐艦よりもだいぶ小さい。後でわかったことだが確かに共和国の警備艇「ＰＢ─３０ＨＸタイプ」だった。製造番号は架空のものだったというのも後からわかった。

      　残った駆逐艦に涼井たちは乗り込んだ。

      　二隻の駆逐艦はいったん涼井がアフロディーテ宙域に向かう前の経由地としていたアテナ宙域に向かった。

      　さっきまで搭乗していた民間シャトルを護衛するような陣形を組んでいる。

      
        

      

      　幸い他の妨害はなく、あっというまにアテナ宙域に到着した。

      　共和国の首都星ゼウスから数光年ともっとも近く、白色矮星がぼんやりとした光を放っている。

      　非常に小さい恒星だが質量は主系列星と同等だ。いったんは赤色巨星になった恒星の名残だった。

      　不足している熱源を補うためかなり近い位置の第一惑星で核融合炉を運用しているほか、かなり恒星の近くで生活が可能なため、小さめのダイソン球を作る計画もあったそうだ。しかし戦費の高騰で計画は頓挫しているとも聞いた。

      　駆逐艦は第二惑星のアテナの宇宙港に降り立った。

      　第二惑星も大きくないのもあり比較的推力が要らず駆逐艦でも十分惑星表面の宇宙港を利用できた。

      　涼井一行が宇宙港に降り立つとマスメディアが待機していて一斉に撮影された。

      「提督！ 反戦団体の幹部を拉致したというのは本当ですか！」

      「提督！」

      「市民には言論の自由がないのですか！」

      　いつもと違う様子にただならぬ気配を涼井は感じた。

      　下手に発言するのは危険だ。そう直感が囁きかけてくる。

      「ノーコメントだ」

      　一言、涼井は言い残して囲み取材を抜け、地上移動のための軍用車両に乗り込む。

      　その様子をマスコミはカメラで追った。小さなカメラだ。中にはスマートグラスらしきもので撮影している者もいる。

      　そしていつものマスコミと違いどこか無表情なのが涼井の精神に、水面に落ちたひとかけらの金属片のように波紋を広げるのだった。

      【会計監査】革命的反戦軍についての報告

      　涼井はマスコミの集団から離れ、地上車の座席にどっかりと腰をおろした。

      　ロッテーシャ大尉と数名の部下が同乗する。

      　ボトルの水を飲み、彼はようやく息をついた。

      「……革命的反戦軍……ね」

      　地上車はこの惑星アテナの庁舎街にまっすぐ向かった。

      　本来はこのＳＦ世界でのビーチリゾートを楽しむつもりだったのだが、どうもそうもいかないらしい。

      　惑星アテナの首長である州知事のカーン博士の出迎えを受け、涼井はこの宙域にある宇宙軍の庁舎に向かった。

      　こじんまりとしたビルだ。ここの宙域には現在、常駐の艦艇は少数の警備艇がいるくらいで職員もあまり数はいない。

      　先の帝国軍との戦いで沿岸警備隊も艦隊として全力を集めた弊害が出てしまっていた。

      　治安が少し悪くなってきているのだ。

      　このビルや惑星政府ビルの周辺にはデモ隊が出現し、人々が反戦平和を叫んでいた。

      　その様子をまたマスコミが撮影している。

      　帝国との戦争のため、どうしても数において劣勢な共和国軍は艦隊を集約して戦わざるをえなかったが、艦隊の常駐がなくなったり軍人の数が減った惑星でどうも反戦デモが多く発生したりしているようだった。

      　惑星アテナに曳航してきた「革命的反戦軍」という組織名自体が矛盾した団体の艦艇の調査も涼井は依頼した。

      　どうやら工廠で建造したものではなく、民間の軍需企業で建造したものが横流しされたようだった。

      　これはかなり軍の内部に彼らの協力者が入り込んでいることを意味していた。

      「思ったよりも闇が深いな……」

      　涼井はアテナ宙域とその周辺という首都に近い地点で「革命的反戦軍」の艦艇があらわれたことを危険視していた。

      　あの一隻だけではなくもっといるのではないか？

      　軍内部にも協力者がいるのではないか？

      　疑問は尽きなかった。

      　アテナ宙域の軍港や庁舎の視察をしていて気づいたことも増えてきた。その周囲にはよくデモ隊やマスコミがいてさまざまなアピールをしている。

      　反戦デモや反戦団体の人々は多かれ少なかれ、革命的反戦軍の協力者か、あるいは心情的な協力者だった。

      　彼らは「環境問題のため」などと銘打って庁舎や軍港を監視し、艦艇の出入りや地図の取得などを積極的に行っていた。

      　艦艇の出入りや人の出入り、地図を丁寧に記録していけばやがてその基地にどのくらいの艦艇が入るのか、現在配備されている艦艇は何でどれくらいの数なのか。それらがおおむね判明する。

      　ここまで調べた段階で涼井の胸中に「革命的反戦軍は帝国の回し者ではないのか」という疑問が浮上してきた。

      　そういえば涼井が宿泊している短期出張者用の官舎の周囲にもデモ隊が出没しているが、どうもその中には諜報のためか撮影だけ四六時中している連中もいるようだった。

      　表向きは環境のためや「知る権利のため」となっているが立派な諜報行為にしか見えなかった。

      　さらにデモ隊や平和団体の中には過激派もいて、この間の革命的反戦軍と似たり寄ったりの連中もかなりいるようだった。

      　涼井は大統領のエドワルドに諸々報告したうえで、宇宙艦隊司令長官のノートン大将に頼んでゼウス宙域の憲兵旅団のうち一個大隊を派遣してもらうことにした。

      　憲兵というのは基本的には軍事的な意味での治安維持、軍人の犯罪捜査を行う職種だ。

      　ときおり、諜報活動や防諜活動を行うこともある。

      　しかし驚いたことにこの世界では軍人の数のわりに憲兵が少なく、共和国の憲兵はせいぜい五万人ということだった。なお艦隊は一個艦隊だけで七十五万人ものクルーがいる。

      　それでも涼井としてはこのアテナ宙域で起きている「反戦運動」に引っかかりを覚えており、その調査と、身辺の安全確保という意味でも憲兵を必要としたのだった。

      　こうした蠢動を放置していてはいずれただのデモではなく暴動になり、暴動は低強度紛争になり、それ以降は破壊活動や大胆な諜報活動、そして暗殺などにつながると彼は予想していたのだった。

      「提督、何か飲みますか？」

      「そうだな……ボトルで水をくれ。常温で」

      「かしこまりました」

      　ロッテーシャ大尉は部下とともに涼井の官舎に住み込み警護と世話役を買って出てくれている。

      　将官のための官舎は十分に広く、寝室もバスルームも複数あり余裕があった。

      　そして一週間後、ようやく到着した憲兵大隊とその指揮官のロブ少佐、そしてなぜかカンカンになって副官のリリヤがアテナ宙域にやってきたのだった。

      【会計監査】調査のため出張します

      「提督！」

      　臨時でアテナ惑星政府に借りた執務室に副官のリリヤが飛び込んできた。

      　リリヤ中尉はサラりとした赤毛のロングヘアを振り乱さんばかりにしている。

      「聞きましたよ、身の周りのお世話を陸戦隊にやらせてるとか……」

      　確かに副官の職務には提督の雑務や庶務のほかに世話役的な秘書業務のようなものも含まれる。

      「提督の眼鏡をくぃっも見られないし、どういうことですか！」

      「……入ってもよろしいですか？」

      　困惑顔の大柄で小太りの男性が扉から半身乗り出してきた。

      　憲兵のロブ少佐だろう。服装は陸戦隊そっくりのジャケットだが銀色の飾緒をぶらさげている。

      「二人とも入りたまえ」

      「はっ」

      「きー！」

      　最後のリリヤの猿叫は聞かなかったことにして、涼井はロブ少佐に椅子を勧める。

      「さっそくだが……」

      　ロブ少佐は憲兵大隊を引き連れてきていた。

      　憲兵は軍における警察のようなもので捜査権をもっている。地球の日本の場合は憲兵にあたる組織は民間人に対する捜査権はもっていなかったが、この世界の憲兵は民間人も捜査できる。

      「革命的反戦軍の調査を頼みたい」

      　そう言って涼井はロブ少佐にこれまで調べた内容をすべて渡した。

      「了解です」

      　二、三質問してロブ少佐は敬礼して立ち去った。

      「きー！」

      「提督、さきほどご依頼なさっていた水のボトルですが……」

      　ロッテーシャ大尉がちょうど水を持って入ってきた。

      「きー！きー！」

      「……あら？ リリヤ学生？」

      「……！」

      「士官学校以来かしら？」

      「……ロッテーシャ先輩」

      　どうやら副官のリリヤは士官学校時代、ロッテーシャの一学年下だったらしい。

      　かなり巨大な士官学校らしいがたまたま学生隊がいっしょだったのだそうだ。

      　すっかりリリヤは大人しくなったが、せっかくなので涼井はいくつか抱えていた雑務をリリヤに振った。結局休暇は返上状態になっているので助かるといえば助かるのは事実だった。

      　──数日経ってロブ少佐が調査結果をもってあらわれた。涼井から見てかなり深刻な表情だ。

      「提督、憲兵を民間人に偽装させてここ周辺を探索させました。また憲兵本部に情報を送って調査させた結果……」

      「ふむ？」

      「革命的反戦軍の規模はまだなんともわかりませんが、少なくとも数万人の同志がいるようです。共和国の軍や民間企業、さまざまな組織に浸透してます」

      「いろいろなところに仲間がいるわけか」

      「そのとおりです」

      　ロブ少佐はこの間捕まえたワイルダー「将軍」も尋問し、さらなる情報を聞き出していた。

      「革命的反戦軍は同志の企業をうまく軍需産業にもぐり込ませ、艦艇の横流しをやっているようです」

      「なるほどな」

      「たいていの反戦団体ともつながりがあり、“良心的で〟“進歩的〟と称される人々の中にはどうも著名な政治家や軍人も名を連ねているようです」

      「ほう」

      　涼井の眼鏡がきらりと光る。

      「このタイミングで調査してよかったですな。どうもアテナ宙域は連中の本部があるようで……帝国軍のスパイと思われる人物が出入りしている形跡もあるようです。このまま放置していたらいずれ……」

      「なるほどおおむねわかった。ありがとう。さっそくだが……」

      「はっ、なんなりと」

      「久々の提督の眼鏡キラーンがクールです」

      「……」

      　数日後、涼井は念のため防弾衣を着込みロブ少佐といっしょにとある場所にいた。

      　デイリーアテナタイムス社。

      　アテナ宙域にあるローカルな報道局だ。その報道局が入る都心部のビルの側だ。

      　社員数もそれほどいないが非常に平和的で反戦的な報道を好む局として知られている。

      　涼井がすっと手を上げ、ためて下ろした。

      　その合図で報道局周辺に停まっていた地上車やそこら中のビルからどっと完全武装の憲兵隊が飛び出し一斉にデイリーアテナタイムス社に突入していくのだった。

      
        

      

      　デイリーアテナタイムス社は都心部にある。それなりの喧騒の中だ。

      　時刻は夕刻。

      　ちょうど仕事帰りの人々が行き交っていた。

      　この時代、人類は宇宙空間に広く広がり居住している。

      　そのためどの惑星も人口密度は高くない。

      　それでもさすがに首都惑星ゼウスの近隣の宙域の惑星の都心であって、それなりの喧騒だった。

      　その中、どっとあらわれたＭＰの腕章をつけ、警棒を握った黒い制服の憲兵隊の大群に行き交う人々はぎょっとして足を止めその光景を眺めていた。

      　建物の正面の数名の警備員を排除しあっというまに百名ほどの憲兵隊はビルの中に吸い込まれていく。

      「提督、こちらへ……」

      　ロブ少佐が涼井を誘う。

      　涼井はロブ少佐に導かれてすでに憲兵によって確保されているビルの裏口へ向かった。

      　こちらの憲兵は、拳銃と小銃で武装し周囲を厳しく警戒している。

      　ロブ少佐と数名の憲兵に囲まれて涼井はビルの裏手に入った。

      　ビルの中では怒号が沸き起こり、激しく争うような声も聞こえてきた。

      　ジャーナリストといえば、この世界でも闘争心の激しい職種の人たちでもある。

      　スーツ姿で憲兵と揉み合う姿も散見されたが、制圧役の憲兵が彼らを押しとどめている間に、ケースをもった憲兵たちが入り込んで次々に物品を押収していた。この世界でいうパソコンにあたる端末もどんどん回収されている。

      　ロブ少佐と数名の部下は事前に清掃員に姿を変えてこのビルをくまなく探索しており完全に構造を把握していた。

      　ロブ少佐は喧騒を避け非常階段からさらにビルの上に向かう。涼井も続いた。

      　最上階では完全武装の憲兵が小銃をかまえ、すでにフロア全体を確保していた。

      　憲兵に混じって陸戦隊の戦闘服もちらほら確認できる。ロッテーシャ大尉の部下だ。

      「提督、見つけました」

      「うむ……」

      　デイリーアテナタイムス社の役員室。

      　そこは通常の会社よりも厳重なコンクリートのような素材の壁に囲われ、まるで金庫室のような状態にも見えた。

      　この世界でもやや特異な印象だ。

      「提督、我々はこの最上階からのみしか利用できないいくつかの非常階段も見つけています。すべて確保しました」

      「ふむ」

      「まるで有事の際に安全に脱出できるように設計されているとしか思えませんな」

      「予想どおりだな」

      「ですね」

      　ロブ少佐と涼井は役員室に入った。

      　そこではスーツ姿の男たちが数名確保されており、一人は抵抗したのか足を撃たれて蹲(うずくま)り、応急処置を受けていた。血痕がカーペットにドス黒く広がっていた。

      　部屋の中にはロッテーシャ大尉がおり、数名の憲兵に囲まれた大柄でよく太った男が椅子に座った状態で手錠をかけられていた。

      「提督！」

      「無事にすんだようだな」

      　ロッテーシャ大尉は拳銃をおろし敬礼した。

      「はい、このとおりです。一名はやはり銃で抵抗してきましたので部下が排除しました」

      「ふむ……」

      　涼井は椅子に座り手錠をかけられた男に向かい合った。

      「さて、いろいろ聞きたいことがある」

      「……」

      　その男は頰肉を震わせ恨めしそうに涼井をにらみつけた。

      「ヴァッレ・ダオスタ公、皇帝を選出する選帝公ともあろう方がこのようなところで囚われの身とはどのようなお気持ちですかな？」

      　涼井はあえて氷点下の声色で冷徹に威圧した。

      「ブ……ブハハハハハ！」

      　男──ヴァッレ・ダオスタ公は哄笑した。

      「いつから気づいていたのかね？ スズハルくん」

      「このデイリーアテナタイムス社が帝国による工作活動の拠点になっていること自体は容易に判明しましたよ。そのうえで帝国の重要な関係者が出入りしていることもね。少々焦り過ぎましたな」

      「フン……」

      　ヴァッレ・ダオスタ公は怒りというより値踏みするような表情を浮かべ涼井をにらみつけた。

      　涼井は続けた。

      「うかがいたいことはたくさんあります。まぁ憲兵隊本部でじっくりうかがおうじゃありませんか」

      　その間にも憲兵たちはせわしく出入りしながらさまざまなものを押収していくのだった。

      【会計監査】ヴァッレ・ダオスタ公の企図

      　アテナ宙域で展開しているローカルニュース「デイリーアテナタイムス社」社屋にひっきりなしに憲兵が出入りしていた。

      　特に、憲兵のなかでも特技訓練を受けた憲兵が尋問にあたり、多数の記者や職員を臨時の憲兵隊本部にしょっぴいていた。

      　そのなかには、アテナ宙域の空港で涼井に強引な取材を試みた記者も含まれていた。

      　ヴァッレ・ダオスタ公は極秘裏に憲兵隊本部に移送され、会議室に軟禁された。

      　涼井はあえてコツコツと軍靴の音を響かせ歩きまわり、デイリーアテナタイムス社のここ一連の記事をいくつか拾い読みしていた。ロッテーシャ大尉が厳しい表情を浮かべ憲兵といっしょに銃のホルスターに手をかけて公爵を威圧している。

      『大統領エドワルドの汚職疑惑！ 軍産複合体から利益供与か』

      『ノートン宇宙軍大将の私的なパーティに五億ＲＤ』

      『ゼウス宙域の軍港で市民団体が平和を求めて抗議活動』

      　などの文字が踊っていた。

      　よく読むと、基本は反戦平和を謳(うた)いつつもかなり強引な抗議活動で軍人や軍属の家族の乗った車を襲撃するようなテロリスト紛いの市民団体を「平和を愛する良識的な人」として著作を紹介していたり、なぜか帝国軍の攻撃やその被害についてはほぼ言及しなかったりするなどの特徴がすぐに見て取れた。

      　全体的な傾向としては、大統領などの現政権は悪、軍人や軍は悪、明言はされていないが帝国軍は善、に近いような論調だった。民主主義を守るとしながら帝政の帝国軍を称揚するのはなかなかだったが、涼井はそれらにプロパガンダ臭を嗅ぎ取った。

      「……さて、ヴァッレ・ダオスタ公爵閣下、何かおっしゃりたいことはありますかな？」

      「フン……」

      　会議室の椅子に縛り上げられ、周囲を憲兵に固められたヴァッレ・ダオスタ公爵は不遜な色を浮かべて涼井と対峙した。怒りというより値踏みするような、表情は悟られずに相手の感情を見透かそうとする彼の目付きは容易ならざる相手であることを表していた。

      「調べはだいたいついています。もともと保守的なメディアだったデイリーアテナタイムス社をヴィニュロン社が買収していますな、数年前に。破綻寸前だった小さなローカル新聞社を買い取り資本投下した再生させた」

      「……」

      「そしてこのヴィニロン社は広告事業を手がける共和国の一流企業だが、正確には帝国の資本が入っている。具体的には帝国の軍事企業のプレッシオン社がが実質的に株式を五十一パーセント以上保有していますな。企業の意思決定を左右できる比率です」

      　ヴァッレ・ダオスタ公は鼻をならした。

      「そんなバカな、いま共和国では帝国企業が株式を二十パーセント以上もつことは禁じられているはずだ」

      「……もちろん体裁上は。今回の株式はうまく分散されています。プレッシオン社、その役員が保有している株式は確かに十五パーセントに過ぎない。しかし……」

      　涼井は株主の数名の名前を挙げた。

      　ヴァッレ・ダオスタ公は一瞬顔色を変え、すぐに表情を消した。

      「これによると、どうやら名だたる共和国の高級軍人や官僚、一流企業の社長などの名も見えますが……実は帝国派とわかっています。たとえば工廠が設計した艦艇の受注製造を行っているフォックス・クレメンス社の社長であるジェスター・クレメンス氏や……おっと、以前の遠征を企図したマイルズ中佐のお父様も名を連ねておられますな」

      「……」

      「よくできた計画です。ヴァッレ・ダオスタ公、貴方はリシャール公派でも、ましてヴァイン公派でもない。単なるいち選帝公ですらない。帝国の暗部にずっと協力してきたディープステートの一員だ」

      「ブ……ブハハハハ！」

      　ヴァッレ・ダオスタ公は見たこともないような邪悪な表情を浮かべ哄笑した。

      「なぜそこまでわかった？ スズハル提督。企業の株式構成など読み取れる軍人など聞いたこともない」

      「……よく似た構造がどこかにあるんですよ」

      「ブハ……君は面白い、非常に面白い男だな」

      「恐れ入ります」

      「フン……」

      　そこまで話すとヴァッレ・ダオスタ公は再び韜晦するような表情に戻った。

      　涼井は後を憲兵隊のロブ少佐に任せ、ロッテーシャ大尉と部屋を出た。

      　その瞬間。

      「死ねスズハル！」

      　憲兵の一人が銃を抜き涼井にむけた。

      　一瞬で涼井の血は沸き立ち血圧が急上昇する。反射的に手で顔をかばう。

      　刹那、ロッテーシャ大尉は流れるような動作で拳銃を抜きその憲兵らしき男の心臓付近と首筋に銃弾をたたき込んだ。

      　憲兵らしき男は銃を撃つことなく動作を止められ崩れ落ちた。

      　他の憲兵が数瞬遅れて涼井を守るように覆いかぶさる。

      　が、涼井の心臓は激しく動き過ぎたのか、いつもと違う動作を見せた。

      （これは……まさか心臓発作？）

      　あのときとよく似ていた。この世界に来たときだ。

      　そうして、彼の意識は暗黒の中に落ち込んでいった。

      【休暇申請】銀河商事

      　──どこからか声が聞こえる。女性の声だ。

      「課長!? 課長、大丈夫ですか！」

      　涼井の意識は意識の中から浮かび上がってきた。

      　手足に感覚が蘇る。

      　しかし何か違和感がある。

      　いつもの共和国の軍服ではない。スーツを着ているような感じがする。

      「……ここは？」

      「あぁ！ 涼井課長、よかったです！」

      　涼井はゆっくりと目を開けた。

      　ざわざわとした人の声が聞こえる。

      　背中にフロアカーペットの感触を感じる。

      　光が飛び込んでくる。

      　スーツ姿の男女が涼井を囲んでいた。

      「課長、さっき急に倒れられたんです。いま救急車を呼んで……」

      　スーツ姿の女性だが、どうも見覚えがある。意識がはっきりしてくるとようやく識別できるようになった。彼女は涼井の部下の吉田係長（二十九）だ。

      　他にも課員の男女が心配そうな表情を浮かべている。

      「そうか、私は倒れていたんだな」

      　涼井は立ち上がった。

      「課長、よかったです、てっきり……」

      　と吉田係長。

      「いや、大丈夫だ……」

      　ふと地球での記憶が蘇る。

      　そうだ。

      　涼井はこの事業を統括する事業部長と、その管掌役員の不正を発見したのだ。

      　ちょっとした横領ではなく外部に対する発注における水増しとキックバックだった。

      　特別背任だ。

      　検収のために納品物や単価を細かく見ていた涼井はそれを発見した。

      　その告発のために徹夜を続け、ついにコンプライアンス委員会に報告したのだ。

      　すべては愛する銀河商事のためだった。

      　そして涼井が退職勧奨を受けたのはそのすぐ後だ。

      　コンプライアンス委員会を統括していた管理職も、結局不正行為の仲間だったのだ。

      　自らの考えの浅さを悔い、疲れ果て、そして課に戻ってきて倒れたのだった。

      　見慣れたデスク。自分の机だ。やや幅広で無垢の木材で作られている。老舗の総合商社だが比較的、内装などの見た目はモダンで洒落たデザインに統一されていた。

      　デスクトップＰＣが一台、それに打ち合わせ用のノートＰＣ。

      　それに暇つぶし用に買ってきていた『軍師に学ぶ現代ビジネス戦略』と題された文庫本。

      　細かい名刺やら紙の書類、決済中の稟議書なんかはサイドチェストに収納されている。

      　整理整頓は涼井のモットーだ。

      　涼井はちらりと腕時計をみた。

      　十二時五分。ちょうど昼休憩の時間だ。

      「……心配をかけた、すまんが私は少々外出する……」

      「でも……」

      「大丈夫だ」

      　涼井は自分のバッグにノートＰＣと電源を詰め込みフロアの外に出た。

      　エレベーターホールに向かいすぐに下に降りる。

      　警備員のいるロビーをとおり外に出た。

      　圧倒的な雑踏。人口密度が高いのだ。

      　そして大量の地上を走る車、騒音。背の低いたくさんのビル。

      　東京にしては比較的落ち着いた地域のはずだが、涼井はいまは違和感を感じていた。

      　涼井は雑踏を抜け駅前の書店に向かった。

      　その書店で大量の本を買いプラチナカードで決済した。

      　さらに家電量販店に向かい、電子書籍端末を購入した。

      　すぐにアカウントを登録し、いくつか目当ての本を買う。

      　涼井には予感があった。初めてこの世界に来た時に使ったメモ帳。あれは地球から持って行ったものだったのだった。つまり「持っていく」ことができるのではないだろうか？

      　彼は公園に向かいベンチに腰を下ろした。

      　手には書籍の入った紙袋、ＰＣや電子書籍端末の入ったバッグ。

      　大丈夫とは言ったもののやはり目眩がし、手足がしびれていた。

      　そして。

      　血流が逆流し、心臓の挙動がおかしくなる。

      　意識が混濁し吸い込まれるように暗黒に向かう。

      （心臓発作だ……）

      　彼は薄れゆく意識の中でそう思った。

      　そして今度の心臓発作は確実に死に向かうものであると感じた。最初にあの世界に旅立ったときとは異なる。

      　その瞬間、涼井は目を覚ました。

      　ばたばたと駆けまわる見慣れた軍服姿の憲兵。

      　心配そうなロッテーシャ大尉の顔。

      （帰ってきた）

      　涼井は微笑を浮かべた。

      「提督！ お怪我は！」

      　ロブ少佐まであわてて駆け寄ってくる。

      「大丈夫だ」

      　あまり長いこと「いなかった」わけではないようだった。

      　ロッテーシャ大尉に撃たれたおれた襲撃者の遺体はまだそこにあった。

      「……提督、それは何をお持ちで？ さっきもってましたか？」

      　ロブ少佐が眉間に皺を寄せる。

      　涼井は成功を確信した。

      　彼の手には地球のノートＰＣを入れたバッグ、書籍の入った紙袋、そして電子書籍があった。

      【会計監査】革命的反戦軍の策謀

      　ある暗い一室。

      　窓を遮光状態にし、さらに装飾用にカーテンを閉め切っている。

      　長方形のテーブルが置かれスーツ姿、軍服姿の入り混じった人物たちが十名ほど座っている。

      　どの人物も無表情に上座にいる男を見つめていた。

      　その人物は小柄で頭頂部は禿げ上がっていた。あくどい狐のような陰湿な目付きをしているが態度はどことなくせわしなくげっ歯類を思わせた。

      「カン書記長」

      　参加者からの呼びかけに、その男はぴくりとした。

      「憲兵が我々のことを嗅ぎまわっているようです」

      「そのようだな……」

      　カン書記長ことジェームズ・カンは探るような目付きでそう答えた。

      「我ら革命的反戦軍は、共和国の内部革命を達成するためにきわめて緊急的に行動しなくてはならないのではないですか？」

      「まだそのときではない……我らの同志はそこらじゅうにいる」

      「“戦艦〟を率いるワイルダー将軍が逮捕されたという話もありますが……」

      　カン書記長は鼻で嗤った。

      「ブライト・リン委員長、それも些末な問題だ」

      「は……しかし……」

      　リン委員長は共和国宇宙軍の軍服を着ていた。少将の階級章がきらめく。

      　彼は現時点で公式の存在ではない、共和国軍人の労働組合の委員長だった。

      「リン委員長、それよりも労組の組織化が足りないのではないかね？」

      「今月も数十名ほどの軍人が労組に加入しております。徐々に組織化は達成されつつあるかと……」

      「なぜそう思うのかな？」

      「数が増えており……」

      「増えていることがよいことなのかね？」

      「……」

      　リン委員長は鼻白んで黙り込み、カン書記長は満足げな笑みを浮かべた。

      「書記長」

      「なんだね？」

      「さっき入った情報では、デイリーアテナタイムス社に手入れが入ったそうですが……」

      「……」

      「さらにスズハル提督暗殺も失敗したとか」

      「……なんだと？」

      　カン書記長は思わず立ち上がった。

      「ついでに我らの協力者ヴァッレ・ダオスタ同志も逮捕されたようですが……」

      「……」

      「書記長？」

      「…………」

      　カン書記長は黙り込んだ。

      　会議の参加者たちがざわめく。

      　いまの情報を知らなかった者も多かったのだ。

      「スズハル提督暗殺に失敗しヴァッレ・ダオスタ同志が逮捕されたということは、遅かれ早かれこの委員会までたどり着くのでは……？」

      　その声に会議室は静寂に包まれ、皆一様に青ざめた表情を浮かべた。

      　ここでの謀議はいわゆる反逆罪だ。捕まればどうなるか……。

      「書記長？」

      「……ま、ま、まだ、些末な問題だ……我らの同志は共和国内部にじゅ、十万も……」

      「そのほとんどは平和団体や公然活動家であって、裏の武力はまだほとんど育っていませんが……」

      「リ、リン委員長」

      「はい？」

      　カン書記長は先ほどやり込めた軍人のリンに、縋(すが)るような視線を向けた。

      「暗殺や暴動を担当する非公然活動家や艦艇部隊はどれほど集められる……？」

      「……そうですな、数日以内ということならまずは数百、もう少し時間をいただけるなら軍人あがりや警察官あがりを含めた軍事委員会の連中を数千は……艦艇なら数十は集められるかと……」

      「スズハル提督は一万隻以上の艦艇をもっているのだぞ！ その程度でどうするのだ……」

      　彼はすっかり顔色をなくしていた。リン委員長は興ざめしたような表情で書記長の醜態を見つめていた。

      「いまスズハルの奴は艦艇を率いてこのアテナ宙域に来ているわけではありません。憲兵隊もせいぜい数個中隊というところでしょうな」

      「……」

      「スズハルの奴はいま州政府に臨時の事務所を開設して憲兵隊を指揮しているだけでしょう。あとは軍港に定期巡回している沿岸警備隊か、駆逐艦が数隻といったところ。いま我らの全力を集めて彼らを襲いアテナ宙域で革命の狼煙(のろし)を上げては？」

      「……そ、そうだな、そうしよう……」

      「では準備がありますので……」

      　リン委員長は数名の軍服姿の男たちと席を立った。

      　カン書記長はしばらく放心していたが、やがて自らの役割を思い出したのかいくつか指示を下し始めた。

      　アテナ宙域に急に旅行者が増え、さらに工廠が設計した艦艇を受注生産しているフォックス・クレメンス社が製造している艦艇の点検航行の指定先がアテナ宙域に指定されたのは数日後のことだった。

      　アテナ宙域の宇宙港には続々と旅行者がやってきた。急増する旅行者に州政府は自らのＰＲ施策が当たったことを誇った。

      　さらに以前から誘致を試みていたフォックス・クレメンス社との提携話が急進展した点も喜ばしいと考えられていた。

      　しかしこれらの現象はもちろんリン委員長の策謀によるものだったのだ。

      
        

      

      　首都星であるゼウスのもっとも近傍の惑星系である惑星アテナの都市ではその日、雪が降っていた。

      　地球に似た環境を作るために都市の周辺全体で人工的な気流のドームを作り出しており、雪は人工雪だったがしんしんと降り注ぎ人々の目を楽しませた。例年であれば古式ゆかしい雪だるまを作る子供たちもいたところだ。

      　しかしこの日は少々異様だった。

      　工事用のヘルメットなどをかぶり、マスクを着用し、プラカードを掲げた騒々しいデモ隊があらわれたのだ。

      　ぞろぞろと数千人にもなる人間がまとまって歩く姿は、人口密度の低いこの世界では異様な光景だった。

      　それぞれ「反戦平和」「エドワルドは辞めろ」「帝国と今こそ和解を」とさまざまな色合いで書かれたプラカードが乱舞していた。一般の民衆はその光景に驚き家やオフィスビルの中から彼らを眺めていた。

      　デモ隊はまっすぐ州政府の庁舎に向かっていた。

      　突如あらわれたデモ隊に地元の警察もかけつけたが、数人の警官がやってきたところでデモ隊は規制できずに突き進んだ。彼らは警官に対して怒声を上げ威圧し抵抗を排除していった。デモ隊によって拳銃は奪われ、ひどく暴行をうけた警官もいた。

      　州政府の警察はその報告に驚き人数を集めたが、惑星に広く点在しており、中央庁舎周辺に地上車でバリケードを構築して配備できたのはせいぜい数十人といったところだった。

      　数千人のデモ隊は州政府の庁舎を半包囲し、バリケードを挟んで警察隊と対峙しはじめた。

      　次々に罵声を上げ、中にはどこからもってきたのか建材のブロックをもって投げはじめるデモ隊のメンバーもいた。

      　雪の街での騒擾のはじまりだった。

      　ブロックが飛び交い警官隊が耐える。

      　その中、路地に数名の男たちが固まっていた。

      　その中の一人はコート姿にハット、マフラーを口元まで上げて顔を隠していた。

      　革命的反戦軍の一人であり、宇宙軍少佐でもあるリン委員長だ。

      　民間人の服装をしているが、立ち居振る舞いは軍人のそれだった。

      　彼をデモ隊メンバーが数名護衛するかのように囲んでいるが、そのメンバーたちが手にしているのは小銃だった。

      　リン委員長は口元をゆがめて邪悪な笑みを浮かべた。

      「やれ」

      「はっ」

      　命令を受けたデモ隊メンバーが小銃をかまえる。

      　その狙う先は警官隊ではなく今まさに警官隊と対峙しているデモ隊だった。

      　銃声は一発。

      　くぐもったようなパシューンという音が響き、今まさにブロック片を投げようとしていた男の左肩から先を吹き飛ばした。何が起こったのかわからないような表情を見せ、彼はそのまま地面に倒れた。

      　沈黙。

      　周囲のデモ隊達はあまりの事態に固まって動けない。

      　そのとき。

      「警官が撃ったぞー！」

      「あいつらを殺せ！」

      　リン委員長の合図であちらこちらで声が上がる。

      　もちろんその男を撃ったのはリン委員長の部下だ。

      　しかしその罪を警官隊になすりつけるために大声を上げさせたのだった。

      　デモ隊の参加者たちは口々に怒りの声を上げ、バリケードに殺到した。

      　中には火炎瓶を手にしている者もいる。

      　火炎瓶がバリケードの中に投げ込まれ、運の悪い警察官に当たり火が上がった。

      　特に暴徒鎮圧用の装備でもなく普通の制服だったためか繊維が燃え上がり、警察官は雪の中に転げまわった。

      　その同僚の姿を見て警官隊はいきりたった。

      　今度は本当に銃を抜き発砲をはじめる。

      　バリケードの中から撃たれデモ隊は数名が倒れた。

      　膝を撃ちぬかれ雪の積もった路上に血の跡をまき散らしながら苦しんでいる者もいる。

      　事態は完全に最悪の状態へと進みつつあった。

      　数千人のデモ隊が殺到し、バリケードのない庁舎の壁を登りはじめる者が出た。

      　数名が庁舎の中に降りるのに成功すると、後は堰を切ったようにどっとデモ隊が庁舎の中に入り込みはじめる。

      　多少撃たれたところでその流れは変わらなかった。

      　そしてその様子を数ブロック離れたビルの上から一心不乱に撮影している者たちがいた。

      　デイリーアテナタイムスの刻印がある小さなカメラをもつた数名の男だ。デイリーアテナタイムスの手入れからの逃亡に成功した者たちだった。

      　カメラに向かって話しかけるレポーターはある意味で嬉しそうに叫んでいた。

      「ご覧ください！ 腐敗したアテナ宙域の民衆たちが怒りを爆発させついに庁舎に突入しているのです！ 民衆の怒りです！ これは革命です！ 撃たれた同志たちもいます！」

      　同時に都市のいたるところで爆発が起き炎上しはじめた。

      　救急車と消防車がサイレンを鳴らし、街を走りまわりはじめる。

      　歴史に残る騒擾(そうじょう)の日のこれは幕開けだった。

      
        

      

      「提督！ 大変なことになりましたぞ！」

      　ドスドスと足音を立てて涼井の臨時執務室にやってきた者がいた。

      　転び込まんばかりの勢いで執務室に入ったのは憲兵隊のロブ少佐だった。

      「ロブ少佐か」

      「大変なことに……ん？ 提督、それはなんですか？」

      　ロブ少佐が不審そうな目付きで涼井の手元にある金属製の四角い機械を見た。

      　何やら古式の画面がついたデバイスのようだ。

      　もちろんそのデバイスは涼井が地球から持ち込んだノートＰＣだ。

      　だが彼はロブ少佐の問いに答えず冷徹な目でちらりと彼を見やった。

      「大変なこととは？ ロブ少佐」

      「……はっ、すみません。実は……」

      　ロブ少佐が言うにはアテナ宙域の州政府庁舎に数千人のデモ隊が押し寄せているとのことだった。

      　狙いは騒擾とスズハル提督だったのだろう。

      　しかし。

      　ここは都心部から少しだけ離れたシティホテルだった。

      　四つ星だが会議室を備えている。執務にちょうどよいジュニアスィートも空いていた。

      　涼井は前回のヴァッレ・ダオスタ公尋問と自身の暗殺未遂事件から危険を察し、少数の者だけが知る場所に執務室を移していたのだった。

      　都心から離れ公園に面したこのホテルは居心地がよかった。

      　さらにロブ少佐の提案で、涼井の泊まる部屋は最上階とし、左右の部屋、および直下の部屋は宇宙軍の経費で借り上げてあった。借りた部屋には数名の憲兵が泊まり込み、ホテルに面した公園には目立たない場所にロッテーシャ大尉の陸戦隊員が潜んでいる。

      　その間にもロブ少佐による状況説明は続いていた。

      「いまやバリケードを挟んで銃撃戦まで生起しており、庁舎が陥落するのは時間の問題かと……」

      「ふむ……」

      「さらに我々がつかんでいる情報によると、どうも一部の宇宙軍兵士が軍籍を離脱し騒擾に加わっているようです！」

      　涼井の目がきらりと光った。

      「確かか？ 少佐」

      「はっ、いま細かい人別は行っている最中ですが、少なくとも数十名規模のようです。火器のもち出しも確認されています」

      「ふむ……」

      　涼井は地球の端末を閉じ椅子に深く座り直した。

      　眼鏡の位置を直す。

      「……宇宙軍の掴んだ情報ではさらに革命的反戦軍のものと思われる艦艇の集団が近づいてきているようだ。その数およそ数十。戦隊くらいの数ではあるな」

      　ロブ少佐は血相を変えた。「なんですと!?」

      「さらに艦艇の受託建造企業のフォックス・クレメンス社が怪しい動きをしているそうだ」

      「とんでもないことになりましたな……」

      　涼井は眼鏡をくいっと上げた。

      「ふ……よいではないか。逆に言うとこれまで潜在的だった国内の敵性勢力が浮き彫りになったのだ。むしろ膿を出すべきときだと思わんかね？」

      「提督……そこまでお考えとは……」

      「顕在化した陰謀など国家権力の敵ではないさ」

      「しかしやってくる艦艇はどうします？」

      「どうせ共同訓練もまともにやっていない連中だ。普通の艦隊が到着するよりも時間がかかる。奴らは間に合うと思っているだろうがそうはいかん」

      「なるほど……」

      「実は惑星ゼウスから第一艦隊の分艦隊を数百ほど派遣してもらった。仮にフォックス・クレメンス社が追加で艦艇を提供したところで何もできんさ。陸戦隊も積んでいる」

      「おぉ……」

      「それより君が率いてきた憲兵大隊に急ぎ武装をさせろ。デモ隊による庁舎の包囲を排除するのだ」

      「はっ」

      「多少は熱に浮かされた一般人もいるかもしれんが、九割クロならとりあえず制圧だ。銃をもっている相手がいるなら容赦なく撃て」

      「かしこまりました」

      　ロブ少佐は敬礼しさっと出て行った。

      　涼井はその後ろ姿を見守ると、この世界の端末を出しどこかに通話を行った。

      　その相手の人物は涼井の指示を了解したようだった。

      　涼井は微笑を浮かべ、ホテルの部屋のカーテンを端末を使って閉じた。狙撃を警戒してのことなのであった。

      　この状態であれば警戒しても警戒し過ぎることはない。

      　涼井は地球でのうかつな行動を悔い、二度と繰り返すまいと誓っていたのだった。

      
        

      

      　アテナ宙域の中央庁舎には数千人のデモ隊が詰めかけ、バリケードや壁を乗り越え火を放ちブロック片を投げつけていた。

      　警察隊は発砲しながら防衛ラインを縮小していたが、はぐれた警察官はデモ隊に絡めとられ集団で鉄パイプを振り下ろされていた。

      　おそらく怪我だけではすまない警察官もいたであろう。

      　仲間の死傷に激昂するところだが、あまりに相手が多く、いかに難燃性の物質でできた建物とはいえ、引火性の液体をかけられ火をつけられればさすがに炎上する。

      　黒煙がいくつも上がり、それは都心部からであればどこからでも観測できた。雪の都市に黒煙はあまりに似つかわしくなく異様な光景だった。それは騒擾の現場から聞こえる銃声や怒声と相まってかなりの惨状を呈していた。

      　さらに惑星アテナに接近しつつある艦艇の集団があった。

      　共和国の艦艇のシルエットではあったが、それぞれが派手な極彩色に塗られ何かのスローガンが書き殴られている。

      　革命的反戦軍の艦艇部隊だった。

      　艦艇はとても陣形を組んでいるというような隊形ではなかったが、それでも惑星の衛星軌道に侵入し、内火艇を惑星アテナに下ろした。内火艇は大気圏に突入し、徐々に速度を緩めながら中央庁舎の真上にやってきた。

      　内火艇といっても全長三十メートルはある、短距離用とはいえ立派な宇宙船だ。

      　それが無理やり庁舎の屋上に乗り付け、そこからわらわらと工事用のヘルメットをかぶり手に手に銃や鉄パイプのようなものをもった革命の戦士たちが躍り出てきた。

      　そのなかの一人が汚いノボリを打ち振るった。

      　共和国のマークに赤いバツ印をつけたものだ。

      　デモ隊から歓声が上がった。

      　とかく革命戦士たちは庁舎に立て籠もる警官隊と熱心な銃撃戦をはじめた。

      　訓練を受けているものはあまりいなかったが、それでも人数は多くこの距離なら素人が撃っても運悪く当たってしまう者もいる。

      　警官隊はたちまち劣勢になった。

      　デモ隊は熱狂しますます破壊活動を続ける。

      　その様子をデイリーアテナタイムスの残党の記者は少し離れたビルの屋上で撮影している。

      　カメラ役が一名、レポーター役が一名。

      　こういう報道記者はたいていの場合こうしたカメラマンとレポーターの経験があるものだ。

      「おお！ 我らが革命的同志の援軍です！ 援軍がやってきました！ 大統領エドワルドの忠実なる戦士たちです」

      　レポーターが叫ぶ。

      「ご覧ください！ アテナ州政府の知事カーンです！ カーンを捕らえたようです！」

      　涼井を宇宙港で出迎えた知事のカーン博士が革命戦士に捕らえられた様子をカメラはとらえていた。

      　カメラが庁舎にフォーカスする。

      　カーン博士は革命的反戦軍の戦士に両脇を固められ連行されていく。

      　彼は額から血を流し怯え切った様子だった。

      　足元には数名の警察官が倒れている。

      　どうみても普通ではない量の血を流して呻いている警察官もいた。

      「見ろ！ 我らが同志の勝利よ！」

      　その映像を机の上の空間に投影している人物がいた。

      　革命的反戦軍のジェームズ・カン書記長だ。

      　キツネのような狡猾な表情を浮かべ、今は暗い喜びが全身からあふれ出しているかのようだった。

      　その場にいる革命的反戦軍の幹部たちは「おぉ……」と感嘆とも同意ともつかぬ声をもらした。

      　ジェームズ・カン書記長は空中の映像をつかみ拡大した。

      　うなだれたカーン知事は、興奮したデモ隊の群衆に絡めとられ、吊し上げられている最中だった。

      　罵声を浴びせかけられ、ありとあらゆる人格否定をされ、いまにも本当に観葉樹にでもロープで吊されんばかりの勢いだった。人民裁判だ。

      「すばらしい！ 帝国主義的な俗物は処断するべきだ！」

      　カン書記長は邪悪な歓喜を見せた。

      　画面の向こうのレポーターもまさに熱狂の頂点で実況しており、いまにも革命歌でも歌いかねないほどだった。

      　そして突然画面は途切れた。

      「何事……？」

      　カン書記長は熱狂を途中で醒まされ冷水を浴びたような表情になった。

      　そのとき。

      　カメラマン役の記者からちょうど撮影端末を取り上げた人物がいた。

      　カメラマン役の頭には威嚇のため小銃が向けられている。

      「おっとっと、撮影はここまでにしていただきましょう」

      　憲兵隊のロブ少佐だ。

      　礼儀正しくにこやかな笑顔だが目は笑っていない。

      　手慣れた手つきで端末を没収し電源を切る。

      　ビルの屋上にあらわれた憲兵は一個小隊ほどもいるだろうか。

      　きびきびとした動作でレポーターも制圧して拘束する。

      「さて．……まずは提督の読みどおりになっていますな」

      　彼が眺める中央庁舎では、デモ隊に暴徒鎮圧用の装備をした憲兵隊が殴り込み、特に過激な連中の制圧と検挙を行いつつある最中だった。デモ隊は憲兵隊のシールドと警棒で押さえ込まれ、銃をもった革命戦士は発見次第、即射撃で制圧されていった。

      　革命軍の内火艇は事態を察して逃れようとしたが、どこからか撃たれたミサイルで推進部を破砕されふらふらと都心から離れた位置に向かって高度を下げはじめていた。

      　ロブ少佐はにんまりと笑顔を見せ、部下にさらなる指示を下しはじめた。

      【半期決算】天地同時の攻防

      　惑星アテナの中央庁舎付近では、憲兵隊の一個大隊と数千人のデモ隊の騒擾は続いていた。

      　デモ隊はほとんどが別の宙域からやってきた活動家で、アテナ人はほぼいなかった。

      　拘束したデモ隊メンバーが増えるにしたがい、そのことは明らかになっていった。

      　それにつれてロブ少佐の対応はより苛烈になっていった。

      　一方でアテナ上空には、数十隻の極彩色の塗装をほどこした革命的反戦軍の艦艇がおり、衛星軌道上を周回していた。

      　しかし隊形は乱れ艦隊とは言い難い雑然とした様相を呈していた。

      　そして彼らの一部は革命的反戦軍の同志であり共和国軍や沿岸警備隊の者もいたが、かろうじてパトロール艇の艇長や当直士官の経験者はいても艦隊指揮経験者はいなかった。さらに指揮官は革命的反戦軍の幹部で軍務経験もない者も多かった。

      　艦艇そのものの運用や維持はフォックス・クレメンス社から出向した社員が行っていた。

      　しかし彼らはあくまで顧客の試験航行を受注したと説明されており、革命的反戦軍の戦闘部隊として堂々と反乱を起こしていることは知らなかった。

      　重力子探知装置の経験者も革命的反戦軍にはいなかったため、誰も敵を警戒していなかった。

      　ゆえに共和国首都であるゼウス宙域から駆けつけた第一艦隊の分艦隊、ササキ准将の艦艇群が接近してきていることにほぼ誰も気がつかなかったのは必然だったのだろう。

      　艦艇という巨大で高性能な武器をもち、それを運用し、アテナ宙域の衛星軌道に到達して現地の政府側の戦力と比べると圧倒的に勝る状況になった時点で満足してしまったのだった。

      　ササキ准将の分艦隊は高速巡洋艦と駆逐艦だけで構成されており、通常の編成に比べると火力と装甲では劣ったが、機動力は一級品だった。

      　彼は巧妙にアテナ宙域に接近した。

      　探知されやすくなるリスクはあるものの、彼はリアクト機関を最大限にふかし最大の巡航速度で惑星アテナから見て恒星を挟んだ反対側から接近した。

      　アテナ宙域の恒星は白色矮星だ。

      　重力や恒星から得られるエネルギーは低い。

      　その代わりにアテナ宙域では第一惑星において補助的に核融合炉を動かしている。

      　それらの要素が組み合わされて、艦艇が接近する際の欺瞞になった。

      　首都惑星ゼウスに駐留する経験が長かった第一艦隊は、このあたりでの訓練に慣れており、当然この特性もわかっていた。

      　もちろん慎重なオペレーターがきちんと二十四時間警戒していれば、攻撃の兆候は発見できる。

      　しかしササキ准将はあらかじめ「敵の迎撃の兆候がなくても罠ではない、安心して突撃しろ」という涼井の指示を事前に受け取っていた。

      　迷うことなく訓練ではよく使うルートで惑星アテナの衛星軌道にある革命的反戦軍の艦隊を強襲した。

      　ササキ准将はほっそりと背の高い男性で年齢のわりには涼しい目をしている。

      　性格もどちらかというと陰鬱な性格をしているが、戦闘は勇猛果敢な指揮ぶりで知られていた。

      「射程に入るか入らないかのところで質量弾を一斉に撃て」

      　その指示どおりにササキ艦隊の二百隻は整々と攻撃隊形を整え、革命的反戦軍のやや後下方から近づいた。

      　そして質量弾を斉射した。

      　宇宙空間を引き裂くような速度で質量弾の群が革命的反戦軍に突き刺さった。

      　いくつもの光芒が生まれた瞬間、一割の艦艇が破砕された。

      　もちろんこれはササキ准将の計算だった。

      　まともに照準すれば戦力差もあって瞬時にほぼ六〜七割は破壊できただろう。

      　しかしそうすると情報を得られない。

      　反戦的革命軍の艦隊は混乱するどころではなかった。

      　呆然としたかのように動きを止める艦艇、あわてたように艦首の向きを変えようとする艦艇、惑星アテナに降下しようとする艦艇などさまざまだった。

      　ササキ艦隊は、惑星アテナに降下しようとする艦艇には容赦なく光弾をたたき込んだ。

      　破砕された艦艇は残骸となって大気圏に降り注いだが、そのほとんどは燃え尽き地表に被害はなかった。

      　ササキ艦隊は攻撃をしかけるとそのまま縦隊となって衛星軌道に入り、反戦的革命軍の艦隊の側面をすり抜けた。

      　その際に小口径の光弾を無数にたたき込み、相手の銃砲塔を潰した。

      　ほぼ一撃で無力化された反戦的革命軍をよそに、衛星軌道を一周するとともに徐々に減速し速度を合わせた。

      　そして比較的無傷の艦艇に対して艦艇を横付けし陸戦隊が乗り込むとあっというまに反戦的革命軍の者たちやフォックス・クレメンス社の社員たちを制圧し拘束した。

      　ササキ艦隊にとっては、海賊対処などで慣れた状況だった。

      　この日、反戦的革命軍の唯一の艦隊はわずか数分で壊滅したのだった。

      
        

      

      　首都惑星ゼウスから派遣されたササキ艦隊が革命的反戦軍の艦艇群を蹴散らしていたころ。

      　そして惑星アテナの中央庁舎で憲兵隊とデモ隊が抗争を繰り広げている最中。

      　不穏な気配が惑星アテナの都市部に漂っていた。

      　目深に帽子をかぶりコートの襟を立てた数名の男たちがアテナレジデンスホテルに向かっていた。

      　全員カーキ色の古びたコート姿で黙々と歩く姿は異様だった。

      　アテナレジデンスホテルは中心部から少しだけ離れ、大きな公園にも面したシティホテルだ。

      　要人が宿泊することもある。

      　そして、ここに共和国宇宙軍第九艦隊司令官のスズハル提督が宿泊しているという情報を彼らはつかんでいた。

      　この男たちは革命的反戦軍のなかでもブライト・リン宇宙軍少将にして反戦的革命軍の労働組合委員長の最大の秘策を担う者たちだった。

      　彼らはブライト・リン自ら育成した、暗殺などの汚い仕事を請け負う連中だった。

      　すでに数名の保守派の人士を殺害したことがある。

      　軍人ではなかったが暗殺には特化した連中だった。

      　そして狂信的なまでに革命的反戦軍の思想を信じ切っていた。

      　目付きは鋭く澱んでおり、しかし油断のない歩き方から只者ではないことは見て取れる。

      　彼らは数日前からホテルの従業員を買収し、清掃業者になりすまして入り込み、スズハル提督が公園に面した最上階に宿泊していることまでつかんでいた。

      　そして懐に拳銃とナイフを忍ばせ、まっすぐホテルに向かって街路を歩いていた。

      　人工雪はとっくに止んでいたが、路上が少々凍りついていた。

      　それを踏みしめるように彼らは前進する。

      　いつもは行きかう人々もいるのだが、今日この日は中央庁舎における大規模場騒擾のためにほとんどのアテナ市民は外出を控えていた。

      　男のリーダーはモイという浅黒く日焼けした無精ひげの男だった。

      　彼はこれまで数名の軍人、ジャーナリストを暗殺したことがある。

      　彼に向かってジェームズ・リン労働組合委員長は言ったものだ。

      　──どんなに戦術的に優れた将帥でも暗殺には弱いものだ。戦闘に強くて指揮能力が高くとも本人はただの人間だ。奴を排除してしまえば我々の革命はより前進するだろう──

      　モイは三人の部下と公園に差しかかった。

      　近道のために公園に入り込み、ホテルの裏口を目指す。

      　そこからであれば異様な風体でも入り込みやすいのだ。

      　すでにホテルのバックヤードを担当する女性を買収して、この日は裏口には警備員が立たないように仕組んでいた。

      　緑っぽい髪の毛のさっぱりした女性だったが、数百共和国ドルで買収できた。

      　公園の樹木のあたりを過ぎたあたりだろうか。

      　ふと何かの音がした。衣擦れのような、葉がこすれるような。

      　ふとモイは振り返った。

      　二名の部下がきょとんとこちらを見ている。

      「ジョーンズはどうした……」

      　突如として一人消えていた。

      　彼は混乱した。

      　その瞬間、樹木の影から一人の男が飛び出してモイの部下を背後から羽交い絞めにし、疾風のような速度で部下ごと茂みに引きずり込んだ。

      　モイは気づいた。

      　襲撃されている。

      「だっ、誰かいるぞ！ 銃を抜け！」

      　モイはあわてて拳銃を懐から取り出した。

      　残された一名の暗殺チームの男もナイフを抜く。

      　スズハル提督に突き立てる予定だったナイフだ。

      　その瞬間、暗殺チームの男の右手がはじけ飛び、血しぶきをまき散らしながらナイフが宙に舞う。

      　モイは本能的に地面に伏せた。

      　その瞬間、モイの背中に何かがのしかかってきた。

      　拳銃を蹴り飛ばされ複雑な形で右腕の関節を極められる。

      「な、な、何ごと……」

      「おとなしくしたほうがよいわよ」

      　低い女性の声で囁かれる。

      　かろうじて視線を向けると緑がかった髪の毛の短髪の女性がこちらを冷たい目で見降ろしている。

      「お、お前は……お前はホテルの……」

      「罠にかかったようね」

      　その女性……陸戦隊のロッテーシャ大尉は、容赦なくモイを締め上げた。すでにその他の暗殺チームを全員拘束し終わった彼女の部下があらわれモイも拘束する。

      　モイは何か叫ぼうとしたが陸戦隊員が黙らせ連行した。行き先は憲兵隊のロブ少佐の尋問室だ。

      　ロッテーシャ大尉は端末を取り出した。

      「はい、暗殺チームは確保しました。引き続き警戒します」

      　──報告を受けた涼井はにやりと笑った。

      　彼はホテルにはすでにいなかった。

      　広々とした舗装された地面が延々と続く。

      　ところどころにレーダーなどが並び巨大なドックが並んでいる。

      　アテナ宇宙港だ。

      　涼井はすでにホテルを隠密裏に離脱し、惑星アテナの宇宙港に戻ってきていたのだった。

      　傍らには副官のリリヤ、そして彼を迎えにきたのは首席幕僚のバークだ。

      「さていよいよ大掃除だな」

      　涼井のこのときの表情をもしも革命的反戦軍のカンやリンが見たら卒倒しかねない迫力があった。

      　そして涼井はこの機会に共和国内部の大掃除をするつもりだったのだった。

      【決算】フォックス・クレメンス社の正体

      　ポセイドン宙域は辺境のヘラ・ハデス両宙域に近く、共和国の中でも有数の軍需工場地帯として知られていた。

      　居住のための惑星である惑星ポセイドンは九十八パーセントが液体の水で覆われており、巨大な波の影響で陸地には居住できないため、人々は海中か空中に都市を浮かべていた。

      　軍需工場は惑星ポセイドンの巨大な衛星に分布しており、全体で年間数万隻もの艦艇を建造していた。

      　この惑星ポセイドンに彼のフォックス・クレメンス社の本社がある。

      　ＣＥＯであるジェスター・クレメンス氏は涼井達の調べで革命的反戦軍の重要な同志であることもわかっていた。

      　デイリーアテナタイムスの大株主でもある。

      　そして革命的反戦軍に、どうやってか艦艇を供給しているのもフォックス・クレメンス社だった。

      　フォックス・クレメンス社は艦艇を供給していると同時に訓練の一部を受託し、常に二千隻前後の艦艇を民間企業として保有しており共和国軍の訓練なども支援していた。

      　ときには新造艦艇の操舵からメンテナンスなども請け負っており、アテナ宙域で反戦的革命軍の艦艇の一部を動かしているのもフォックス・クレメンス社だった。

      　一方でフォックス・クレメンス社はポセイドン宙域でも有数の軍需企業であり、共和国議員への献金も行われて共和国内でもそれなりの地位を築いているのもまた事実なのだった。

      　そしていま、ポセイドン宙域には、涼井率いる第九艦隊の全軍一万二千隻が侵入しているのだった。

      　以前の帝国軍との戦いで共和国艦隊は大きく傷つき、まともに稼働できているのはアルテミス宙域のロアルド提督の艦隊、涼井の第九艦隊をはじめとする七、八個艦隊に過ぎない。

      　ポセイドン宙域に完全無欠な一個艦隊があらわれるのは久々のことであった。

      　涼井は艦隊を整然と整えて惑星ポセイドンの公転面から見て直上から侵入した。

      　公転軌道をかすめるように減速し、恒星をまわって惑星ポセイドンに向かった。

      　その前にあらわれたのは千五百隻ほどのフォックス・クレメンス社の艦艇群だった。

      　彼らは惑星ポセイドンの衛星軌道に入ろうとする第九艦隊を邪魔するかのように軌道に割り込んできた。

      　訓練用の艦艇を示す黄色に赤の派手な塗装はきらきらと恒星の光を反射し、暗黒の宇宙空間にきらめく流星群のように見えた。

      「ほう、邪魔してきましたな」と主席幕僚のバーク。白ひげをしごきながら顔をしかめている。

      　涼井は久々に旗艦「ヘルメス」の提督席に座って目の前のメインモニタを見つめていた。

      「そうだな……直接的な妨害に出てくるのは予想外だった」

      「先方から通信……というよりメールが入っています！」とこれはリリヤ。久々の艦隊勤務だからか肌がツヤツヤしている。

      「ええと……『こちらは定常訓練である。契約外の訓練は承っていない。何ゆえ侵入されるのか意図を明白にせよ──エメット退役少将』だそうです」

      「ほう、あのエメット少将ですか」

      　バークが顎髭を触る。

      「知っているのか？」

      「まぁ我々よりだいぶ年上ですが、帝国軍との戦いでなかなか活躍した猛将ですよ。退役後は民間企業の嘱託やってると聞いてましたが、フォックス・クレメンス社でしたか……」

      「軍人の癖は抜けていないようだな。まるでポセイドン宙域の駐留艦隊の司令官かのようだな」

      「仰るとおりです。しかも『契約外』ときましたか」

      「ふむ……」

      　涼井はしばらく思案した。

      「まぁ何はともあれ、彼がこちらの意図の妨害に出ているのは明白だな。だがプライドがずいぶんと高い御仁のようだ。このようにしよう……」

      　涼井はひそひそとバークとリリヤに作戦を伝えた。

      
        

      

      　フォックス・クレメンス社所属の艦艇にスズハル提督から連絡が入ったのはすぐのことだった。

      　エメット退役少将宛に非常に丁寧なメールが入ったのだ。

      　それはエメット退役少将の赫々(かくかく)たるかつての武勲を称賛し、非常に丁寧に具体的な事例に言及したうえで、スズハル提督にはなんらの他意もないことを記載した文章だった。

      　これはいたくエメット退役少将のプライドをよい方向に刺激した。

      　エメット退役少将はスズハル提督の話を聞く気になり、通信上でだが映像を交えて会談を行った。

      　その数時間後には「フォックス・クレメンス社への監査が必要なことをエメット退役少将が理解し、さらに彼が望むならエメット退役少将の現役復帰を後押しさせていただく」との涼井の提言にすっかり感動し、二千隻ものエメット退役少将の率いるフォックス・クレメンス社の艦艇群は停船と武装解除に応じた。

      　その間に惑星ポセイドンの、岩石でごつごつした巨大な衛星に対して輸送船より陸戦隊が空挺降下をはじめた。

      　艦隊の陸戦隊から二個機動降下旅団が使用されることとなり、隊員たちは降下用カプセルに入った。

      　降下用カプセルは一人用で、カプセルの機能で減速しながら衛星や惑星に降り立つことができる。

      　ロービジ塗装のため光も殆ど反射しない。漆黒の闇の中に僅かな識別灯だけが赤く光るカプセルが放り出されていく光景は、まるで地表に降り注ぐ虚空を駆ける流星群のようだった。

      　カプセルから飛び出した機動降下旅団の兵士たちは次々に衛星上のフォックス・クレメンス社の施設を制圧していった。

      　予想に反し反撃などはなくほとんどの施設は無抵抗で接収されていった。

      　しかしフォックス・クレメンス社の所有物の一つでは様相が違った。

      　艦艇の火砲を試験する試験場でそれは起こった。

      　フォックス・クレメンス社の幹部社員、労働組合員たちが本来は軍に納品するべき銃砲類を用いて激しく抵抗してきたのだ。

      　惑星ポセイドンの衛星には大気はない。

      　無音で射出される銃砲弾がバチバチと衛星の表面を削った。

      　機動降下旅団はその時点で広く散開しており、試験場の建造物の正面にいた中隊はその突然の攻撃に数名が蒸発した。

      　地形に伏せて反撃したが火砲の試験場の建造物は堅牢だった。

      　地上に試験のため設置されていた駆逐艦用の砲塔まで使ってきたのだった。

      　その報告を受け涼井は無血での占領を諦めた。

      　追加で機動野砲連隊のうち軽量砲大隊を降下させた。

      　フォックス・クレメンス社の試験場からは見えづらい位置に下ろし、そこから一斉に砲撃をはじめた。

      　もちろん艦艇からの砲撃も考えたがそれでは完全に試験場を潰してしまい占領できなくなることを恐れたのだった。

      　それより小型だが十分な威力のある砲弾は試験場の砲塔を吹き飛ばし建造物の壁を破砕した。

      　続いて軽量砲が煙幕を撃ち込むとほぼ同時に降下旅団の兵士たちが試験場に殺到し、一気に占領した。

      　それがフォックス・クレメンス社が保有する最後の施設だった。

      　涼井の艦隊があらわれてからわずか半日でフォックス・クレメンス社の接収は完了したのだった。

      
        

      

      　フォックス・クレメンス社との攻防は終わった。

      　接収からすでに三週間が過ぎた。

      　憲兵隊のロブ少佐を中心に主計官まで入れてフォックス・クレメンス社の登記簿、株式、株式構成、役員、財務諸表などすべてを調べていた。重要な書類は涼井も閲覧できる。

      　涼井はいま、もともと予定していたアフロディーテ宙域に移動していた。

      　アフロディーテ宙域の恒星は主系列星で力強く、その第二惑星である惑星アフロディーテは非常に地球に似た惑星だった。

      　ただ惑星全体がリゾートとして開発されており、特に赤道付近の多島海(アーキペラゴ)は共和国中から観光客がやってくる有名なビーチリゾート群だった。

      　涼井はその中のとある島で軍高官用の保養地をセキュリティを理由に借り切っていた。

      　ホテルパライソはその中心になる施設で、四つ星から五つ星ホテルと比べても遜色はない。

      　従業員は訓練を受けた軍属で、さらにロッテーシャ大尉の陸戦中隊を配置して護衛している。

      　沖合には涼井の艦隊の駆逐艦が海上に数隻停泊していた。

      　その威容はまるで海中から突如出現した古代の要塞の遺跡のようだった。

      　涼井は力強い光線を受け、ビーチチェアに寝っ転がりロブ少佐の資料を端末で読んでいた。

      　小テーブルにはアルコール度数が強めのカクテル。

      　正直言って最高の気分だ。

      　波は穏やかでこの小島の小さな山も豊で強い緑に染まっている。

      　この惑星の特徴は多少の改造はしているが天然の海、天然の太陽がウリなのだ。

      　涼井は昼近くまで睡眠をとり、朝食兼昼食をゆっくりと味わい、こうして仕事がてら寝っ転がる日課を送っていた。

      　もちろん大統領エドワルドの勧めもあるが、ストレスを解消し疲労をとるのも仕事の一種ではある。

      　フォックス・クレメンス社は帝国派のアテナデイリータイムスよりも真っ黒だった。

      　よりによってＣＥＯのジェスター・クレメンスなる人物は正確には存在せずヴァッレ・ダオスタ公の変名であることがわかった。

      　ヴァッレ・ダオスタ公本人はいまだに捕虜収容所に収容されているが、フォックス・クレメンス社には株式から何から何まで帝国の息がかかっているかのように見えた。

      　しかし正確には帝国というよりもヴァッレ・ダオスタ個人のものであって、彼はそこから得られる軍事情報や共和国の情報を自在に操り、アルファ帝国内での権勢の強化に使っていたことが判明したのだった。

      　実際にアテナ宙域では騒乱が起きた。

      　幸いアテナ宙域の騒擾も完全に鎮圧し、カンなどを含む革命的反戦軍の幹部もあらかた捕獲し終わっていた。

      　涼井はため息をつき、カクテルを呷った。

      　なんのフルーツかはわからないが酸味と甘みがよく溶け合った良質の酒だった。

      「提督ー！ 泳ぎましょー！」

      「ははは提督ー！ 楽しいですぞー！」

      　波打ち際で水着姿のバークとリリヤが遊んでいるが涼井はとりあえずそれを無視した。

      　涼井暗殺計画を含むかなりの部分が解明され、革命的反戦軍もほぼ帝国側が作ったことが明らかになった。

      　平和や共生を謳い文句にし、実際には共和国の軍事力を抑制し帝国に資するための組織だったのだ。

      　さらに内部分裂を誘い帝国へ情報も流す。

      　涼井がかつていた地球でもよくある光景だ。

      　ただ帝国といってもこうした闇は選定公などの帝国の中枢にいる貴族たちによって構築されたもので、涼井にはあのリシャール公すら振り回されていたように思えてもくるのだった。

      　ただ一つ気になる情報があった。

      　チャン・ユーリン提督という人物がいる。

      　彼は二十代後半で非常に若いが、チャン提督がいた第三艦隊は昔の作戦でほぼ上級指揮官が戦死したことがあり、人手不足もあって二十代で中将にまで上ぼり詰めた男だ。

      　彼はとある事故で負傷し第三艦隊をサンダース提督に譲った。

      　そのままサンダース提督はアルテミス宙域での会戦に参加しゲーテ提督、サジマ提督などといっしょに戦死したのだ。

      　それまでの第三艦隊は非常に強く涼井の前身であるスズハル提督に勝るとも劣らぬ、いや、それ以上の活躍をしていたことがあるらしい。

      　スズハル提督以上に厭世的で軍上層部への悪口雑言もはばからないが、戦闘では強くしばしば帝国艦隊を撃破し武勲も赫々たるものがあった。

      　しかしそのチャン提督が実は帝国の協力者である可能性が浮上しているのだった。

      　ときおり、撃破した相手に情けをかけ、むしろ共和国の上層部を嫌い、反戦的革命軍のフロントとなる議員などにも同情的だったのだ。

      　そしてそのチャン提督が復帰し、すでに再編成されつつある第三艦隊の司令官に補職されたという。

      　涼井はもう一杯カクテルを呷った。

      　資料を読み込むうちにいつのまにか太陽は沈み、夕焼けどきになっていた。

      　確かに美しい、美しいがどことなく寒気のするような風が吹き込み、涼井の髪をなぜていくのだった。

      
        第四章　課長が戦略的に戦う件

      

      【新規案件】新たな作戦

      　革命的反戦軍の動乱が落ち着いてしばらく経過した。

      　アルファ帝国はリシャール公を失って以来動きがあまりなく、ヴァッレ・ダオスタ公を捕らえたことから内部的な策謀も落ち着いているように見えた。

      　共和国はその間に艦艇を生産し、あるいは旧型艦艇を現役復帰させ、戦力を整えることに注力していた。

      　特に兵站(ロジスティック)を重要視する人物が大統領のエドワルドを動かし戦略的に陣容を整えることにしたらしいと軍内部でもささやかれていた。

      　その人物はもちろん涼井本人だった。

      　共和国艦隊は時間をかけて再編成され、先のアルテミス宙域での作戦でノートン大将とともに戦ったニールセン大佐の昇進や、思想的にはリベラルなチャン提督の復帰など話題も豊富で連日、新聞を賑わせていた。

      　アルテミス宙域で防衛艦隊を率いているロアルド提督の三個艦隊を除くと共和国艦隊は次のような編制になった。

      第一艦隊　ノートン大将（続投）

      第三艦隊（再編）　チャン提督（復帰）

      第四艦隊（再編）　ニールセン提督（少将）昇進し参謀職から艦隊司令官へ異動

      第五艦隊（再編）　ファヒーダ提督　第十一艦隊から異動

      第六艦隊　ルアック提督（続投）

      第七艦隊（再編）シュナイダー提督

      第九艦隊　スズハル提督

      第十三艦隊（新編）　ストラーダ提督

      第十四艦隊（新編）　ハヤシ提督

      第十一艦隊（治安維持）管轄替え　沿岸警備隊へ

      第十二艦隊（治安維持）　管轄替え　沿岸警備隊へ

      沿岸警備隊（治安維持）

      　治安維持のための艦隊が沿岸警備隊配属になるなど、細かな調整も行われた。

      　戦力はあまり均一ではなかったし軍工廠からおろしたてで公試を急いでいる艦艇もあったが、とにもかくも陣容は整ってきたのだった。

      　十二個艦隊十万隻を超える戦力だった。

      　アルファ帝国は特に戦力が低下しており地方の貴族の分離独立の兆しもあったが、依然として国境付近の重力観測によってある程度の規模の艦艇が貼り付けられていることは共和国の情報部によって把握されていた。

      　そんななか、涼井は大統領エドワルドに個人的に呼び出され、首都惑星ゼウスの大統領官邸にいた。

      　大統領官邸の応接室は広く小ぎれいだった。決して贅沢過ぎはしないが舐められない程度の調度品が部屋の一体感を演出していた。

      「スズハルくん、わざわざすまないな」

      　エドワルドは来客用スーツに身を固め、涼井に酒を勧めた。

      （……正直焼酎でも飲みたい気分だが……）

      　涼井は地球の赤ちょうちんを思い浮かべたが、その想像を打ち消した。

      　ドライシェリーのような酒を軽く飲み、大統領が話しはじめるのを待った。

      　彼はどうも何かを躊躇っているように涼井には思えた。

      「……スズハルくん、わざわざ来てもらったのは……」

      「選挙ですか？」

      「！」

      　エドワルドは一瞬だけ驚いたような表情を見せたがすぐに曖昧な表情に変化した。

      「そのとおりだ、君ら軍人からみるとさぞかし愚劣だろうが……」

      　涼井は足を組み直しまっすぐエドワルドを見つめた。

      「私はそうは思いません」

      「……」

      　大統領としてのエドワルドは四年という任期の中、たびたび来襲する帝国軍に対して政治的にはよく支え、革命的反戦軍やリベラル勢力からたたかれても防衛体制は維持してきた。

      　よく軍部を信頼しており、そのことが劣勢にも関わらず、ここ一連の帝国軍の攻撃を防いできた一つの要因であると涼井は考えていた。

      「大統領閣下、我々軍と政は左右の車輪のようなものです。特に民主主義国家においては協力が必要でしょう。選挙が近くなれば一定の成果をと思うのは当然ではないでしょうか」

      「スズハルくん……君は変わったな」

      　ふっとエドワルドは微笑を浮かべた。

      　エドワルドは選挙対策で軍事上の一定の成果を求めているのだ。

      　これまでアルテミス宙域やヘラ・ハデスなどでは結果として大きな犠牲を伴い、有権者からのウケは非常に悪かった。一方でこのままの雰囲気では次の大統領選挙ではリベラル候補が勝つ可能性があり、そうなると軍にも微妙な掣肘(せいちゅう)が加えられそうな状況ではあった。

      　前回のリベラル政権では無茶な艦隊削減や軍人の待遇悪化があり、帝国軍との戦争ではかなり苦戦を強いられたという話を涼井は把握していた。

      　正直に言うと、宇宙軍として考えるのであれば大統領エドワルド続投のほうが望ましいシナリオだったのだ。

      「犠牲を伴うような作戦や、危険なものでなくてよい。必然性がない作戦もダメだ。何か必然性のあるものでしかもわかりやすい成果が出そうなものを検討してくれ」

      「かしこまりました」

      　普通の軍人に対して、エドワルドはおそらくこういうオーダーはしないだろう。

      　ジャパニーズサラリーマンだからこそこういうときはイエス一択だ。涼井はふっと皮肉な笑いが浮かんでくるのを感じたのだった。

      【新規案件】選挙に合わせた作戦の是非

      　選挙になると戦争が起きる。

      　正確には任期終了近くになると大統領としては実績が欲しくなる。

      　これは一見、汚い行為なのかもしれない。

      　しかし帝国軍と対峙していて、もし押し負けると共和国が消滅してしまうことは事実ではある。

      　戦力が回復しているのだから、軍事上の要件としても対峙するだけではなく相手をたたくことで撹乱することも意味はある。

      　またかつてのアルテミス宙域などにおける一連の帝国からの攻撃の際のように、これだけ幅広い宙域で対峙していると、攻撃側のほうが有利にならざるをえない側面もあった。攻撃側は時期と場所を選定できる。そのためこれまでの衝突もだいたいどちらかからの侵攻で始まり、攻撃側やや有利で推移することが多かったようだ。

      　涼井が過去のデータを分析する限り、共和国は民主主義政権であるがゆえに、リベラルも保守派も大統領に選ばれることがある。リベラル政権になった際は多くの場合、軍事費の削減を謳い、帝国に対する友好的な政策をとろうとして失敗し、防衛が危なくなることがしばしばあったようだった。

      「うーん……帝国との問題になるのは、やはりアルテミス宙域とヘラ・ハデス両宙域だな」

      　会戦の数が多いのは圧倒的にアルテミス宙域ではあった。

      　ヘラ・ハデス宙域は辺境も辺境で、危険な宙域も多く侵入しづらいために選ばれにくいようだった。そのためアルテミス宙域で敵をひきつけ、ヘラ・ハデス宙域から主力を侵入させたリシャール侯は、この世界の軍人にしては優れた慧眼を持っていたようだ。

      「要塞……か？」

      　涼井は先日、心臓発作を起こして一瞬地球に戻った際にノートＰＣを持ち込んだと同時に、軍事・防衛関係の書籍を大量に購入した。これまでもサラリーマンならではの仕事のための学習としてこの分野の書籍を読んだことはあったが、その時よりも確実にその周辺の知識も増えてきてはいた。

      「アルテミス宙域に要塞というか要塞線を構築してはどうだろうか……？」

      　しかししばらく考えたのちにこの方法は放擲(ほうてき)した。

      　ひとくちに「宙域」といっても非常に広大な三次元の宇宙空間の、さらに一角に過ぎない。

      　この世界の技術では、機動力のある艦隊がお互いを探して戦うことは可能でも、何光年にもわたって行動を妨害する要塞は構築のしようがなさそうだった。数千キロメートルととか数万キロメートルに及ぶといった建造物はあっても、光年単位のものは途方もない資材・工数がかかり涼井が生きている間は実現は不可能と思えた。

      　では惑星サイズの要塞を作り、数光年にわたる攻撃力をもたせてはどうだろうか。

      　涼井はしばらく考えたのちに、それも放棄した。

      　この世界において艦隊戦が主流なのは、重力の変動を感知し、お互いの存在をある程度見つけ出すことができるのが前提にある。

      　相手を発見したら接近し攻撃する。

      　逆に言うと接近せざるをえない。

      　もちろん数百キロメートル単位というようなきわめて至近距離の話では何の問題もないのだが、恒星系でも端から端へ攻撃するような技術は現在のところまだなさそうだった。

      　また要塞や防衛線を作って意味があるのは地形に依って戦う地上戦の世界の話であって、艦隊機動が中心では迂回されたり、要塞を封鎖されたりする危険性もあり意味がない。

      　とはいえアルテミス宙域に警戒用の艦艇を多めに配置する、艦隊のドックを拡張しておく、あらかじめ物資を集積しておく、それらを防護しておくといった戦略的な処置は有効にみえた。

      　驚くことに、この世界ではあまりそうした間接的な業務が重要視されていなかった。

      　そこで涼井は惑星アルテミス、惑星ハデス、惑星ヘラにおいて監視・捜索のための艦艇の分艦隊をいくつか編成して送り出すこととし、ちょうど治安維持のために拡張したばかりの沿岸警備隊にその任務を負わせた。

      　さらにそれぞれの惑星の艦艇用ドックの拡張整備、惑星防衛のための陸戦隊の増加、事前の物資集積などの処置をとった。これらはどちらかというと軍政の分野だったため大統領エドワルドの許可をとり国防大臣のエドガーと進めた。

      　単なる第九艦隊の司令官としての職責を大幅に越えていたが、大統領エドワルドの厚い信頼があったからこそ可能なことであった。

      　それらの処置が進みはじめたのち、涼井はあらためて帝国攻撃のための作戦の検討に入ったのだった。

      【新規案件】チャン・ユーリン提督の独走

      　──チャン・ユーリン提督の指揮する第三艦隊がヘラ・ハデス宙域に独断で向かった──

      　その報告が第九艦隊司令部にもたらされたのはまだ朝のことだった。

      　涼井は前日の夜、当直士官のエリック中佐の指揮する訓練を見物し、その後夜遅くまで首席幕僚のバーク大佐と訓練計画について話し込んでいたのだった。

      　翌日は非番だったため、就寝する前に酒を飲んで熟睡していたのだがその突然の報告にたたき起こされた。

      　艦隊司令部はどちらかというとのんびりムードだったが、涼井は主要な幕僚を艦橋に集めて状況を分析させた。

      　さらに大統領官邸からも重力子通信でメールが入っており、だんだんことの詳細がわかってきた。

      　チャン・ユーリン提督は、かつてのスズハル提督と双璧をなす名将だった。

      　本来的な性格は物静かでリベラルな思想をもった知的な提督といった風合いだったが、戦闘となると強く、特に奇策で相手を出し抜いて勝つというパターンが多かった。スタンドプレーも多く戦闘には強いが勝手に戦線を離脱するなどの奇行も多く司令部では持てあましていたようだった。

      　涼井がこの世界に転生してくる前に、チャン・ユーリン提督は戦闘中に負傷ししばらく戦線から離脱していたようだった。

      　そのため共和国のここ最近の一連の作戦には参加していなかったのだが、先の艦隊再編成の際に負傷の癒えたチャン・ユーリンは現役に復帰してきたのだった。

      　大統領官邸からのメールによると、どうも「次の帝国への作戦をスズハル提督が構想中」ということ自体はすでに各艦隊司令部には通知されていたようだった。

      　しかしなぜチャン・ユーリン提督は独断で辺境に向かったのか。

      　それについてはまだ謎だったが、涼井がこうしたときのために張り巡らせていた偵察・捜索網による情報収集によって、状況がどんどんと明らかになってきた。

      　涼井は艦橋のメインモニタにチャン提督の戦績を表示した。

      　艦橋に集まった幕僚や先任下士官たちからざわめきが漏れた。

      　ヘラ・ハデス宙域から帝国領に侵入したチャン艦隊は辺境を警備していたルーション子爵艦隊四千を撃破。被害なし。

      　続いて救援に向かう途中だったグロスター伯爵艦隊五千を撃破。被害軽微。

      　さらに帝国の奥深く、帝国領ベネデス宙域に到達したチャン・ユーリン提督は迎撃にかけつけた六大選帝公の一人、ザクセン公爵の艦隊二万千隻を撃破。ザクセン公戦死。

      　他にも帝国の前皇帝であるラインヘッセン三世による侵攻でも勇名を馳せていた。

      　普通に考えたら赫々たる戦果である。

      　猛然と帝国領に侵攻し、敵の大幹部を討ち取ったのだから。

      　しかし問題はチャン・ユーリン提督の独断という点だ。

      　当然だが大統領エドワルドも、宇宙艦隊司令部も許可を出していない作戦だった。

      　戦果はすさまじいが司令部や大統領の決済がない状態で、敵の名だたる貴族を討ち取った、というのは明らかに独走でありいわゆる文民統制(シビリアンコントロール)の域を完全に超えていた。

      「何はともあれ我々も出動準備だ。訓練や補給のため散った艦艇を集合させる」

      　涼井はそう決断し、第九艦隊が暫定的に駐屯していたポセイドン宙域にて準備をはじめた。

      　一方で大統領府にも確認の重力子通信をいくつか送った。

      　さすがに涼井にとってもこの事態は予想外だった。

      　涼井は宇宙艦隊司令部に連絡し、各艦隊も準備を整えるよう要請した。

      　その間にもチャン・ユーリン提督の第三艦隊は帝国領で暴れまわり、ついに帝国領のリオハ宙域にまで攻め込んだ。

      　このリオハ宙域は帝国の交通の要衝で、辺境域と中央を結ぶ重要な拠点だ。

      　そのため衛星型の要塞が宙域の複数箇所に置かれ、駐留艦隊の戦力と相まって非常に協力であり、数十年間共和国はここまで攻め込んだことはほとんどなかった。

      　そしてチャン・ユーリン提督は、それまでの戦闘で鹵獲した帝国艦艇をうまく使って大要塞を次々に陥落させ、あっというまに帝国領リオハ宙域を攻略してしまった。

      　さすがに多少の被害は出たようだが、とにもかくも彼はそれに成功した。

      　そしてチャン・ユーリン提督が〝帝国から独立し、リオハ共和国を樹立する〟という宣言を共和国と帝国双方に送ってきたのは、チャン提督が侵攻を開始してから一か月ほどたった日であった。

      【新規案件】リオハ共和国の独立戦争

      　リオハ共和国の独立宣言はアルファ帝国、および共和国、そしてその他の国々へ届けられた。

      　共和国の名将であるチャン・ユーリン提督を大統領兼最高指揮官に戴いたというそのニュースは宇宙全域に知れ渡った。

      　驚いたことに革命的反戦軍のメンバーのうちアテナ星域の騒擾で逃してしまった面々がこのリオハ共和国に加わっていた。さらに帝国軍の隠れ蓑であったフォックス・クレメンス社のエメット少将までもが加わっているのだった。

      　そしてこのリオハ共和国の正式な名称は〝リオハ臨時人民共和国〟なのだった。

      　大統領兼宇宙軍司令官　解放軍第一艦隊　チャン・ユーリン提督（元共和国第三艦隊司令官）

      　副大統領　ジェームズ・カン（革命的反戦軍の書記長）

      　軍政長官　ブライト・リン（革命的反戦軍の幹部・共和国軍労働組合委員長）

      　解放軍第二艦隊司令官　エメット提督（フォックス・クレメンス社艦隊の指揮官）

      　リベラル色の強い首脳陣だが、反帝国でもあり反共和国でもある厄介な存在だった。

      　リオハ人民共和国の艦隊は、たびたび帝国軍の鎮圧部隊を撃破して気勢をあげていた。

      　いつもチャン・ユーリン提督の本隊が帝国軍を翻弄し、そのスキをエメット提督の艦隊が衝いて撃破するというパターンが鉄板のようだった。

      　涼井は自身の第九艦隊の出動準備を整えたが、共和国大統領のエドワルドと会談するために惑星ゼウスに降り立っていた。例によって副官のリリヤと首席幕僚のバークが同行している。今回は極秘の訪問であり、派手な迎えはなく大統領警護官たちがひっそりと涼井と落ち合い、大統領官邸まで地上車で向かった。

      「おぉスズハルくん」

      　大統領は服装こそきっちりしていたが、表情は暗くやつれているように見えた。

      　彼は力のない笑顔を浮かべた。

      「大統領閣下……」

      「まぁ、座ってくれたまえ」

      　エドワルドは涼井が何も言わないうちに強い蒸留酒を二つ注文した。

      「困ったことになった」

      「まさか分離独立とは予想外でしたね」

      「大統領選に向けてこれはまずい。なんとかならないだろうか」

      「そうですね……」

      　チャン・ユーリン提督は確かに、この世界においてやや異質な存在に見えた。

      　何しろ負けないのだ。奇策で相手を翻弄しいつのまにか勝つ。戦闘の勝率はきわめて高い。

      　ただ一方で勝てそうにないときはすぐに逃げる。

      　そのうえ味方を捨てて逃げることもあり、いかに個々の戦闘で強くとも組織全体としてはもてあまし気味のようだった。

      　そして大統領や軍の批判を堂々と行い、リベラルな議員や極左団体とのつながりもあるようだった。

      　宇宙軍の中ではチャン・ユーリンの信者と、よく思わないものと混在していた。

      「あくまでチャン提督の艦隊は一個艦隊プラスアルファでしょう。数個艦隊を差し向ければ鎮圧できるのでは」

      「そう思うだろう、ところが……」

      　チャン・ユーリン提督は何倍もの帝国艦隊を撃破したこともあり、もしようやく再建できつつある共和国艦隊が数個艦隊も消失しようものなら、それこそ帝国軍に絶好の機会を与えることになる。それがエドワルドの懸念なのだった。

      「そうですね……」

      　涼井はしばし思案した。エドワルドはともかく辺境宙域に艦隊を派遣し封鎖してしまい、戦わないということを検討しているようだった。

      　ただ、あくまで艦隊は機動して敵をたたく存在であることから、結局のところ「封鎖」にはならないのではないかと涼井には思えた。

      　そんななか、帝国の選帝公であるトスカナ公爵の指揮する大艦隊が、リオハ臨時人民共和国の解放軍艦隊に徹底的に撃破されたという情報がもたらされた。解放軍艦隊はそのまま帝国領に侵攻中であるという。

      「涼井くん、これはどうかね？ いまならスキがあるのでは」

      「事実であればそのとおりかと思います」

      「もし背後から攻撃すれば帝国のリオハ宙域をとれるかもしれないな」

      　涼井は慎重に答えたが、大統領はその場で宇宙軍に連絡しノートンと話し合いはじめた。

      　内容は帝国軍とゆるやかな協約を結び、双方連携してチャン提督の艦隊を圧迫するというものだった。

      　かくしてリオハ臨時人民共和国艦隊追討のための作戦行動がはじまったのだった。

      【新規案件】バローロ宙域会戦

      　涼井とエドワルドが会談している間にも、リオハ共和国艦隊は帝国領土内に深く侵攻していた。

      　帝国領は縦深が非常に長大で、首都惑星アンダルシアは奥深くにあった。

      　多少の損害を被ったものの一万七千隻の艦隊は散発的な帝国艦隊の抵抗を排除しながらバローロ宙域に到達した。

      　バローロ宙域は帝国最大の要害だった。

      　巨大な連星が互いに互いの重力によって複雑な公転をしていた。その距離はかなりのもので、連星のメビウス型の公転軌道の真ん中には、小規模とはいえ禍々しく光る重力レンズ現象を起こしたブラックホールが鎮座していた。

      　そのため重力の流れが非常に複雑で、艦艇が安全に軌道できる空間は限られていた。

      　バローロ宙域ではブラックホールの重力圏付近に設けられた時空耐性型の要塞がいくつかあり、ここに一万隻程度の艦隊が駐屯していた。指揮するのはかつてリシャール公の旗下にあったローヌ伯だった。

      　彼はストレスから、巻き毛気味の黒髪に汗をびっしょりとかきながらも、その長身を司令官席からメインスクリーンに乗り出すようにして指揮をとった。

      　リオハ共和国艦隊はいつもと違い、チャン・ユーリン提督の指揮する解放軍第一艦隊が布陣したのち、エメット提督の指揮する解放軍第二艦隊五千隻が前進した。

      　対するローヌ伯は、自身の艦隊のうち三千隻をベリーズ男爵に任せ解放第二艦隊に指向し、残る七千隻でブラックホールのシュバルツシルト面(事象の地平線)ぎりぎりに展開した。背水の陣というより地形をよく知るローヌ伯としては、うまく敵軍を誘い込んでブラックホールに落とし込んでしまうつもりだった。

      　それを知ってか知らずか、エメット艦隊は近づいては離れ、近づいては離れ、という機動を繰り返した。

      「これは罠か？」

      　ローヌ伯は顎をつまむようにして司令席からメインスクリーンを覗き込んだ。

      　エメット艦隊は前進と後退を繰り返しながら次第に分裂し、百隻程度の小艦隊の大群に分かれていった。

      　それはあたかも風で綿毛が舞い散るような幻想的な美しい機動だった。

      「こっこれは罠にちがいない！」

      　ローヌ伯は思考停止した。

      　もし涼井がこの場にいれば「千パーセント罠ではないから突っ込め」と助言しただろう。

      　しかし彼らは完全にフリーズしてしまった。

      　考えてみれば小艦隊が戦術的に意味もなく機動しているだけである。

      　正攻法で攻撃すれば撃破できてしまうだろう。しかしローヌ伯はチャン・ユーリン提督の武名によるバイアス効果もあってすっかり罠にハマり込んでしまった。

      　ベリーズ男爵の艦隊は前進を止め、エメット艦隊の機動に合わせるように相対速度を保った。

      　ふらふらと前進後退を繰り返し、ベリーズ艦隊の陣形にほころびが出た。

      　その刹那、猛烈にチャン・ユーリン提督の解放軍第一艦隊が斬り込んできた。

      　質量弾を惜しげもなく乱射し、その火線は乱れたベリーズ男爵の艦隊をとらえた。

      　いくつもの真円状の爆発が起き、連鎖するように艦艇が破砕された。

      　それを見たエメット艦隊が割り込み、ベリーズ艦隊の艦艇を至近距離からなぎ倒した。

      　老練なエメット少将は小艦隊群をうまく指揮し、着実にベリーズ艦隊の腹を引き裂いた。

      　それを見たローヌ伯はあわてて本隊を動かした。

      　しかし総崩れになり退却しはじめたベリーズ艦隊に膚接するように、エメット艦隊が接近してくる。

      　ローヌ伯は質量弾を出会い頭に放つような決断はできなかった。味方を切り裂いてしまうのは明白だった。

      　その躊躇を見過ごさず、いつのまにかローヌ伯の左翼方面に布陣していたチャン・ユーリン艦隊が猛攻を加えてきた。

      　チャン艦隊は圧迫するような陣形でローヌ伯の本隊を追い込んだ。

      　ローヌ伯艦隊は押されるようにして撃攘され後退したが、そこは自ら敷いた背水の陣だった。

      　艦隊はシュバルツシルト面(事象の地平線)に次々に飲み込まれた。

      　ある帝国戦艦は、シュバルツシルト面(事象の地平線)に入り込んだ後、きしむようにして引き延ばされ、異様な形状となって装甲も砲も裂かれながらブラックホールに向かって落ち込んでいった。

      　その間にもエメット少将はベリーズ艦隊を降伏させていた。

      　すべて終わったことを悟ったローヌ伯は降伏する意図を伝え、抗戦を停止するとともに艦隊の武装解除に協力した。

      　そして降伏の後処理を打ち合わせるべく会談のためにチャン・ユーリン提督の旗艦ポセイドンに赴き、そこで処刑されたのだった。

      【新規案件】第二次バローロ宙域会戦

      　チャン・ユーリン提督はくせのある黒髪をかき上げ、艦橋の司令官席に座っていた。

      　メインスクリーンには惑星リオハと、その後方で白く強烈な光で輝く恒星が映り込んでいる。

      　それが惑星リオハの輪郭を照らし出していた。

      　そしてスクリーンには無数の白い小さな輝点が群れで動いていた。

      　リオハ臨時人民共和国の艦隊だった。

      　彼らはバローロ宙域の帝国艦隊を撃破し、バローロ宙域、およびリオハ宙域を支配下に治めていた。

      　さらに降伏した帝国艦隊をいくつか強制的に吸収し数は増えていた。

      　昼間から金属製のスキットルをもち出し、ウィスキーをちびりちびりと飲んでいた。

      　共和国宇宙軍の制服のままだが右腕に赤い腕章をつけている。

      　これがリオハ臨時人民共和国の印だった。

      「提督」

      「どうした、参謀」

      　声をかけてきたのは異様な風体の男だった。

      　共和国軍の制服に身を包んでいるが、足を引きずるようにして歩き、首筋から火傷の跡が垣間見える。

      　そして顔面にはセラミックのような光沢を放つ仮面を装着しているのだった。

      　仮面にはスリットが開けられそこから爛々と光る眼光が見え隠れしていた。

      「言いなおそう、仮面参謀」

      「ふ……まぁいい二個艦隊が後方から近づいてきているようだぞ」

      「まだこちらでは把握してない情報だね、それは。……どうやって……」

      　チャン・ユーリンは興味深そうな、面白がるような表情を見せた。

      「いや、現段階ではいいや。それよりもどう戦う？」

      「いつもどおりだ。貴殿のいつもの手で混乱させ、そのスキに側面か後背から攻撃する。それでいいだろう」

      「では出動準備をしてくれ」

      「承知した……」

      　仮面参謀と呼ばれた男は優雅に一礼して退出した。

      「やれやれ私はあの男、気に入りませんがな」

      　司令官席の傍でコンソールを触っていた初老の男が立ち上がってため息をついた。

      　初老の男は少将の階級章をつけており、でっぷりと太り、白ひげをたくわえていた。胸のあたりにきらめく徽章は陸戦隊の指揮官であることを示していた。

      「ロジャー少将、しかし帝国の内情に詳しいあの男はいまは必要だよ」

      　チャン・ユーリンは楽しそうに笑った。

      「水先案内人というわけですかな」

      「まぁ、そうだね。いまは必要さ。安全なところに引っ込んで出てこない腐敗した政府を抱えた共和国も、そして君主制に堕した帝国の両方をたたき潰すまではね」

      　ロジャー少将はもう一度ため息をついた。

      「ワシは根っからの軍人ですから政治のことは判断したくはありませんな。ワシは……ワシらはあくまで提督個人についていっているのですぞ」

      「理解してもらおうとは思わないさ」

      「それではワシも出動準備をしてまいります。まぁ陸戦隊に出番があるかはわかりませんがな」

      「今回はまだないかもしれないね」

      「では……」

      　ロジャー少将も退出した。

      
        

      

      　ヘラ・ハデス宙域から帝国領内に侵入した艦隊は、秋の黄昏作戦にも参加して奮戦したルアック提督の第六艦隊と、ファヒーダ提督の第五艦隊だった。

      　二個艦隊は帝国艦隊からは抵抗らしい抵抗も受けた様子はなく、そのままリオハ宙域にまで到達した。

      　しかしそこでは三千隻ほどの小艦隊が迎撃に出てきたに過ぎなかった。

      　二個艦隊は悠々とその小艦隊を圧倒したが、決戦を求めてブラックホールの重力レンズが怪しく光り輝くバローロ宙域に突入した。これが第二次バローロ宙域会戦である。

      　歴史上も特異な点としては、帝国の要害であったバローロ宙域で激突したのは、もとはといえばどちらも共和国で編制された艦隊だったことだ。

      　バローロ宙域では解放軍第一艦隊、第二艦隊がそのまま広く横隊となって展開していた。

      　共和国第五、第六艦隊はそれぞれ縦隊となって突進した。

      　解放軍艦隊はそれに対し激しく質量弾を浴びせかけた。

      　共和国艦隊の障壁を突破し、艦艇の装甲にそれらはめり込み粉砕した。

      　しかし予想よりもダメージは少なく、解放軍の機動に比べると共和国艦隊の動きは鈍重だった。

      「砲撃開始(オープンファイア)！」

      　ルアック提督の指揮で共和国艦隊も応戦をはじめた。

      　鈍重ではあるがスピードは増していき一直線に解放軍艦隊の陣に向かって突き進んだ。

      　そこではじめて解放軍艦隊は奇妙な動きを見せた。

      　解放軍第二艦隊が第一艦隊の前に割り込み、すれ違うように横に機動をはじめた。

      　誘うように動く。

      　共和国艦隊はそれを見て困惑したようだった。

      　艦隊は逆噴射で突進を止めた。

      　急に突撃を停止したことで艦隊の動きがぶれ、陣形が乱れた。

      　チャン・ユーリン提督はメインスクリーンでその様子を見てほくそ笑んだ。

      「いまだ！ 我々も突撃する！」

      　チャン・ユーリン提督の指揮する艦艇群が一斉に加速した。

      　それは奇妙な光景だった。

      　共和国艦隊が撃破したはずのリオハ宙域で迎撃に出てきた三千ほどの小集団が、ばらばらの状態からいつのまにか集団を再編成し、共和国艦隊の背後から追尾してきていたのだった。

      　そしてそれこそがチャン提督の率いる直轄艦隊だったのだ。

      「なんだと！」

      　ルアック提督が悲鳴を上げた。

      　背後からいきなりまとまった集団が出現したのは予想外だった。

      　重力の動きもバローロ宙域のブラックホールによる時空の乱れ、さらに前方に集中していたがゆえの油断、それらが積み重なって完全に奇襲になった。

      　この奇襲で共和国艦隊は一割の艦艇を急激に喪失した。

      　そしてそれは、共和国にとっては苦しい第二次バローロ宙域会戦のはじまりだった。

      【引継ぎ】数字は嘘をつかない

      　第二次バローロ宙域会戦は時間的にはその後すぐに決着がついた。

      　後背から切り込んできたチャン・ユーリンの直轄艦隊に引っ掻き回され、さらに正面からエメット艦隊が突入してきたために陣形を維持できなくなった。

      　艦艇の四割を喪失し、ルアック提督とファヒーダ提督は敗残の艦艇をまとめて共和国に向かって敗走した。

      　リオハ臨時人民共和国は追撃しようとしたが後詰めの共和国艦隊が出現したため、それは諦めて退いた。

      　その第二次バローロ宙域会戦の敗北の悲報はすぐに国防総省にもたらされた。

      　大統領エドワルドはすぐに私的な会議を招集し、宇宙艦隊司令長官ノートン大将、統合幕僚長ロドリゲス元帥、国防大臣のエドガー、そして関係する補佐官とスズハル提督と惑星ゼウスにて会合した。

      　涼井は出張と称して護衛のロッテーシャ大尉と護衛の陸戦隊員、駆逐艦数隻だけをつれて共和国をまわっていたようだった。

      　惑星ゼウスの会議にあらわれた際はやや疲労しているようで顔色があまりよくはなかった。

      「スズハルくん、困ったことになった」

      「そのようですね」

      　大統領エドワルドは真剣に困惑しているようだった。

      「スズハルくん、また君に頼りたい……」

      　ノートン大将も力なく発言した。

      　相変わらず国防大臣のエドガーは発言しないが沈鬱な表情ではあった。

      　涼井は相手を安心させるような微笑をたたえた。

      「ご安心ください」

      　全員の注目が集まる。

      「困ったときだからこそチャンスに変えましょう。ここに子細な計画がございます」

      　参加者たちからおぉ……と感嘆の声が漏れる。

      　涼井は例によって高価な「紙繊維」を入手し、プレゼン資料を印刷してきていた。

      　この世界には印刷機は存在しないのでわざわざ涼井の座乗する戦艦ヘルメスの機械科で開発したものだ。

      　貴重な紙で資料を配布するというのはこの世界では有効なようだった。

      　涼井は紙の資料の配布を終わると立って歩きまわりながら説明した。

      「……まず今の段階では、問題なのはチャン・ユーリン提督の独走です。彼は勝手に部下を率いて独立宣言を出し、国を作ってしまいました。これは確かにすぐに対処の必要がありましょう」

      　彼は続ける。

      「考えられる対策は和解、制圧などですが、国の威信をかけて制圧をする必要があると思われます。第二第三の彼を生まないためにも」

      「そこで制圧ということですが、過去の彼の戦歴を表でまとめてきました」

      　涼井は表については空中に資料を投影した。

      　会議室の机の上に表の像が浮かび上がる。

      「なんと彼が戦った戦役の九十五パーセントが勝利、五パーセントが引き分け、となっています。恐るべき勝率でまさに不敗と言ってよいでしょう」

      　会議室がざわめく。

      　感覚的にチャン提督の強さはわかっていても数字にされることで、あらためてその重みがのしかかってきたのだ。

      「ただし」……涼井はやや溜めて周囲を見回した。

      　焦燥、苦悶、焦りなどさまざまな表情がよく見える。共和国最強クラスの提督の離反が与えた衝撃はかなりのものなのだろう。

      「この数字そのものはチャン提督不敗伝説の根拠ではあります。確かに戦闘には強い。正確には戦えば強い」

      　涼井は続けた。

      「実は過去の戦役、たとえばチャン提督が勇名を馳せた皇帝戦役などでは意外にも……」

      　皇帝戦役は涼井がこの世界に来る前に起きた戦役だ。

      　リシャール公が台頭する前に、アルファ帝国皇帝であった皇帝ラインヘッセン三世が共和国に戦争を挑んできたのだった。

      　双方合わせて十個艦隊以上が激突する一連の戦闘だったが、ここで総崩れになる共和国艦隊のなか、チャン提督やスズハル提督が奮戦した。

      　ただ涼井があらためて過去の戦闘データや報告書を丹念に分析すると、意外な事実が浮かび上がってきた。

      　当時の共和国艦艇は各宙域に分かれて幅広く展開し皇帝を迎え撃っていた。チャン提督の指揮する第三艦隊は、宇宙軍司令部の命令で第五艦隊とともに最右翼を防衛する予定だったが、そこに若きリシャール伯（当時）が大艦隊で突っ込んできた。第五艦隊は命令どおり迎撃したが、なんとチャン提督は第五艦隊を見捨て勝手に下がってしまう。

      　チャン提督曰く「どのみち勝ち目がなかった。下がるよう第五艦隊にも助言したが彼は軍人の使命とかなんとか言って下がらなかった愚か者だった」という発言の報告が残っている。

      　しかし、もしも二個艦隊で粘れば他宙域にもプラスの影響があったかもしれず、結果としてこのチャン提督の独断での後退が共和国艦隊すべての崩壊のきっかけになってしまっていた。

      　その後チャン提督は遊撃的に独断で動き、個々の戦闘では活躍するが、よく相手を選び、また自分の仲がよい艦隊だけ救援に行くなどかなり勝手な行動が見られた。

      「つまり、個々の戦闘では確かに強いが劣勢と見るや仲間を見捨てて逃げるなどの独断も多く、九十五パーセントの勝率という数字の裏には見えない退却や後退、戦いの回避がかなりの数潜んでいると思われます」

      　参加者たちからは感嘆の声が漏れた。

      　どうもこの世界では数字、すなわちファクトベースで話す習慣がないらしい。涼井が目をとおした資料によると涼井の地球では軍事的オペレーションズリサーチなど子細な数値の検討も行われるのが普通ではある。

      「さて、ここでチャン提督と戦う秘策についてですが……」

      　秘策と聞いて参加者達が目を輝かせた。

      　涼井はほぼ思いどおりに動いていることに内心ほくそ笑みつつ説明を続けたのだった。

      【新規発注】史上最大の作戦

      　涼井の出張とは、大統領エドワルドに話した“秘策〟の下準備だった。

      　事実上の大統領決済を得たので正式に動かすことができるようになった。

      　ただその間にもリオハ臨時人民共和国は正式に「リオハ民主主義人民共和国」を名乗った。

      　──真の民主主義国家を目指す──と言えば聞こえはいいのだが実際やっていることは、かつて涼井の地球にも存在した、典型的な紅色の独裁主義国家に過ぎなかった。

      　事実、政権はほぼチャン・ユーリン提督の知人と友人、戦友で固められた。

      　なんとあれだけアルテミス宙域の騒動で暴れた元宇宙軍少将のブライト・リンも古くからのチャン・ユーリンの知己だった。

      　そしてそうこうしているうちにリオハ民主主義人民共和国艦隊は帝国で暴れまわり、さらにヴュルテンブルク宙域も押さえた。ヴュルテンブルク宙域は航路上はそれほど重要な地帯ではないが、三つの惑星と五つの衛星を穀倉地帯とした食物の一大産地だった。これによってリオハ民主主義人民共和国は兵糧の供給源を得たわけである。

      　その間に散発的な帝国貴族による偵察や襲撃はあったが、皇帝位の長期不在、まがりなりにも貴族をまとめていたリシャール公や、権力のあった選帝公の戦死や逮捕などがあり、まったくまとまりはなかった。

      　そして新たな新年を迎えた。

      　リオハ人民共和国は新年を祝い、そして同時に彼らにとって「右翼的な思想をもつ」軍人と市民を数十名も人民裁判にかけて一部を処刑、一部を投獄した。

      　しかし全体的にはリオハ人民共和国は英雄であるチャン提督を事実上のトップにすえ、熱狂的にその政権を支持した。首都惑星とされた惑星リオハの都市では人々が道にあふれかえり、元帝国市民、共和国市民や共和国軍人関係なく花を空中に投げ新政権の不滅を願った。

      
        

      

      　共和国の艦隊が侵入してきたとの報告がチャン提督にもたらされたのは一月四日のことだった。

      「共和国艦隊？ 新年の祭りを邪魔しにくるとはずいぶんと無粋だね」

      　チャン提督はスキットルを手に昼間からウィスキーを飲んでいた。

      　ここはもとはリオハ宙域の行政府だった建物だ。

      　行政官の貴族を追い出し占領し、チャンのオフィスにしていたのだった。

      　呼気に酒気が混じり、報告したオペレーターは顔をしかめた。

      「重力子による観測ではかなりの数のようです。正確には偵察艦が報告してくると思いますが……」

      「いいさ、迎え撃とう、いつものとおり撃破すればよい」

      「はっ……」

      「仮面参謀」

      　チャンが声をかける。

      「ここに」

      「行くぞ」

      「承知した」

      　仮面を装着した異様な風態の男は、チャンに従い席を立った。

      　数日でリオハ民主主義人民共和国の艦隊は体制を整えた。

      　ヴュルテンブルクを押さえ、周辺の貴族の艦隊を傘下に収めたことで数は増えており、三個艦隊五万隻にまで膨れ上がっていた。

      　解放軍第一艦隊は自身が、第二艦隊をエメット提督が、そして第三艦隊はもとはチャン艦隊の分艦隊司令で勇猛果敢なトラン・フー提督に任せていた。

      　チャン艦隊は慎重に前進し、老練なエメットの指揮どおりに前進しながら隊形を整えた。

      　リオハ宙域の星系辺縁部に到達したあたりで、前進させていた偵察艦から報告があった。

      　偵察艦からは重力子通信が送られてきているが、敵からの妨害が激しいのかノイズが入り込んでいて聞き取りづらかった。

      『てっ、敵を発見！ 重力子観測で……か、観測しきれない………規模です！』

      「よく聞こえないなあ。要するに敵はどのくらいだ？」

      『は……八個艦隊九万六千隻です！』

      　いつも表情に眠たげな余裕を浮かべているチャン・ユーリンの顔色が一瞬変わった。

      「八個艦隊だと？」

      　リオハ宙域は交通の要衝でもあり多数の航路が重なっている。

      　それだけに危険な領域も少なく大軍が展開するのに向いていた。

      　だからこそ小規模な要塞が複数設置されていたのだった。

      「くっ！ いつもどおりにやるぞ、第二艦隊！」

      　メインスクリーンに解放軍第二艦隊のエメット少将が出現した。

      『いつもどおりですな、お任せあれ』

      「頼んだぞ」

      　なんとなく単縦陣であった解放軍は、第二艦隊が速度を増し先行した。

      　そして相手側の攻撃射程ぎりぎりで左右に奇妙な機動を行い、いつものように幻惑しようとする。

      　おそらく進撃が止まるであろう相手に対応しようとチャン艦隊とトラン艦隊が左右に分かれる準備をする。

      　しかし、今回の敵は二個艦隊を先頭にそのまま突っ込んできた。

      　質量弾を乱射しながら激しく攻撃してくる。射程外ながら、いくつもの火線がエメット艦隊の先鋒をとらえる。

      　真空において破壊された艦艇が砕け散り、破片がばらまかれた。

       
      　これはチャンにとっては予想外だった。

      　司令官席で思わず立ち上がる。

      「なんだと！」

      　珍しく血相を変えた司令官に周囲のスタッフ、幕僚たちは彼の挙動に注目した。

      　その空気に気づき、チャンはやや慌てながらも司令官席に座り直した。

      「まだ秘策はある……」

      「てっ提督！」

      「……どうしたんだい？」

      　オペレーターが悲鳴のような声を上げる。

      　チャンはそれに対しかろうじて余裕がありそうな表情を作っていた。

      「バローロ宙域から連絡！ す、少なくとも七個艦隊の敵が出現！」

      「な……なんだと！ 馬鹿な！」

      　チャン提督は拳を握り締めて目の前のコンソールをたたいた。

      　激しい激昂に、しかし周囲はそれどころではなかった。

      　あらゆるところから悲鳴のような報告が飛び込んでくる。

      
        

      

      「ようやくはじまったな……スズハルくん」

      「えぇ、ただこれからが勝負ですよ」

      　そこからやや離れた場所。

      　かつて第一艦隊の旗艦であったゼウスの司令官席で元帥の階級章をつけたノートンが隣に佇む涼井に話しかけたのだった。彼も昇進したのだった。

      「これからですよ」

      　涼井は、とはいえ、まずは思惑どおりに状況が動きはじめたことに微笑みを浮かべていた。

      　帝国領内における史上最大の作戦ははじまったばかりだった。

      
        

      

      　チャン・ユーリンの率いる解放軍艦隊がリオハ宙域において遭遇したのは共和国宇宙軍のルアック提督率いる七個艦隊八万四千隻だった。ルアック提督は先だってファヒーダ提督とともに行われたチャン艦隊への威力偵察で撃退されてしまっており、今回は復讐に燃えていた。

      　司令官席でルアック提督は哄笑した。

      「ガハハハ！ 今度は前回の四倍近い艦隊だ。前と同じようにはいかんなぁ？」

      　ルアック提督は大柄な五十歳半ばのベテランだ。豊かに蓄えた灰色のヒゲを震わせて笑う。

      「はい、ただ油断はなされませんよう」

      　ルアックの側に付き従うのはルアックの幕僚長のロジャー少将だ。もともと第六艦隊の首席幕僚だったが、艦隊群を指揮することになりルアックのスタッフとしてそのまま昇進した。

      「もちろんだとも！」

      　ルアック艦隊は手元の艦隊のうち、攻撃的な隊形をとった二個艦隊を前面に押し出し、そのまま縦列で一気にチャン艦隊に迫った。

      　チャン艦隊は引かずに三つに分かれ、エメット率いる解放軍第二艦隊、トラン率いる解放軍第三艦隊が包み込むように反撃してきた。それは歴戦の将でプロらしい苛烈な反撃だった。

      　質量弾が飛び交い無造作に進出したルアックの先頭艦隊に被害が出た。

      　さすがにルアック艦隊の進撃がやや遅くなる。

      　そのスキをみたのかチャンが直接指揮する解放軍第一艦隊が即座に後退する。

      「ぬお！ 逃げるのか？」

      　その様子をメインスクリーンで見ていたルアック提督が吠える。

      　その声が聞こえたわけではないが、チャンは薄ら笑いを浮かべた。

      「知ったことか。このリオハ宙域よりもバローロ宙域にあらわれた敵のほうが気になる」

      　チャンは見事な指揮でリオハ宙域を高速で離脱してルアック艦隊から遠ざかった。

      「やむをえん……いまはあの二個艦隊を撃滅しよう」

      「はっ」

      　ルアック提督はその性格そのままのような堂々とした指揮でエメット艦隊、トラン艦隊に迫った。

      　エメット艦隊は誘うような動きを見せ、トラン艦隊はルアックの先鋒から距離を保とうとした。

      　瞬間、ルアックの脳裏に「罠か？」という単語が浮かんでくる。

      　その様子を見ていたロジャー少将がルアックに耳打ちする。

      「スズハル提督が言っていたとおり、ああいう動きは千パーセント罠です」

      「む……そうだったな」

      　ルアック艦隊はそのまま塊となってエメット艦隊に殺到した。

      　驚いたのはエメットだった。

      「馬鹿な！」

      　誘うような機動に引っかからなかった敵は少なかった。

      　ルアックのことも典型的な猪突猛進型の将帥だと考えていた。

      　ゆえにその攻撃は結果として戦術的な奇襲になった。

      　エメット艦隊はありったけの質量弾をぶつけ、そしてルアック艦隊の先鋒と衝突した。

      　しかし二個艦隊の圧力は大きく、さらに相手の数が多いゆえに正面だけではなくさらに数個艦隊がエメット艦隊を包囲するように機動した。

      　ここにきてようやくトラン艦隊がエメット艦隊の救援に駆けつけた。

      　トラン艦隊はエメット艦隊が窮地に陥っていることにすぐに気づいた。

      　明らかに圧倒的な物量に押し込まれ、このままでは瞬時に消滅しそうに見えた。

      　トラン艦隊はややこの宙域の主戦場から離れていた利を活かして迂回機動をとった。

      　そして先鋒艦隊群に続いて進撃していたルアックが直卒する第六艦隊の直上から猛烈な攻撃を加えた。

      　もちろんルアック提督も無防備だったわけではない。

      　しかし直接指揮する艦隊に攻撃が加えられたことで一瞬、艦隊群の動きがにぶった。

      　それを見てとったエメット艦隊はすばやく後退してルアック艦隊全体の虎口から逃れるように機動した。

      　一瞬の迷いからルアック艦隊もすぐに立ち直り砲火を浴びせてくる。

      　しかし押しつぶされ一気に消滅してしまう位置からはエメット艦隊はなんとか逃れていた。

      　一方、チャン・ユーリンが指揮する解放軍第一艦隊はまっすぐにバローロ宙域に向かっていた。

      　そこに大艦隊が出現したという報告があったためだ。

      　仮にそれが本当と仮定し、何も手を打たなければバローロ宙域は取られる。

      　そしてそこから殺到する大艦隊はリオハ宙域にも雪崩れ込み挟み撃ちだ。

      （しかしそんなはずはない）

      　チャンは半ば以上そう考えていた。

      　どう考えても共和国軍にそれだけの大艦隊を同時に二正面に動員する戦力はないはずだった。

      （ということは大軍を偽装している。おそらくは民間の商船を使っているのだろう）

      　彼はそう考えていた。

      　共和国の欺瞞であることが確定すれば、少数の敵艦隊を撃破してリオハ宙域に戻る。

      　いくら相手が大艦隊といえども老練なエメットと勇猛なトランがそう簡単に全滅するとは彼は思っていなかった。

      　そうすれば瞬時に戻ってきたチャン艦隊がうまく相手の側面か後方を突ければ混乱を誘える。

      　勝機はまだある。

      　そう考えているのだった。

      　しかしその考えはバローロ宙域に接近することで、そこに展開する敵艦隊の情報をようやく入手できたオペレーターの悲痛な叫び声でかき消された。

      「敵の、だ、大艦隊です！ 巨大な重力を感知……六個艦隊……十二万隻！ 帝国です！ 帝国貴族の大艦隊！」

      「な……!?」

      　チャンは驚愕した。

      　メインスクリーンに映し出された艦艇群は、確かに帝国軍が使うタイプの艦艇だった。

      　そしてその中心部にある艦艇は、ヴァイン公の紋章を艦首に取り付けているのが見えた。

      「ようやく来たわね」

      　──戦艦「ヴァイン改」に座乗したヴァイン公リリザは豪奢な椅子に座り冷たい微笑みを浮かべた。

      　彼女の白磁のような肌は紅潮し、その美しい造形の顔に銀髪がふわりとかかった。

      「スズハルの言うとおりだわ。砲撃開始！」

      　バローロ宙域にいた艦艇は欺瞞ではなかった。

      　明らかに共和国軍の動きと連動した帝国艦艇の大群で、そしてそれはヴァイン公リリザが指揮しているのだった。

      　チャンの艦隊は殺到する相手の大軍に一気に飲み込まれた。

      
        

      

      「なんてことだ……」

      　チャン・ユーリンは愕然としていた。

      　リオハ宙域で八万隻、このバローロ宙域で十二万隻の敵艦隊に遭遇した。

      　チャンの率いる解放軍艦隊はせいぜい三個艦隊三万六千隻に過ぎない。しかも分散しているのはチャンのほうで、相手は密集している。まさか帝国貴族たちがいつのまにかこれほどの艦隊を集めて敵対してくるというのはチャンにとって完全に予想外だった。

      　チャン艦隊は、ヴァイン公リリザの率いる帝国艦隊に完全に飲み込まれていた。

      　まるで魚群の中に一匹だけ取り残された別種の魚のような状態になった。

      　帝国艦隊はうねるように機動しながら猛烈に砲撃をしかけてきた。

      　四方八方から撃たれる。

      　質量弾、光線が飛び交い、破砕された艦艇の装甲が飛び散った。

      「○二分艦隊壊滅！」

      　オペレーターが悲痛な声を上げる。

      　しかしチャンはこのタイミングで気づいた。

      　先ほどの共和国艦隊に比べ、自身の艦隊を飲み込んだ艦隊群の機動にほころびがあることに。

      「チャン提督！ ご指示を！」

      「ご指示を！」

      　赤い腕章をつけた幕僚やオペレーターたちが騒ぐ。

      　しかし彼はそれを無視してメインスクリーンを見つめた。

      　艦隊と艦隊の間にやはりほころびが複数個所あるように彼の眼には見えた。

      「全艦艇！ 全質量弾を私の指示する箇所にたたき込め！」

      「はっ……！」

      　チャンが指示した個所に向けてまだ攻撃可能な艦隊が一点に集中して質量弾による砲撃をしかけた。

      　猛烈な射出だった。

      　そしてそれは帝国艦隊の大群の一部に確かに穴を空けた。

      「いまだ！ 敵の陣形を食い破って逃げるぞ！」

      　チャン提督が直卒する艦隊は鍛え抜かれ、指示に完璧に従う精鋭となっていた。

      　チャン提督の旗揚げを聞きつけて再度幕下に加わった退役軍人(ベテラン)も多かった。

      　そしてそれが彼の巧妙な機動を実現していたのだった。

      　チャン艦隊は猛然と砲撃を集中した個所に突進し食い破った。

      　彼らは多数の艦艇を破壊されながらもそれらをまったく顧みることなく猛烈なスピードで逃げ去っていった。

      　そして帝国艦隊はチャン艦隊を追わなかった。

      「……ここで殲滅したかったわね」

      　ヴァイン公リリザは銀色の瞳にわずかな憂いを浮かべ、ため息をついて特注の豪奢な司令官席にもたれかかった。

      「よろしかったので？」

      　同じく銀髪の軍服姿の男が答えた。顔面にはいくつもの傷が走っており、大怪我の跡がうかがえた。

      「かまわないわ。スワンソン准将……」

      　彼女は続けた。「この艦隊はあらゆる規模の、旧・反リシャール公主義者の貴族を集めた烏合の衆。共和国の艦隊と比べれば統制はとれていないわ」

      　リリザは冷たい目でメインスクリーン上の視界から消え去ろうとしているチャン艦隊を見つめた。

      　事実、集合訓練もままならない状態で彼女は戦陣にいた。

      　駆け付けた数十隻から数千隻規模の男爵、子爵、伯爵たちが領地から連れてきた性能もばらばらの艦艇を糾合し形にするので精一杯だった。

      　今回の進軍のための陣形の維持だけでも一苦労だったのだ。

      　チャンが直卒する解放軍第一艦隊が食い破ったのは名も知れぬ辺境の伯爵の艦隊だった。

      　二百隻の艦隊を率いて参陣した貴族だった。

      　チャンが見破ったのは、こうした規模や性能の違う艦艇がばらばらに群れを成すことによって生まれるほころびだったのだ。

      　リリザはふっと哀れむような微笑を浮かべた。

      「──えぇ、かまわないわスワンソン」

      
        

      

      　ぼろぼろになったチャン提督の指揮する解放軍第一艦隊は驚くべき速度で逃走していた。

      　彼の手元に残ったのはわずか八千隻。

      　幸い帝国艦隊は追ってくる気配がなく、チャン艦隊はヴュルテンブルク宙域に向けて航行を続けた。

      　虎口を脱したとはいえほとんどの艦艇が傷つき、装甲が破損し、ついていけずに脱落する艦艇が数隻ずつ出ていた。

      （しかし……）

      　チャンは逃走を続けた。

      　彼の秘策が準備されているはずだったのだ。

      　ヴュルテンブルク宙域の白色矮星と、穀倉となっている小型の惑星群を艦隊のセンサーがとらえ、メインスクリーンに映し出した。そしてそれは絶望的な光景だった。

      　今度は整然と陣形を組み、広く惑星群の軌道に展開する無数の輝点をも映し出していたのだった。

      「てっ、提督……じゅ、十万隻を超える艦隊です……」

      　オペレーターが絞り出すように声を上げた。

      「敵中央部……敵の艦艇が多く定かではありませんが……戦艦「ゼウス」を確認……共和国艦隊です」

      「ばっ馬鹿な……！」

      　チャン提督はふらふらと司令官席から立ち上がった。

      　最初に八万四千隻、次に十二万隻、そしてまた十万隻。

      　帝国を含めた数十万隻が集結しているのだ。その衝撃が彼の精神に深刻な形でのしかかっていた。

      
        

      

      「スズハルくん、予定とは少し違うがあらわれたね」

      　共和国元帥の階級章をつけたノートンが司令官席でそうつぶやいた。

      　彼はさまざまな感情が去来する目付きで、このヴュルテンブルク宙域にあらわれたチャン艦隊の残党を眺めていた。

      「ですね」

      　涼井はくいっと眼鏡を直しながら同意した。

      「スズハルくん……スズハル参謀長、どう戦えばよいかね？」

      「ここにはもはや罠など何もありません。正面から堂々と圧倒的戦力で踏みつぶしてください」

      　ノートンはふっと不思議な微笑を浮かべた。

      「まさか我々共和国が敵に対して数的優位に立つ日が来るとは思っていなかったよ……さて行こうか」

      　ノートンの指揮で十万八千隻の艦隊は堂々と動きはじめた。

      　中央は五個艦隊、左右に二個艦隊ずつが展開してそれらが同時にチャン艦隊の八千隻に向けて動き出した。

      
        

      

      「ば……馬鹿な」

      　チャン提督はその光景を前に成す術なく立ち尽くしていたのだった。

      
        

      

      　涼井はこの作戦に出る前に、まずチャン・ユーリン提督との対戦方法を緻密に分析した。

      　基本的には奇策で勝利するタイプで、この世界の「なぜか罠に引っかかりやすい軍人たち」を手玉にとる傾向があった。

      　ただどんなに言い含めても「誰かがやっぱり罠に引っかかる」可能性と、シンプルに歴戦の軍人たちをそろえたチャン艦隊の戦力は侮れないものがあった。

      　そこで涼井は地球で調べてきた戦例に則って、「戦術的に勝つ」ではなく大兵力をぶつけて押しつぶすという方針に出た。

      　そこから涼井は猛烈に働いた。

      　商社時代のように出張に行き、軍需工場を視察しその生産力を子細に調べた。

      　先日、アテナ星域の暴動からはじまってポセイドン宙域の軍需工場を押さえるのに成功していたのも役立った。

      　また、艦艇は共和国域内での生産だけではなく、域外の別の勢力に発注して購入している分もあることがわかった。商業ギルド同盟などが主な発注先で、その発注量は年間数万隻に達するなど侮れないものであった。

      　涼井は大統領エドワルドに頼んで国家予算の内訳を確認した。

      　共和国の財政は度重なる戦争にもかかわらず非常に健全だった。

      　国債も発行されているが九割は共和国の国民と金融機関が購入していて、また共和国は帝国と並び屈指の軍事力をもっているがゆえに、共和国の貨幣は基軸通貨としても流通していることがわかった。

      　そこで涼井は共和国としては初の試みとして国債を外国の金融機関や国家に購入してもらえるよう広く働きかけ、さらに国内でもあらためてキャンペーンをかけた。税収を増やして民心を離れさせるのではなく国家としての資金調達を正攻法で行うことにしたのだ。

      　その結果、相当な収入が見込め、涼井はその資金のかなりの部分を艦艇の購入に費やした。

      　商業ギルド同盟からは帝国に売却する分もやや強引に買い取り、同時に国内の軍需産業にも大々的に発注をかけて増産した。

      　一方、涼井は出張によって共和国内で療養していたヴァイン公リリザやカルヴァドス伯爵と会談を重ね、彼女たちに帝国内の貴族たちを糾合してもらうことにしたのだった。そのための工作資金も用意し、リリザたちは旧領の回復を条件に帝国領に潜入し、旧ヴァイン公家中の者を使って反リシャール公貴族や中立貴族をかき集めた。

      　反応は予想以上によく、あっというまに無数の盟約が結ばれた。特にリシャール公が、ヴァイン公の係累であるとして公爵位を僭称したのは貴族たちの不興を買っていた。

      　さらにチャン・ユーリン提督捕虜に対する非道を行っていたことも彼女たちにはプラスに働いたのだった。

      　さらに涼井は軍内部でも主に指揮官・提督クラスとワン・オン・ワンの面談を重ね彼らの人となりを理解し、評価を重ねていった。これらの動きはすべてサラリーマン時代に培ったものだった。

      　涼井は指揮官提督クラスを理解すると、次は大増産される艦艇に対して軍の組織の改編をはじめた。

      　これまでは最大の戦略単位が「艦隊」で、基本は一万二千隻前後。たまに艦隊を組み合わせるがあくまで臨時であって、基本は艦隊がある程度勝手に動く、というのが共和国や帝国のあり方だった。

      　それを今回は期限付きで改定し、艦隊一つ一つをタスクフォースに組み込んだ。

      　既存で練度の高い艦艇を中心に、新造艦艇を順次訓練を繰り返しながら組み込んだ。

      　既存の艦隊も基幹要員を六割残し、四割を予備の人員で埋めるなどし、その代わりに現役の兵士たちが新造艦隊にも配備されていった。

      　それらも一人一人と話すことで理解を得た。

      　リリザたちが帝国内での盟約をひととおり作成し終え、やや烏合の衆であっても十二万隻に達する勢力をまとめ上げるころ、涼井も四個任務艦隊三十万隻の大軍を編成し上げていたのだった。

      　やや計画が間に合わず任務艦隊といっても数にばらつきがあるが、辺境方面とアルテミス宙域に二個任務艦隊を残し、二個任務艦隊十八万隻とヴァイン公リリザ、カルヴァドス伯爵の率いる十二万隻によってチャン・ユーリン提督の三個艦隊を総攻撃したのだった。

      　しかもこうして後詰めを置くことで補給体制を完備し、もし長引く場合は艦隊の後退や弾薬の補給についても完璧を期していた。「そこまでやるのかね……」とノートンに言わしめるほど涼井は緻密に計算し、民間商船だけではなく外国船までも傭船して、質量弾や推進剤、食料などを大量輸送した。

      　各辺境星域や帝国内にも補給拠点を設けた。

      　その壮大な罠はチャン提督を捕捉し、わずか三個艦隊でその十倍もの艦隊群に待ち伏せされることになったのだった。

      【追加発注】増援

      　チャン・ユーリンの指揮する艦隊は、完全に涼井が参謀として支えるノートン元帥の艦隊群に飲み込まれた。

      　さらにチャン艦隊は質量弾を撃ち尽くしてしまっていた。

      「全艦隊、光線を撃ちまくれ！」

      　チャンの率いる解放軍第一艦隊はすでにぼろぼろだった。

      　ここ一連の会戦ではうまく罠を食い破ったとはいえ、損傷していない艦艇はなく推進剤もだいぶ使い果たしていた。

      　チャンの乗る戦艦「ヘリオス」の周辺を固める艦艇にも、次から次へと質量弾が命中していた。

      　すぐそばの戦艦ＢＢ─２３４１型の側面にちょうど質量弾が着弾し、障壁を貫通し装甲にめり込んで吹き飛ばした。

      　運悪く一撃で艦橋も粉々にし、まき散らされた破片がヘリオスの障壁にぶつかって人間の目には見えない電磁的な波紋を無数に広げ出していた。

      　相手の数のほうが圧倒的に多く、みるみる戦闘可能な味方艦艇が減っている。

      　チャンはふらふらと提督席にへたり込んだ。

      　奇策も通用しない、罠にも引っかからない、ただただ質と量だけで圧してくる相手がこんなに取り組みにくいとは考えてもいなかった。

      　絶望が彼を襲っていた。愛用している民生品のマグカップが人工重力に引かれて落ち、砕けた。

      　そのとき、メインスクリーンに投影されていた戦況図に突如味方の艦艇が出現した。

      「チャン提督！」

      　重力子通信でテキストだけが届いたが、チャンには確かに音声が聞こえたように感じた。

      「救援に来たぞ！」

      　その味方の艦隊は仮面参謀だった。

      　仮面参謀は、大きく右腕を振り上げ、彼自身のモニタに向かって絶叫していた。

      　彼の率いる味方の艦艇は帝国領方面から出現した。

      　その数三万二千隻。決して多いとは言えないが、いままさにチャン艦隊を包囲するために薄く広く包囲隊形を作りはじめていたノートン艦隊に対して突き刺さる槍としては苛烈だった。

      　もちろん共和国艦隊も速やかに反撃を開始し、仮面参謀の艦隊に反撃が突き刺さった。

      　随所で艦隊が破砕され爆発四散していったがそれでも仮面参謀の増援は猛然とノートン艦隊に食らいついた。

      　激戦の中、仮面参謀は怒りと失望の激情に任せて自ら仮面を外して艦橋の床にたたきつけた。

      　顔に治癒しかけた火傷の跡。その顔は戦闘で行方不明となっていたリシャール公のものだった。

      「全軍、チャンを救出せよ！」

      　彼は咆哮した。

      
        

      

      「敵の増援!? このタイミングで！ !?」

      　ノートン元帥が旗艦「ゼウス」で絶叫する。

      　ノートン元帥は思わず側に控える涼井の顔を見た。

      　涼井は思いのほか冷静だった。

      「ノートン元帥、包囲隊形を作るにあたって警戒に出していた哨戒艦から何か報告はありましたか？」

      「……なかった……と思う」

      「……あらわれたのが帝国領方面から、これは予想外でしたな。ヴァイン公に与する貴族だけではなかったということになりますな」

      「どどど、どうしようスズハルくん」

      　ノートン元帥はすっかり精神的に涼井を頼っていた。

      　涼井は眼鏡の位置を直した。

      　それは一瞬考える時間を作るために間をもたせる際の涼井の癖でもあった。

      「このタイミングであらわれるのは予想外ですが、これくらいのリスクそのものは織り込み済みです。なんらかの奇策で罠が食い破られることも予想はしていました」

      「そ、そうなのか？」

      「これから敵の数が猛烈に増えるわけはありません。あれが彼らの最後の戦力でしょう。フェーズ１でとらえきれなかった敵はフェーズ２でとらえればよいのです」

      「おぉ……スズハルくん……」

      　ノートン元帥は崇敬の感情を全身に浮かべた。

      　リシャールの率いる増援はノートン元帥の包囲陣の一角を崩し、解囲に成功した。

      　ぼろぼろになったチャン艦隊の旗艦と残余の艦艇をうまくまとめあげた。

      　そしてなんと四千隻ほどの決死隊を後に残し本隊は逃げ去りつつあった。

      　決死隊は全滅の覚悟で猛然と暴れまわった。

      　その最後の抵抗を見つめながら涼井は小さな声でつぶやいた。

      「フェーズ２、開始」

      
        

      

      　涼井は元々の計画に従って、各任務艦隊と連絡をとった。

      　哨戒艦を多数放った結果、リシャール公とチャン提督の艦隊は帝国領のさらなる奥にあるカヴァ宙域の方面に逃走したことが判明した。

      　涼井は体制を整えてから追撃というやり方は取らなかった。

      　多少の戦闘で物資を消費したルアック提督の第二任務艦隊を後方に下げ、代わりに後詰めを担当していたロアルド提督の第一任務艦隊を前線に送り、すぐに追撃させた。

      　さらに昇進したニールセン大将が率いる第三任務艦隊は国境付近まで進出させ、五個艦隊のうち三個艦隊をリオハ、バローロ、ヴュルテンブルクの各宙域に展開し残敵掃討を開始させつつ、大艦隊の移動の交通整理を実施した。

      　これだけの大艦隊が移動と作戦を行うため、輸送船も含めて大量の艦艇が行きかうことになり、その交通整理だけでも凄まじい仕事量となったのだった。さらに共和国艦隊とチャン提督艦隊の艦艇の区別、リシャール公についた貴族とヴァイン公についた貴族の艦艇の区別もつきにくく、その膨大な業務量については、国防省だけでなく別の省庁からも応援の人手を出し解決を図っていた。

      　その間に同盟を結んでいる帝国のヴァイン公率いる艦隊はノートン元帥の直轄艦隊の付近まで移動し合流した。

      　お互い多少の再編成をし、ともにカヴァ宙域に向かうこととなった。故障したり傷ついたりした艦艇はいったん旗下の第十四艦隊を離脱させ、第十四艦隊が健在な艦艇を他の艦隊に供給し、傷ついた艦艇を掌握したうえで、ニールセン大将の任務艦隊が収容するよう涼井は処置した。そのため数は減ったがほぼ完全編成の艦隊が前線に赴くことができた。

      　──カヴァ宙域の恒星は若い主系列星で、強く白色の輝きを放っていた。

      　かろうじて虎口を逃れたチャン・ユーリンとリシャール公はここで再度決戦をするべく陣形を整えていた。

      　かなりの艦艇が離脱し傷ついていた。

      　しかしリオハ宙域での会戦からトラン・フーが脱出して合流してきた。

      　一方、老将エメット提督はトラン艦隊を逃すために後衛を引き受け全滅していた。

      「この戦いは相手の司令部を強引に破壊することで勝利を得るしかない」

      　チャンはぎりぎりと唇をかみしめた。

      　解放軍は恒星カヴァを背後にしてゆっくりと惑星軌道を遊弋しながらリシャール公の率いる二万八千隻を中央に布陣した。

      　リシャール公の艦隊は中央を彼自信が指揮し、右翼艦隊を負傷から癒えたランドック伯爵とルーション伯爵の五千隻に任せた。

      　左翼には戦死したミッテルライン公の地位を引き継いだ弟のフランツ・ミッテルラインと共和国に捕縛されたヴァッレ・ダオスタ公の叔父ベルナーレ・ヴァッレ・ダオスタ伯爵の七千隻が配置された。

      　とっておきの矛としてチャン・ユーリンは残った解放軍の九千隻の艦隊を直卒してやや艦隊群の背後に自身を配置。

      　遊撃としてトラン・フー自身の艦隊とエメット艦隊の一部を編合した五千五百隻をリシャール公の背後に。

      　そして解放軍のあのブライト・リンが革命的反戦軍のもっていた艦艇とフォックス・クレメンス社の残党をかき集めた最後の予備兵力の千二百隻を率いていた。

      　連続する会戦でほぼ質量弾は底をついていた。

      　かろうじてリアクト機関をフル稼働させ推進剤と光線のための再充填をする時間だけはあった。

      　チャンは戦艦ヘリオスの司令官席に座り、スキットルに入れた安酒を呷りながらメインスクリーンを見つめていた。

      「重力子増大感知！ 敵が来ます！」と叫ぶオペレーターの声もどこか遠くから聞こえるかのようだ。

      　メインスクリーンには艦隊が感知しうる範囲に敵が出現しはじめていることを示す表示が無数に出現した。

      　見覚えのある表示もいくつかはある。

      「敵出現！ 少なくとも二十万隻！ そのうち三分の一は新手のようです！」

      　チャンは舌打ちした。

      　どうやら前線にあらわれる艦隊が交代したのだろうと思われた。

      　元気いっぱいで物資も大量に積んでいる敵だ。手ごわい。

      　拙速を尊び、ほぼあのまま全艦隊であらわれているとチャンは考えていた。

      　だからこそそこにスキが生まれ、敵の司令部を破砕するチャンスがあると考えていたのだった。

      　そのうえ奇策に頼らず正面から堂々と出現した。

      　敵の数はこちらの五倍以上だ。

      　何の奇策もなく突っ込んでこられても、ただ消耗戦になって終わる。

      　そしていつもの奇策が通用しない相手なのだった。

      「これで終わりか……おのれスズハル……しかしまだチャンスはある……」

      　メインスクリーンに表示された大艦隊は移動用の隊形からすばやく戦闘隊形に切り替え、早くも前進を開始した。

      　二十万隻の強圧がまさにいまチャンとリシャールを襲おうとしているのだった。

      
        

      

      　きらきらと輝く若い恒星を側面に二つの艦隊は対峙していた。

      　一方は戦艦ヘリオスに乗るチャン・ユーリン提督の率いる解放軍艦隊四万三千七百隻。

      　もう一方は涼井を参謀長に擁した共和国艦隊と帝国貴族の連合艦隊である二十万八千隻。

      　この宙域に展開する艦艇群としては過去最大だった。そしておそらく空前絶後となるのであろう。

      　解放軍艦隊は惑星の公転に合わせてじりじりと移動し、できる限り恒星を右側面に置いた隊形を崩さないようにしていた。一方で共和国と帝国貴族の連合艦隊は惑星系に入っても速度をあまり落とさず堂々と接近してきていた。

      「よし、はじめましょう。ノートン元帥、計画どおりにお願いします」

      「うむ、スズハルくん。任せたまえ」

      　ノートン元帥は愚直な男で実務屋だった。

      　それがゆえに地味で、もしかするとチャン提督などから見ると「無能者」だったのかもしれない。

      　しかしこの不思議な世界であっても元帥にまで昇進した男であるし実務の能力は非常に堅実で高かった。

      　逆に涼井から見るとチャン提督は有能で優秀かもしれないが、組織全体からいうと制御不能なトリックスターだった。

      　涼井は今回の艦隊編成では確実に実務を実行できる提督を昇進させ、逆に粗削りな才能をもった小チャンのような提督は遊撃的な位置に置いた。共和国としても史上最大の作戦であるため、確実に艦隊を意思どおりに動かすことを重視したのだった。

      　ノートン元帥は着実に指示を飛ばし、配下の提督たちは彼の意図を理解しながら確実に艦隊を動かした。

      　共和国─帝国貴族連合艦隊は大きく分けて三つの集団だった。

      　一つはノートン元帥と涼井が直轄する五個艦隊　六万隻（四個艦隊欠）

      　一つはロアルド提督の第一任務艦隊　四個艦隊　四万八千隻（一個艦隊欠）

      　最後がヴァイン公リリザのおおよそ六個艦隊十万隻。

      　この場にいない艦隊は後方で交通整理や傷ついた艦艇の収容や捜索、さらなる輸送の護衛などを担当していた。

      　貴族艦隊は小領主も多く艦隊の規模はまちまちでリリザとカルヴァドス伯爵が苦労してまとめあげていた。

      　数も多くリシャール公やチャン提督に対する復讐心から戦意は旺盛だが、その分統制が取りにくく複雑な機動はできない。

      　そこで涼井は貴族艦隊をおおむねまとまって艦隊の右翼に置き、現役艦隊の多く機敏なロアルド提督の艦隊をやや後方に、そしてノートン元帥率いる直轄艦隊で正面から堂々とチャン艦隊を攻撃する作戦に出た。

      　六万隻もの艦隊が整々と前進してゆくさまは圧巻だった。

      　涼井は今回、自身の戦艦ヘルメスを主席幕僚のバークに預けており、ノートン元帥とともに戦艦ゼウスに乗り組んでいた。メインスクリーンではリアクト機関の反応をきらめかせながら前進していく艦艇群の様子が映し出されていた。

      　それに合わせて解放軍艦隊も動き出した。

      　中央に陣取るリシャール艦隊二万八千が迎撃のためかノートン元帥の直轄艦隊に正対して距離を縮めてきた。

      　迎撃のためにノートン艦隊は照準をリシャール艦隊に定めて前進する。

      　リシャール艦隊は質量弾を猛射しながら加速しノートン艦隊と激突した。

      　激しく砲火が交わされ真空中にいくつもの真円の爆発が生まれきらめいた。

      　リシャール艦隊は二倍以上のノートン直轄艦隊と激突してはいたが、戦艦部隊を前面に出し、その間から駆逐艦や巡洋艦が斬り込んでいくという戦術をとった。駆逐艦や巡洋艦の被害は大きかったが効果も大きく、艦隊の規模のわりに影響力があり、その中でノートン艦隊の隊形がやや乱れた。

      　ノートン艦隊とリシャール艦隊の激突を見て貴族連合艦隊も動き出した。

      　彼らにとっては憎きリシャール公に一矢報いようとしたのであろうか。

      　特に血気にはやった小領主たちを中心として前線を押し進め、やや隊形が伸びた。

      　その先頭を切っていたのはブラックリッジ男爵という小領主だった。

      　衛星に領地をもち、今回は十四隻の艦艇を率いて参戦していた。ほとんどは魚雷艇レベルだったが旧式の駆逐艦が二隻混じっていた。彼は先のヴァイン公の乱に参加し部下を失っていた。

      　そしてそろそろ交戦距離というところで彼の旧型の駆逐艦のセンサーが新たな敵艦隊をとらえた。

      　リシャール艦隊の背後からぬっと五千隻のトラン・フー艦隊が出現したのだ。

      　トラン・フー提督は自身の艦隊をリシャール公に追従させ完全に背後に隠れていた。

      　勇猛果敢なタイプの彼にしてはめずらしくがまんにがまんを重ね、奇襲となりうるタイミングで一斉に貴族連合艦隊に襲いかかったのだった。

      　質量弾こそ撃ち尽くしていたものの猛烈な砲火を浴びせながらトラン艦隊は突進した。

      　そして貴族連合艦隊の前衛をなぎ払った。

      　いくつもの小領主たちの艦艇が蒸発した。その中にはブラックリッジ男爵の艦隊も含まれていた。

      　カヴァ宙域会戦はまだはじまったばかりだった。

      【決算準備】カヴァ宙域会戦

      　ノートン元帥と涼井の艦隊とリシャール艦隊が砲火を交えている間に、トラン・フー提督の指揮する艦隊は貴族たちの艦隊の隙間に入り込んで暴れまわった。

      　トラン・フー艦隊は数十ずつの小艦隊に分かれ、ゲリラのように浸透して周囲を撃ちまくった。貴族連合の艦隊は完全に烏合の衆であるがゆえにそれに対する対応もさまざまで、かつ味方の隊形にあまりに入り込んでいるがゆえにまとまった砲火を浴びせづらかった。

      　その様子を眺めながら、チャン・ユーリンの指揮する九千隻とブライト・リンの指揮する千二百隻の艦艇も動いた。

      　チャン艦隊の目標は今回の総指揮官を討つことだった。彼はリシャール公とトラン提督が暴れている間に総指揮官らしき戦艦ゼウスを撃破するつもりだった。

      　チャン・ユーリンは元来小規模な艦隊を遊撃的に動かして敵を奇策で撃破するのが得意なタイプだった。

      　チャン艦隊はなんとか奇襲を成功させようと前進した。

      　しかしそこへロアルド提督の指揮する第一任務艦隊四万八千隻がのっそりと前進してきていた。

      
        

      

      「スズハルくん……大丈夫かね？」

      　ノートン元帥は不安そうにメインスクリーンに映し出される戦況を見つめていた。

      「問題ありませんよ。いまのところ想定の範囲内かと」

      　涼井は眼鏡をくいっと直しながら答えた。

      「相手がどんなに暴れようともしょせんは小勢です。加えてこちらのほうが補給もしっかりしています。相手は質量弾を撃ち尽くすところですが、こちらはたっぷりと抱えてきています。さらに後続には念のため控えている艦隊がまだ無数にありますから」

      　涼井の言ったとおりだった。

      　今回もっとも気を遣ったのは、質量弾の補給や損傷を受けた艦艇の修理や後送、後退だった。

      　数十万隻の大軍を準備していたが、最終的な決戦ではすべてを同じ戦場に投入するのではなく、常に最適な数が最適の戦力を発揮できるようにするのが目的だった。

      　疲れ果てたサラリーマンに延々と勤務させるよりも、休暇を与えたり交代要員を常に準備しておいたりするほうが効率がよいのと同じだ。どんなに優秀でも連勤し疲れ物資もなくなればいずれ力尽きる。

      　共和国艦隊の弱点は新編の艦隊が多いこと、貴族連合の弱点は烏合の衆であること。

      　それに対してリシャールの艦隊もチャンの艦隊も歴戦の勇士(ベテラン)がそろっている。

      　しかしそれでもたっぷりと補給があり、常に損傷のない艦艇が前線に出てくるとなれば話は変わってくる。

      　さらに共和国はすぐ後方に補給拠点を設けているので、この会戦で質量弾を撃ち尽くしてもすぐに補給できる。

      　損傷した艦艇や負傷者を後方に送る体制も整え、交通整理にだけ任じている艦隊もいるほどだ。

      「仮に……」

      　涼井は続けた。

      「仮にここで撃ち漏らしても、次の会戦でも我々の戦力はあまり変わらない。一方相手の戦力はもっと落ちている。そこでさらに撃ち漏らしても相手はもっと弱まります。とっくに〝ブレークイーブン(損益分岐点)〟は越しているのです」

      　ノートン元帥は〝ぶれーくいーぶん〟という言葉がイマイチわからなかったが、とりあえずうなずいておいた。

      　最初はそれなりに局所では優勢に戦えてもやがて疲労していけば能力は急速に落ちていく。

      　現在のカヴァ宙域でもすでにその傾向が強まっていた。

      　ノートン元帥と涼井の艦隊に正面から殴りかかったリシャール公の艦隊も徐々に動きがにぶくなり砲火が弱まりつつあった。次第に被害が増加し質量弾を撃ち尽くしたのだ。

      　トラン・フー艦隊も小艦艇群自体が力尽き飲み込まれ、活動はほぼ停止していた。

      　そしてリシャール公の背後から整然と殴りかかったチャン・ユーリン提督の艦隊は涼井が最後の最後まで温存していた旗艦護衛艦隊として置いていた自らの第九艦隊の砲火の真っただ中に飛び込んでしまった。

      　首席幕僚のバークが指揮官代行を務めており、バークの号令で第九艦隊が一斉に質量弾を、奇襲のつもりで襲いかかったチャン・ユーリン艦隊の鼻先にたたきつけた。

      「バカな……  ！」チャンは絶叫した。

      　いくら歴戦の勇士ぞろいでも数も少なくなり、質量弾もほぼ使い切っている状態で攻撃を受け艦隊は混乱した。

      　さらに第九艦隊の背後から次々と新編の艦隊があらわれチャン艦隊を包み込んだ。

      
        

      

      「これで詰みです」

      　涼井はやや冷たく言った。

      　第九艦隊の戦艦が放った質量弾の一つがチャンの乗る戦艦ヘリオスの後部機関付近に直撃した。

      　装甲をはぎ取り激しい衝撃に戦艦ヘリオスが回転する。

      　そのまま護衛の重巡洋艦に激突した。

      　距離を置いて布陣するこの世界の艦隊では、艦艇同士の衝突は非常にめずらしいものだった。

      　しかしそれは起きた。

      　楔形のような隊形を組んでいたためにいつもよりは密集していたことも一つの原因だったのだろう。

      　そして大きな爆発が起きた。

      　そしてそれはこの未曽有の艦艇群が激突するカヴァ宙域会戦終幕の号砲となったのだった。

      
        第五章　課長が出世する件

      

      【決算】戦後処理

      　カヴァ宙域会戦は終結した。

      　同盟軍として参戦した帝国の貴族連合も併せると五十万隻にも達する艦艇群を動員し、リシャール公とチャン・ユーリン提督の反乱を鎮圧したのだった。

      　チャン・ユーリン提督は旗艦を吹き飛ばされ生死不明の行方不明。

      　リシャール公はそれ以上の戦闘は無意味とみて降伏した。

      　その他、トラン・フー提督は行方不明、彼を逃がすために殿(しんがり)をつとめていたエメット提督は旗艦が破砕されていたのを確認されたため、戦死と推定。ブライト・リンは捕虜となった。

      　ランドッグ伯爵、ルーション伯爵、フランツ・ミッテルライン公、ベルナーレ・ヴァッレ・ダオスタ伯も捕らえられた。

      　解放軍は指揮官戦闘を貫いたためか、指揮官クラスの戦死者が目立った。一方、共和国軍は将兵の戦死者こそ数十万に達したものの、高級将校である提督・指揮官に損害はなかった。

      　これは可能な限り指揮系統を温存した戦い方を優先したためだ。それは貴族連合にもできる限り守ってもらったが、一部の血気盛んな小領主たちの突撃による損害はあったがヴァイン公リリザやカルヴァドス伯爵などは健在だった。

      　捕虜たちはロアルド提督の任務艦隊が護送することとなったが、今後の共和国と帝国の間をどうするのか、そもそも帝国を誰が統治していくのか、捕虜をどう分けていくかについての会議は設けられた。

      　共和国や帝国領地に艦隊が移動していくなか、会議はリオハ宙域で行われた。

      　会議は貴賓室のある共和国軍旗艦の「ゼウス」で開催された。

      　共和国側は、会戦後に急いでやってきた大統領エドワルド、宇宙艦隊司令官ノートン元帥、大統領たっての希望で涼井。帝国側はヴァイン公リリザ、カルヴァドス伯爵、リリザの同盟貴族として戦った選帝公のガリシア公とトスカナ公が出席した。

      　ヴァイン公リリザは銀髪をかき上げ天然素材の木でできた円卓とその面々を見回し、貴賓室の豪奢な調度品を見つめてふっと笑った。

      「共和国にしてはなかなかよい調度品ね。まぁ伯爵クラスといったところかしら？」

      「誉め言葉として受け取っておきましょう」とこれはエドワルド。

      「姫公爵閣下……うぉっほん！」

      　ヴァイン公リリザに視線を送りながら咳こむカルヴァドス伯爵。

      「さて……」

      　涼井が切り出す。

      「戦後処理……というわけですが……」

      　一同が涼井を注視した。

      　今回はあくまで政治マターのため涼井は特に大きな提案をしていたわけではなく、その権限もなかった。しかしカヴァ宙域会戦で解放軍を葬り去り、共和国と帝国貴族の同盟という新しい局面を作ったのはまさしく涼井だった。

      　彼らの視線は畏敬、好意、あるいは若干の畏怖、それらが入り混じったようだった。

      　涼井が切り出したことによって話は進んだ。

      　まず帝国についてはリシャール公が消え去ったことによってその領地などが浮いた。さらに六大選帝公も残ったのはヴァイン公、ガリシア公、トスカナ公の三名だけだった。

      　共和国としては今回の勝利に貢献したことによって領地を要求するのも一つの手ではあったが、それは涼井が止めた。争いの種を自ら作っても仕方がなく、共和国としては防衛範囲が広がることは望ましくない。

      　数は大きいが多くは新造艦隊だ。

      　無理な予備役の動員などもしているため、やがて艦艇の規模は順次元に戻さなければならなかった。

      　一方、帝国側もリシャール公やヴァッレ・ダオスタ公についた貴族たちを即座に処断というわけにもいかなかった。

      　帝国は小規模な貴族たちの大きな連合体であり、必ずしも中央政府が強権を振るうことができるような立場ではなかった。

      　舌を滑らかにするための酒がふるまわれ、ワインを大量に飲んだヴァイン公リリザが顔を真っ赤にして倒れかけるという椿事はあったもののどうにかこうにか決着はついた。

      　　一、共和国はこれまでどおりの領域を保持する。ハデス・ヘラなどの辺境は共和国がこれまでどおり領地とする。

      　　二、ヴァイン公リリザが新皇帝の地位につき、ガリシア、トスカナはそれを支える。

      　　三、カルヴァドス伯はミッテルライン公の領地を引き継ぎミッテルライン公爵となる。

      　　四、交通の要衝であるリオハ宙域には共和国・帝国共同の警備艦隊を置く。

      　　五、共和国と帝国は戦争状態を解消しあらためて不戦条約を締結する

      　おおまかな方針は決まったため、後は国務省などの仕事だった。

      　共和国、帝国それぞれの本来の言語、および共通言語を正文として条約を締結するのだ。

      　会議は決着がつき、意外に芸達者なトスカナ公が古典劇の一人芝居などを披露しはじめたため涼井は場を辞した。

      　貴賓室のあるフロアからいつもの武骨な回廊に出る。

      　内火艇に乗るために歩いていると、後ろから声をかけてきた人物がいた。

      「スズハル提督……」

      「！」

      　声をかけてきたのはヴァイン公リリザだった。

      　さきほど酔っぱらって退出したままだったのだ。

      「これは公爵閣下」

      「ふ……提督には何度も助けられている。余計な礼儀はよい」

      「は……」

      「今回は本当に助かった。しばらくしたら私の戴冠式も行われるだろう。戴冠式にはぜひ出席してほしい」

      「光栄です」

      　リリザはふっと目に哀愁の色を浮かべた。

      「……しばらく空位だった帝国の皇帝が出現する。これは帝国内においては安定を意味するかもしれないけど、周辺国にとっては……」

      　涼井はリリザの意図を図りかね、彼女の眼を見つめた。

      　リリザは今度は心底楽しそうな表情を浮かべた。

      「そう見つめられると照れるわね。正式には招待状を出す。またいずれ、涼井提督」

      「！」

      　リリザは謎めいた表情を浮かべ、踵(きびす)を返して去っていった。

      　涼井にとって、はじめて本名を呼ばれたことが驚きでもあった。

      　そのことが気になり、茫然と彼女の後ろ姿を見送るほかはなかった。

      【辞令】昇進

      　涼井は共和国首都星のある惑星ゼウスに久々に降り立った。

      　第九艦隊は首席幕僚のバークに任せ、護衛のロッテーシャ大尉と数名の陸戦隊、副官のリリヤだけを伴った気軽な出張だ。

      　惑星ゼウスでは共和国と帝国の停戦、長年の宿敵だったリシャール公の捕縛、内乱の鎮圧を祝って盛大な祭りが広がっていた。特に都市部ではありとあらゆる建物から共和国旗が翻り、人々があふれていた。昼間から酒を呷っている集団もたくさんいた。

      　迎えの車に乗って涼井は宇宙軍総司令部に向かった。

      　宇宙軍総司令部では儀仗兵がずらりと並び、涼井の来訪を歓迎していた。

      　整然と並び旧式の小銃で捧げ筒の態勢をとった儀仗兵はきらびやかな制服、青空と相まって実に見事だった。

      　司令部に入ると案内の広報官によって司令官室に通され、そこではノートン元帥が背筋を伸ばしかしこまって立っていた。

      「スズハルくん、本当によくやってくれた……」

      　初老のノートン元帥の目には慈愛さえ浮かんでいるように見えた。

      「いえ……皆様の力です。皆様の協力がなければここまでのことはできなかったでしょう」

      　涼井はジャパニーズサラリーマンならではの謙遜で軽く頭を下げた。

      「ずいぶん謙虚な男になったものだ。皆を立て、あくまで相談という形で協力を要請し、結果としてあれだけの大会戦を戦う組織を作ったのだ。見事というほかはない」

      「ありがとうございます」

      「我々もどうやって君に報いたらよいのかわからないが……」

      　ノートン元帥が目くばせするとノートンの副官が何やら箱を携えてもってきた。

      「まずは名誉としてはこの共和国黄金剣章を受け取ってほしい。もちろん知っていると思うが、これは軍人最高の栄誉で歴代大統領も数名はこれの受勲者だよ」

      「ありがたく頂戴(ちょうだい)します」

      　その勲章は立派な箱に入った黄金の剣を象った勲章だった。

      　共和国の紋章も入っている。

      　涼井は素直に受け取った。

      「そして辞令だが……私はこのたび統合幕僚長に昇進した。ロドリゲス元帥の後任でね。そこで君には私の代わりに宇宙艦隊司令長官を引き受けてほしい……もちろん大将への昇進とセットだ。どうかね？」

      「大変ありがたいお話です……」

      　涼井はしばし黙考した。

      　確かにこれは共和国が涼井の能力と実績を評価した結果の昇進だ。

      　もちろん宇宙軍総司令官という立場になることで新たなステージも見えてくることだろう。この世界で共和国宇宙軍そのものを指揮できるというのは非常に名誉なことだった。

      「ありがたくお受けいたします」

      　涼井は決断した。

      「おぉ！ やってくれるかね！」

      　ノートン元帥は破顔した。

      「正式な任命式はまた別だが、今日は大統領も時間をたっぷりと取っている。盛大に祝おうじゃないか」

      「ありがたく……」

      　その様子をロッテーシャとリリヤは見ていたが、ロッテーシャは背筋を伸ばし直立不動の姿勢を保ったまま、感激のあまりに感涙を流していた。

      　ぎょっとするリリヤ。

      「ちょっと……大尉、感動してるんですか？」

      「私が仕えてきた提督が総司令官になるのだ、これほどすばらしい日はない」

      「えぇー……  でもまぁ私たちも少しは昇進できますかねー？」

      　とリリヤ。

      　広報官がうぉっほんと咳をすると二人とも黙った。

      
        

      

      　──その日の大統領官邸で開催された宴会は盛大なものだった。

      　大統領エドワルド、統合幕僚議長のノートンをはじめ、第九艦隊の主要な面々も招待され、保守派の著名人や政治家が多数出席していた。その会場では何やらよくわからない年月熟成されたワインがふるまわれた。

      　涼井は素直に感謝しその宴会も楽しんだ。

      　エドワルドもいつになく酔っ払い、ボールルームにしつらえられていた休憩用のソファに寝っ転がって寝はじめていた。

      　彼は彼で共和国のリーダーであるという重責に耐えながら帝国との戦争を指導する一方、選挙戦も戦わなければならないという重圧の一部からようやく解放されたのだ。

      　涼井はいつもどおり大いに楽しむ一方、翌日に酒を残さない程度に付き合い、大統領官邸を辞した。

      　車で軍人用の割引があるホテルに向かう。リリヤとバークがまだ飲んでいる姿を見かけたような気もしていたが、ロッテーシャ大尉と護衛の陸戦隊員はすっと涼井についてきた。車の中から共和国首都の夜景が見える。

      　宇宙艦隊司令長官！

      　帝国とは停戦したが、ヴァイン公リリザの戴冠式もあり、カルヴァドス公爵によるリシャール公の領地引き取りもあり、まだまだ火種はたくさんある。

      　それにこの世界の二大勢力は確かに共和国と帝国だったが、ほかにも独立した勢力がいないわけではない。あのフォックス・クレメンス社と関係があると思われる商業ギルド同盟、帝国からの飛び地が元になったリマリ辺境伯領やアルファ帝国の宗教騎士団のクヴェヴリ騎士団領、共和国から昔分離したロストフ連邦など中小規模ながら侮れない勢力をもった国々がいる。

      　戴冠式にはそうした国々も招かれるということだから、結構なハプニングが起こるかもしれない。まだまだ安心して羽を伸ばせる状況ではなさそうだった。

      　しかしそうした思いを巡らせているうちにホテルに到着した。

      　涼井はいろいろと考えるのは明日に延ばすこととして制服を脱ぎ、そのままベッドに倒れ込み眠りに落ちるのだった。

      【出張】戴冠式前夜

      　ヴァイン公リリザがアルファ帝国皇帝になるにあたり、正式な招待状が届けられた。カルヴァドス伯爵……ミッテルライン公ノルマンがわざわざ儀仗兵とともに親書を届けに惑星ゼウスまでやってきたのだった。

      　帝国とはリオハ宙域で締結した「リオハ条約」があるため、無害航行はすでに可能になっていた。ミッテルライン公は燃えるような赤毛にごつごつした体格は相変わらずだったが、どこかやつれているように見えた。とにもかくにも親書は正式に大統領エドワルドが受け取り、あらためて宇宙艦隊司令長官となったスズハル提督と国務大臣アレックスが親善大使として帝国首都惑星アンダルシアに向かうことになった。

      　宇宙艦隊は再編成と適正な規模への縮小や動員された予備役や技能兵など復員の真っただ中で、任務についている艦隊は動かしづらい状況だった。

      　そのため統合幕僚長ノートン元帥と相談した結果、宇宙艦隊からは艦艇が出しづらいので海軍の宇宙艦隊を使って帝国に向かうという案が浮上した。

      「海軍？」

      　その話をノートン元帥のオフィスで聞いたときに涼井は驚愕した。そういえば確かに以前　、宇宙軍、陸軍、そして海軍が設置されているという話を聞いた記憶はある。

      　ノートン元帥は少々意地の悪そうな笑みを浮かべた。

      「スズハルくん……君でも驚くことがあるんだな。いや、すまなかった。君は確か戦場で吹っ飛んだときに記憶に少し問題が出ているのだったね」

      　現在、共和国には三つの軍が存在する。

      　一つは宇宙軍。残りは陸軍と海軍なのだそうだ。

      　陸軍は防衛のために各惑星に駐屯しているので知っていたが、海軍の存在はすっかり忘れていた。

      「海軍……ですか」

      「そう……我々宇宙軍人も忘れそうになるのだが、ほとんど名誉職であるが、ちゃんと統合幕僚監部にも陸軍幕僚長と宇宙軍幕僚長と並んで海軍幕僚長も勤務しているよ」

      　共和国の宇宙軍創設は海軍をベースに行われたのだが、そのときに伝統を重視して海軍そのものも残されたとのことだった。戦力としてはほとんどなく、だいたいは宇宙軍で定年近くなった将官や後方勤務、予備役の将校などが最後に名誉職として幕僚長となり年金にわずかばかりの手当がつくという役職だった。

      　しかしそれでも各居住惑星の海洋調査（水ではないことも多い）を主任務に、海洋のみの防衛のための潜水艦や大気圏内を飛行する航空機の部隊もあり、二百隻ほどの艦艇で構成された小規模な宇宙艦隊ももっているとのことだった。なお困ったことに海軍も宇宙艦隊をもっているが、陸軍も「宇宙艦艇隊」をもっているとのことで、ややこしいことこのうえなかった。

      　海軍は、惑星防衛などでは、宇宙軍や陸戦隊と一体となって戦うこともあるプロフェッショナルな集団であり、所属している将校には名誉職のためかえって有名な人物などもいるようでこういう戴冠式などには向いているようだった。

      　涼井は宇宙艦隊の自分のオフィスに戻り、第九艦隊首席幕僚からそのまま宇宙艦隊司令部の幕僚長に就任するとともに昇進したバーク少将に後の手配を任せた。

      　今回の帝国における戴冠式に向かう親善大使として同行するのは国務大臣のアレックスと、その官僚の一部、副官で大尉に昇進したリリヤ、これまで護衛をつとめてきており、これまた昇進したロッテーシャ少佐と陸戦隊の大隊ということになった。

      　海軍は第一海軍宇宙艦隊の二百隻が護衛につくことになり、ファーガス中将という六十歳半ばの元宇宙軍人が指揮する艦隊が準備された。

      　海軍所属の宇宙艦艇は一世代古いらしいが、その代わり堅牢だったり引退はしたが強力だったりした艦艇が多く、小規模な艦隊としてはかなりの戦力をもっていた。

      　しかし砲の半分は降ろされて礼砲と機関砲に換えられており、どちらかというと居住性を意識した構造に換装され、大きな迎賓室や賓客向けのゲストルームなども備え付けられていた。まさに外交用のフネというわけだ。

      　ファーガス中将はもともと、宇宙軍准将だったそうで海軍に転任し二階級昇進した。

      　彼は豪放磊落に笑いながら、涼井たちがまとまって過ごせるようにゲストルームをすべて開放してくれたのだった。

      　そして七月二十八日。

      　帝国に向け親善大使である国務大臣と涼井の一行を乗せた海軍の宇宙艦隊が惑星ゼウスを出発したのだった。

      
        

      

      　戴冠式に向かうための海軍第一宇宙艦隊は惑星ゼウスを発進した。

      　旗艦ポセイドンは、改名前は旧型のゼウスだったそうで、古いとはいえ大型戦艦で居住性にも余裕があり、改装後は非常に居心地がよいフネになっていた。

      　いったん共和国内でいくつかの惑星に寄港しつつ現地のメディアのインタビューに答えるなど一同は忙しかった。

      　主に国務大臣のアレックスが汗をかきかき対応しているのだが、涼井も顔として駆り出されることも多く寄港中は連日会食で大騒ぎしていた。

      　革命的反戦軍はこの帝国との融和を歓迎するでもなく怪しげな動きをしているのだが、警備を担当するロッテーシャは手もちの兵力だけでなく憲兵隊に協力を要請し、先まわりして寄港予定候補地に憲兵隊を増員してそれらの動きを把握、度を超える場合は鎮圧をしていた。そのため共和国領土内を出るまでは彼女がもっとも働いていたのだった。

      　共和国からそのままかつて激戦を繰り広げたアルテミス宙域に向かう。アルテミス宙域ではそのままロアルド大将が指揮する防衛艦隊が配備されていた。ロアルド大将は非常に喜んでわざわざ自身が直卒する第二艦隊の主力を連れて海軍宇宙艦隊を出迎え、その堂々とした艦列に一同を加えて惑星アルテミスまで護衛した。

      　海軍第一宇宙艦隊の旗艦ポセイドンで盛大な宴会が催されることとなり、ロアルド大将は長身に勲章をたくさんつけ颯爽とあらわれた。

      「スズハル提督！ 直接お会いするのは久々ですな！ ふむぅん、少し痩せましたか？」

      　灰色の髪を震わせ彼は大声で笑った。動作が大きいのでそのたびに勲章がきらきらときらめく。

      　ロアルド大将はやや名誉にこだわるタイプのため、チャン・ユーリンのような冷笑家には嫌われていたが、提督としての能力は非常に高い男だった。同じ方面艦隊のレオナイダス提督もやってきた。

      　海軍の宇宙艦隊機関であるポセイドンは主計係も優秀で本格的なフルコースがふるまわれた。

      　軍属のちゃんとしたシェフを雇っているらしく見た目も味も見事のひと言で、共和国の首都惑星ゼウスの一流店と比較しても間違いはなかっただろう。

      　涼井も久々によく知る人間たちに囲まれて、少し気を抜くことができた。

      　国務大臣アレックスはこの場でも大活躍でしきりに笑い、歓談していた。

      　あまり印象になかった男だったが、初老で禿頭という年齢のわりによく食べる健啖家で、人付き合いに関しては底知れないエネルギーをもっているようだった。もちろん軍事的なスキルがあるわけではないのだが、長年大統領エドワルドを外交的に支えてきた男だけのことはあった。

      　宴会も盛り上がり、それぞれテーブルから散って三々五々、ソファ席などで酒を楽しむようになったころ、壁際でマティーニのようなカクテルをちびちび飲んでいた涼井の傍にロアルドがやってきた。

      「スズハル提督……」いつになく真剣な調子だったので涼井はふと真顔に戻った。

      「ロアルド提督、何か話がありそうだね」

      「今回の戴冠式は共和国だけではなく、いろいろな国が呼ばれていると聞く」

      「そのようだな」

      「私はこの帝国と接する宙域に配備されて長いのでいろいろな噂が入ってくるのだが……」

      　ロアルド提督は国境の宙域を担当しているだけに、普段から偵察艦隊を派遣し、怪しげな船を臨検したり情報収集したりと積極的に活動をしているそうだ。そのなかで、開拓宙域に向かう船が増えている感触があるとのことだった。

      「開拓宙域……」

      「この広い宇宙において、もちろん最大級の領土をもっているのはアルファ帝国。七十二個の惑星をもっていて、数だけなら共和国の一・五倍はある。ただ知ってのとおり帝国は貴族同士の派閥で分裂しているので実際に集中できる戦力は少なく、共和国も反体制派などの抑制があるので全力は出せなかったので膠着状態が続いていた」

      　そこでロアルド大将は手にもっていたビールらしき飲み物をぐぃっと飲みほした。

      「もちろんその壁を打ち破って最大戦力を作り出したどころか、帝国貴族と同盟までやってのけたのはスズハル提督の才覚だが……」

      　その目には敬意がこもっていた。

      「開拓宙域はこれまで恒星間開拓事業公社が国際共同事業の形で開拓をしてきたが、どうも我々が戦争に明け暮れている間にかなりの規模の惑星がすでに開拓されているらしい」

      　ロアルドは続けた。

      　この宇宙には帝国、共和国の他、いくつかの中小国で成り立っていた。

      　最大級のロストフ連邦でも領土となっている惑星は十二個と、共和国の四分の一以下の規模でしかないのだが、惑星開拓事業は順調で、少なくとも名目上はまだ誰のものでもない居住可能な惑星、もしくは居住可能なようにリフォームされている惑星の数が相当な規模になってきているようだった。

      　そして最近はそこに向かう商業船や輸送船が妙に増えているという。

      　こうした細かい兆候は何かが起きている証なのだろう。

      「……ありがとうロアルド提督。留意する」

      「まるで政治家のような言い方だな、スズハル」ロアルドは破顔した。

      　いつしかボールルームからは人が消えはじめていた。

      　涼井も寝ることとしてその場を辞した。

      　開拓宙域に向かう船が多いということは物資を運んでいるか、あるいはなんらかの取り引きが盛んになってきているということだった。その具体的な数はロアルドが把握できているだけでもかなりの規模に上り、帝国船籍や共和国船籍もかなりの数把握できているとのことだった。

      　何かが起きているのだろう。

      　涼井はそう判断し、与えられた個室のベッドに倒れ込むと、眠りに落ちるまでの間、考えを巡らせはじめたのだった。

      
        

      

      　アルテミス宙域で現地の将官・将校と会合を繰り返した涼井と国務大臣アレックスの一行は、引き続き海軍第一宇宙艦隊に乗り込んだ。途中までロアルド艦隊の一部が護衛した。

      　リオハ条約締結後に設定された共同警備区域ではササキ少将が暫定的に指揮している第五艦隊、スワンソン・ヴァイン伯爵という人物が指揮する一万隻強ほどの帝国艦隊が待機していた。

      　共同警備区域はやや複雑な宙域のため、それぞれかなり近接して隊形を組み単分子ワイヤーを飛ばして通信を確立した。

      　戦艦ポセイドンのメインスクリーンにササキ少将とスワンソン・ヴァイン伯爵が出現する。

      　こちら側の艦橋のメインスクリーン前には涼井、リリヤ、海軍軍人のファーガス中将が待機していた。

      　ササキ少将は黒髪短髪の三十歳ほどの快活そうな青年将官で、スワンソン・ヴァイン伯爵の容貌は銀髪で線が細く、どこかはかない印象を受ける人物だったが、顔にはいくつかの傷跡が存在した

      「こちらササキ艦隊。いやぁよいですねぇ、一個艦隊をまるまる指揮できるというのは」とササキ少将。

      「……ふっ、この間からそればかりですな。はしゃぐのも結構ですが停戦監視という名目ながら旧敵国の艦隊がこうして固まっているのです。貴殿は火薬庫に座らせられる役目を押し付けられただけとも言えますぞ」

      「火薬庫？ 上等、上等、むしろ吹っ飛んでくれたほうが対応しやすいさ」

      「ずいぶんと呑気なことですな」

      　スワンソン伯爵は皮肉な微笑を浮かべる。はかなげな印象と異なり意外に皮肉屋のようだった。

      　ササキ艦隊とスワンソン艦隊は会合の後、それぞれ千隻ほどの分艦隊を出して涼井一行を護衛してくれた。

      　回廊宙域を出るあたりでササキ艦隊は回航し、スワンソンの分艦隊がリオハ星系まで護衛についた。

      　帝国領内はまだ掃討戦は続いているものの首都惑星アンダルシアから国境線までは治安が回復しているようで、ときおり商船隊などともすれ違った。

      　涼井はたまに艦橋に顔を出しては商船隊についてオペレーターに調べさせていた。

      「やれやれスズハル提督……自室で休んでおられればよいものを」

      　国務大臣のアレックスだった。

      　彼はきっちりと外交用のためのスーツを着込み革靴もピカピカだ。

      　涼井は微笑を浮かべた。

      「先日の情報で商船隊が開拓宙域に向かっているという話、あれが気になっていましてね」

      「ワーカホリックというやつですな」

      　アレックスも笑顔を浮かべた。

      　国務大臣は戦争中は目立たないが帝国との終戦処理では彼は事務方を引き連れ奔走し、かなり短い期間で条約をまとめたのを涼井は見ていた。

      「まぁ私も人のことは言えませんがな。ところで何かわかりましたかな？」

      　アレックスは世間話の延長のつもりだったのだろう。

      　しかし涼井はふとこれまでにまとめた商船隊の動向について彼に話す気になった。

      「……実はこれまでの商船隊の動向をすべてまとめて統計風にしてみたのです」

      「ほう」

      　涼井は一瞬地球に帰ることになった際にもってくることができたノートパソコンを取り出した。どうもこの世界の端末は性に合わず慣れた表計算ソフトを使いたかったのだ。

      「……めずらしいスタイルの端末ですな」

      「オペレーターにも協力してもらい、商船隊のゆく方向をおおまかに算出してもらいました。それをまとめてもらったのですが」

      　涼井は表計算ソフトで作成したグラフを見せた。

      「む……」

      　アレックスの顔色が変わる。

      「そうです。どの星域でも、方向がある程度限定される回廊を除き、開拓宙域に向かう商船隊が六割、帝国や共和国に向かうものが三割、残りが一割です」

      「停戦で少し気を抜いていたが……」

      「ということは開拓宙域に向かったまま帰ってこない商船隊が多い、事故届や行方不明になったという情報はほぼ平常どおり。したがってほとんどが開拓宙域で滞留しているということになります」

      「これまでは行って物資を売買したらすぐ帰ってくる商船隊が多かったはずだな」

      「えぇ、少なくとも大量の物資を必要としていて、そして商船隊そのものが現地でさらなる物流にかかわるチャンスがあるからなのではないか、と思っています」

      「何かあるな」

      「私もそう思います」

      　アレックスは何かぶつぶつ言いながら自室に戻っていった。

      　涼井も統計をとってみて気づいたが、こういうときは何かあるものだ。

      　帝国と共和国が停戦したのでまたぞろ何かが動いていると見るべきなのだろう。

      　涼井は艦橋のシートに腰かけ、落ち着いた姿勢で思索を巡らしはじめた。

      【出張】帝都アンダルシア

      　アルファ帝国首都惑星である帝都「アンダルシア」は帝国領の中でも共和国からみて縦深性が高い場所にあった。実際に戦争を続けていたとしたら、この惑星を占領するのは共和国の戦力では不可能だったのではないかと思われるような領域の構成だった。

      　とはいえ封鎖されやすい位置でもありアンダルシアを巡って選帝公たちが争うのに都合がよい場所でもあったのだった。

      　涼井と国務大臣のアレックスを乗せた共和国海軍第一艦隊は順調に巡航したが、途中から帝国領内ではカルヴァドス・ミッテルライン公爵の艦隊二千隻ほどが護衛として同行した。

      　共和国と停戦したとはいえ、帝国貴族たちの中には共和国に敵愾心を燃やす者たちもいたし、小規模な貴族同士の戦闘は散発的に続いていた。

      　帝国は巨大だったが、統一できていないがゆえに共和国が互角に戦争していく余地があったのだった。

      　惑星アンダルシアは第四惑星で、青白く輝く恒星に照らし出された姿は美しかった。

      　雲がやや多いようだったが豊富な水もあり、やや体積は大きいが居住地域では重力を微調整して人類の生活に合うようにしているとのことだった。

      　恒星の向こう側では第三惑星が近い軌道でまわっているが、そちらも居住可能で、第四惑星が冬の間だけ住むための離宮が建設されているらしい。

      　ミッテルライン公の艦隊は第四惑星の衛星軌道で待機し、共和国海軍の旗艦ポセイドンがゆっくりと大気圏に突入し慎重な操艦で軍港に直接降り立った。

      　これだけ巨大なフネが惑星上に降りるというのはこうしたセレモニー以外では基本行われない。それだけに軍港の周囲にはひと目見ようと帝国首都の市民たちが集まって見物しているようだった。

      「やれやれようやく着きましたな」と国務大臣のアレックス。洒落た燕尾服に身を固めている。

      「まったくですね」と涼井。「それにしてもずいぶん大きい軍港ですね」

      「私も見るのははじめてだが……」

      　アレックスはメインスクリーンに映し出された惑星アンダルシアの軍港を目を細めて眺めていた。戦艦ポセイドンはゆっくりと減速しながら慎重に指定されたドックに接近していた。

      　戦艦や巡洋艦の類が直接乗り付けることができるドックがいくつもあり、すでにいくつかの国の戦艦などが入港しているようだった。

      　民間船も多少は入港できるようで大き目の輸送船がいくつか見えた。

      　軍港には黒を基調に金で彩られた、まるで地球の近世の海賊船のような戦艦が入港しているのが見えた。

      「……海賊船のようなフネがありますね」

      「あぁ、あれは……」

      　アレックスはスクリーンが見えづらいのか額に手を当てて覗き込むようにそのフネを見つめた。オペレーターに言えば拡大してくれるのだが。

      「あれはロストフ連邦の旗艦『ドン』ですな。ロストフ連邦はだいぶ前に共和国から分離独立して以来ずいぶんと独自路線を走っておりますからな」

      「なるほどあれが……」

      　涼井はここに来るまでに、さすが国際知識豊かなアレックスからいろいろな話を聞いた以外にも、この世界の端末でもいろいろと調べ、それを自身の地球からもってきたノートパソコンにデータを打ち込んでいた。不思議なことにこの世界には表計算ソフトのようなものがなく数字を人間が眺めて比較するような習慣がないようだった。

      　ロストフ連邦は十二個の惑星を擁するそれなりの国だったが、帝国との戦争については中立をたもち、援軍を出すことも帝国を支援することもなかった。

      　双方に外交官を派遣しロビー活動は積極的に行っていたようだった。

      「おや、あれは……」

      　軍港が近づいてくるに従って、隣のドックにまるで帆船のようなマストを上方と左右の舷側に伸ばした船が見えた。船体はまるで木造に見える。

      「おぉ、これはめずらしい。中立惑星ミードの太陽帆の帆船「リケリス」ですな。普段はさすがにリアクト機関で航行しとるらしいのですが、行事では太陽帆を広げて航行するらしいです」

      「なるほど……」

      　涼井は眼鏡をくぃっと上げて帆船に見入った。美しい船だった。

      「あちらにはクヴェヴリ騎士団の船もいるし、リマリ辺境伯も来ているようですな。こりゃ一波乱あるかも……」

      　アレックスがむしろ楽しそうに困った表情を作る。

      　つられて涼井も破顔した。

      「提督……眼鏡をくぃっとされるなんて久しぶりですね」

      　と背後からリリヤがあらわれた。

      「リリヤか……」

      「そろそろ到着しますよ、少佐の陸戦隊が儀仗編成で待機してます」

      「わかった……」

      
        

      

      　涼井もこの日は礼装に身を固めていた。

      　少佐に昇進したロッテーシャとその配下二十人ほどが旧式の小銃を抱えて整列している。

      　扉が開けば儀仗兵がさっと展開し壮大な歓迎セレモニーがはじまるのだ。

      　国務大臣のアレックスを中心として涼井はその隣で待機する。

      　軽い振動が戦艦ポセイドン全体に響き渡った。

      　接地したのだろう。

      　人員向けの舷側ドアが開き、アンダルシアの白く美しい光が飛び込んできた。

      　儀仗兵がさっと外に向かって展開する。

      　国務大臣アレックスが先頭に立って歩き出す。

      　扉をくぐるかくぐらないか、そのとき、乾いた銃声が響いた。

      　アレックスが倒れる。

      　ロッテーシャがこわばった顔を見せて涼井の腰あたりに組み付いて涼井を引き倒して盾になった。儀仗兵たちは周囲にあわてて伏せて散開する。リリヤも青ざめた表情で「ひぇー！」と言いながら伏せる。

      　ポセイドンの兵が扉を閉める。

      　そこまでが涼井にはスローモーションで見えた。

      「…… !!」

      　我に返った涼井は倒れたアレックスを見る。

      　アレックスは右手で左肩を抑えていた。指の間から鮮血が染み出す。

      「大丈夫……スズハル提督。だが肩の骨を砕かれたかもしれん」

      「急ぎ医務室へ……！」

      　陸戦隊の兵士が駆け寄ってきてアレックスをかつぎ上げた。

      　涼井は唇をかみしめて閉まったばかりの扉の向こうをにらんだ。

      　帝都アンダルシアの長い一日ははじまったばかりだった。

      
        

      

      　惑星アンダルシアの軍港は騒然となった。

      　地上走行型の装甲車が多数詰めかけて戦艦ポセイドンの周囲を囲んだ。

      　もっとも地上に降りているとはいえ、この堅牢な旧型戦艦の装甲より頼もしいものはなかったのだったが。

      「やれやれいきなり銃撃とは……」

      　医務室に運ばれてひととおりの処置が終わった国務大臣アレックスはベッドの上でため息をついた。涼井とリリヤはその傍の椅子に座っていた。

      「しかも火薬式……殺そうというよりは示威行為なのかもしれませんね」と涼井。

      「なるほど……確かにな……」

      「何はともあれ戴冠式そのものを妨害する意図があるのかもしれません。しかし堂々と戴冠式には出席しましょう」

      「次こそ暗殺の危険があるのではないか？ 共和国の大臣なり……貴官なりの暗殺に成功すれば戦争再開の口実としては十分だろう」

      「それはこのようにするのです……」

      　涼井はアレックスの耳元で何かささやいた。

      　アレックスの表情はだんだん楽し気なものに変わっていった。

      「なるほどスズハル提督。それでいこう」

      「えぇ」

      　涼井はニヤリと笑った。

      
        

      

      　皇帝となるリリザの戴冠式は予定どおり行われるというニュースが帝都を駆け巡り、暗殺を狙った者たちをあわてさせた。

      「まさか!? あれだけの行動をしてみせたのだ。共和国の大臣を衆目の前で撃つという……それでも強行するというのか」男が声を上げた。

      「思うに、なかったことにでもしないと共和国やその他の国の前で体面が保てないのでないか」別の男が言う。

      「ならばその体面を正面から粉砕してみせるべきだ」さらに別の男が気勢を上げる。

      「そうだ！」「そうだ！」その場にいた男たちは次々に叫ぶ。

      「決行だ！ 次は共和国の英雄スズハルを暗殺してしまうのだ」

      「そうすれば軍事的な英雄を失った共和国など帝国の敵ではない。混乱の中、ヴァイン公も、その取り巻きのミッテルライン公もすべて討ち取ってしまえば我々の天下だ」

      　男たちはうなずき合った。彼らはこの陰謀の成功を確信していた。

      
        

      

      　戴冠式は宮殿で盛大に行われた。

      　舞踏会のための大広間に各国の列席者がそろい、帝国の儀仗兵がきらびやかな軍装で並んでいた。多数の帝国貴族も招待され、小型の内火艇なら二機は並ぶことができそうなほど広大な大広間は絢爛豪華のひと言だった。

      　華麗な金管楽器のファンファーレが鳴り響くと皇帝の衣装に身を固めたヴァイン公リリザが玉座の背後からあらわれた。列席者の間から感嘆のため息が漏れた。

      　それはシルクのような布地に本物と思われる金糸銀糸があしらわれた荘厳なローブだった。そこに銀髪が揺れきらめき、まるで絵画のような美しさだった。彼女は玉座の前に凛として立った。……後は皇帝の冠が届くのを待つだけだった。

      　帝国の公爵や侯爵たちが玉座から見て左側に、そして右側の最上位に共和国国務大臣のアレックス、共和国の英雄スズハルが並び、その他の国々の諸将や大臣も並んだ。彼らも一様にリリザを見つめる。それは羨望だったり、値踏みするような目付きだったり、あるいは敵意ともとれる表情も混じっていた。

      「お待ちなされ！」

      　そのとき、大広間に大声が響いた。

      　帝国貴族の軍服に身を固めた大柄な老人がゆっくりと入ってきたのだった。

      　肩には何か大きなものを担いでいる……それは透き通った袋に入った無数の帝国貴族たちの肖像画だった。その異様な光景に周囲は一瞬息を止める。

      「ワシは帝国伯爵ペリニヨン……一つ発言を許していただきたい」

      　彼はゆっくりと大広間の中央に進み出て、そこで袋を下した。

      「これは今回の大戦で戦死した帝国貴族たちの遺影ともいうべき肖像画だ……何ゆえ彼らは散ったのか。共和国を倒すためではないのか！」

      　彼は演説するような声色で広間の周囲を眺めまわした。

      「そもそもヴァイン公がその帝冠を戴く正当な理由があるのか。もとは反逆者ではないか！ それがいつのまにやら共和国と結び……皇帝になる。そんなことが許されるのか！」彼は叫んだ。

      　ペリニヨン伯爵はその大きな背中を震わせた。

      　そしてゆっくりと遺影の一つを掲げた。

      　全員が……儀仗兵でさえも……その動作に注目していたとき、大広間の入り口から入ってきた男たちがいた。彼らは腰から銃を抜くと口々に「お命頂戴！」と叫び銃をかまえ涼井に向けて発射した。

      　乾いた銃声。

      　それは火薬式の古式銃だった。

      「えっ？」とペリニヨン伯爵が驚く。

      　彼らは倒れる涼井の幻影を見た。

      　……しかしそれは起こらなかった。

      「えっ？」

      　銃撃した男たちが驚愕の声を上げる。

      「な、何事じゃ？」

      　ペリニヨン伯爵もさらに驚いた声をあげた。

      　男たちの銃撃は……広間の途中で霧散していた。

      「かかりましたね」リリザが酷薄なほほえみを浮かべた。

      　広間の入り口付近にいた貴族たちが礼装を脱いだ。

      　彼らは完全武装の帝国海兵隊だった。

      　瞬時に男たちの銃は弾き飛ばされものの数秒で帝国海兵隊に制圧されたのだった。

      【出張経費】錯綜

      「わしゃ何も知らんぞ！」

      　襲撃の後、大演説をしていたペリニヨン伯爵はそのまま宮殿の取調室に連れていかれていた。

      「でしょうね」

      　襲撃の際の様子からみて関係ないことは明らかであったため、二人の帝国憲兵はかえって困ったような空気で取り調べを進めていた。

      「それにしても間抜けな襲撃犯たちだったな」

      　帝国皇帝となったリリザは皮肉っぽい微笑を浮かべた。

      「まったくです」

      　涼井がうなずく。

      
        

      

      　アンダルシア宮殿は平野の中の丘の上に、天然の石を使って建造されている。

      　もちろんさまざまなセンサー類やちょっとした対空ミサイルなどで防御はされているが、見た目は美しい宮殿だ。地球でいうところの近代の優美かつ豪奢なシェーンブルン宮殿を何倍もの大きさに拡大したかのような建物だった。

      　事件の後、過激派貴族のグループであることが判明した犯人たちの仲間たちも連行された。

      
        

      

      　リリザと涼井は宮殿からそびえ立つ塔の一つにおり、バルコニーに出ていた。

      　アンダルシアはすっかり夜となり、帝都の周囲にある街にぽつぽつと明かりがともり桎梏の絨毯に宝石を敷き詰めたかのような光景だった。

      　リリザと涼井は関係者だけで行われた戴冠式の後、このリリザお気に入りの休憩所にやってきて、ワインを傾けていたのだった。

      　夜風が吹きわたりリリザの銀髪をふわりとなでていった。

      「それにしても傑作だったわね。ペリニヨン伯爵の反応も」

      「ですね」

      　襲撃犯たちはほぼ無計画に押しかけたようだった。

      　てっきりペリニヨン伯爵は揺動かと思われたのだが無関係だった。

      　ただ襲撃犯たちはそもそも宮殿に持ち込めたのは携帯型の火薬式銃に過ぎず、それは戴冠式として設定された大広間に張られていたシールドで防御されたのだった。

      「言うのは簡単ね。ただ準備はかなり大変でしたけど」

      　艦艇などで使う障壁……シールドは全長数百メートルにも達する物体を守ることができる。それらや光線はリアクト機関が生み出していた。

      　近代的な改装がなされているとはいえアンダルシア宮殿の内部にはそこまでの設備はない。

      　そこでアンダルシア宮殿専用の大気圏内航空機用のポートに警備名目で哨戒艇を数隻置いた。哨戒艇は全長せいぜい七十メートルだが、一応は恒星間航行が可能で小さいがリアクト機関を備えている。

      　哨戒艇は実際に一～二隻がたまに飛び上がって帝都上空を警戒した。

      　しかし一隻は固定され、そこからシールド発生装置をリアクト機関ごと取り外し大広間の下に設置した。シールドで大広間や、その他想定された襲撃場所を護ることができるようにしたのだ。

      　これらはすべて戴冠式のための内装の大修理の名目でひっそりとヴァイン公直参の家臣や、カルヴァドス伯爵の私兵のみで行われた。

      　もちろん時間はかかる。

      　これを発案したのは涼井だった。それはリオハ条約の会談まで遡る。

      　帝国ではどうしても求心力を高めるために戴冠式は行う必要がある。

      　必要はあるが、もしも戴冠式を行うことができれば、そこにピンポイントで襲撃可能性を高めることができ、反対派や過激派の貴族たちを炙りだすことができると考えたのだった。

      　戴冠式を行わないということも考えられたが、それではかえっていつどこで誰が襲撃に来るかわからなかった。あくまで六大選帝公が内乱で勝ち取っただけの危うい帝位だから暗殺の危険は常にあった。

      　時間がかかるがゆえに涼井たちは戴冠式の発表とともにゆっくりと、しかも外交儀礼の要素が強い海軍の宇宙艦艇でやってきたのだ。いろいろな星で会食やパーティを繰り返しながら。

      　当然、今回の重要な講和相手である共和国の使節の到着を待って戴冠式は行われることになる。発表から長い時間がかかっても不思議ではなかった。

      　そして戴冠式を発表することで襲撃対象の可能性を狭めたのだった。

      「もちろん本当にこの私に対しての暗殺を試みるとは思ってなかったけど、連中、やってくれたわね……」

      　リリザはグラスに半分ほど残ったルビー色のワインを飲みほした。

      「そういえば……」

      　涼井は問いかける。

      「なぜ私のことを『涼井』と呼んだのですか？」

      「知りたい？」

      　リリザは年齢に似つかわしくない謎めいた表情をその銀色の瞳の中に浮かべた。

      「……もし帝国皇帝の婿に入ったら教えてあげると言ったら？」

      　その囁きは蠱惑的に思えたが、涼井は困ったような表情を浮かべた。

      　リリザは笑った。

      「冗談よ。冗談……それは……」

      　リリザは涼井の耳元に何かをささやいた。涼井の表情が変わる。

      　そのときまた夜風が帝都アンダルシアを吹きわたり、リリザの銀髪をなでていったのだった。

      【経費精算】共和国の政策

      　アルファ帝国の皇帝戴冠式は無事に終了した。

      　涼井と国務長官アレックス、そして海軍第一艦隊は無事に惑星ゼウスへと帰港した。帰りは例によって途中までは帝国艦隊が護衛につき、アルテミス宙域からは共和国艦隊が護衛についた。

      　帝国との停戦。

      　これは共和国においてはきわめて重要な転機だった。

      　さっそく野党は軍備削減を唱えて騒ぎはじめ、いたるところで停戦と皇帝の戴冠を祝うパーティが開催され、将兵の緊張も著しく緩んだ。

      「スズハル提督……いやスズハルくん、ようやく落ち着いたね」

      　共和国大統領のエドワルドは瀟洒(しょうしゃ)なスーツに身を包み、執務室の窓から惑星ゼウスの都市を見下ろしていた。首都惑星といっても銀河に人間が広がっているこの世界は、地球に比べれば人口密度は低く、酔っ払って楽しそうに歩いている人々もどこかまばらに見えた。

      「ようやく肩の荷を下ろせるよ。この戦時下でも野党の突き上げ、軍備削減要求などなどが激しくてね。君の要求する動員計画も実施するのは本当に大変だった……」

      　エドワルドはそう言ってニヤリと笑い、机の上のクリスタルデキャンタに入った琥珀色の酒を二つのグラスに注ぎ、一つを涼井に渡してきた。

      　涼井はありがたくいただき、口をつける。

      　豊かな香りが広がり華やかな味が喉を潤していった。

      　よく熟成したブランデーに似ていた。

      　エドワルドは本当に大変だっただろう。

      　特に野党を支持していた反戦的革命軍の軍事力はフォックス・クレメンス社の壊滅とともに後退したが、そのシンパなどは正体を隠して生き残り反政府活動や軍備削減活動にいそしんでいた。

      　その中で政権を維持し、正攻法でチャン・ユーリンの反乱軍を抑え込むのに必要な一時的な軍備拡大と大動員計画を承認し精力的に進めてきた。

      　政治と軍事が協力しなければあの大動員も、天才チャン・ユーリンを正面から撃破するのも難しかったかもしれない。動員計画も政府や議会の協力がなければ不可能だっただろう。

      　エドワルドは「戦争屋」と野党になじられてきたが、あの状況で軍備を削減されても帝国軍を支えきれずに結果として領土となる惑星を喪失していたかもしれない。そしてそうしたときに決して軍備削減を主張していた側は責任を取らないのだろう。

      　しかし涼井は言わなければならないことがあった。

      「大統領……まだ警戒は続けなくてはならないかもしれません」

      「…… ！」

      　そして涼井は開拓宙域の話をした。

      　不自然な輸送の増加、大量の物資が送られている可能性があること。

      　それらは推測に過ぎなかった。しかし何かが起きているのは疑いようがなかったのだった。

      
        

      

      　──それから数か月。

      　涼井の進言は認められた。完全な臨戦態勢は解除され、臨時動員されていた予備役の将兵は除隊が決まったものの、警戒のために正規の軍備は残されることとなった。

      　宇宙軍は宇宙艦隊司令長官スズハル大将を中心として大きく再編された。

      　宇宙艦隊司令長官　スズハル大将

      　宇宙艦隊幕僚長　バーク少将

      　アルテミス方面艦隊（三個艦隊）　ロアルド大将

      　首都方面艦隊（二個艦隊）　ニールセン大将

      　機動艦隊（八個艦隊）　スズハル大将直轄

      　沿岸警備隊（二個艦隊）　ルアック大将

      　大将の階級をもった将官が複数の艦隊を運用することになった。

      　各惑星に一個艦隊ずつ置くかつてのやり方は撤廃された。戦力の集中のためには難があったのだ。

      　役割を分担し、防衛的に用いる艦隊の集団と機動的に運用される艦隊とを分けた。予備役の将兵は基本的には除隊させ、現役の将兵で固め規模を帝国と対峙していたころと同程度に戻した。

      　大動員計画によって短期でチャン・ユーリンを抑え込むことに成功したが、その際に発行した国債は膨れ上がり財政が悪化していただめでもあった。

      　そしてこの新たな体制が施行された後、大統領エドワルドは辞任を発表した。

      　そのわずか数日後。

      　ロストフ連邦の艦隊が共和国の辺境星域に出現したとの報が駆け巡ったのだった。

      【敵対的Ｍ＆Ａ】ロストフ連邦の侵攻

      　ロストフ連邦の艦艇三万三千隻は悠々と隊形を組み換えながら侵攻をしていた。

      　開拓宙域から楽々と辺境宙域に至り共和国の領域付近に到達。

      　その前衛の中心部には無骨な形状の戦艦がいた。

      
        

      

      　黒々とした装甲は反射材でコーティングされ星の光をわずかに照り返していた。

      　甲虫のように見事な曲線で構成されたその艦体の形状は帝国や共和国の艦艇とも大きく異なっていた。

      
        

      

      「フハハハハ！ このまま進撃して惑星の一つや二つ取ってしまおうではないか！」

      　この艦隊の指揮官であるヴォストーク元帥が哄笑する。でっぷりと太り恰幅のよい彼は黒を基調として白いデジタル迷彩の入った軍服に身を包んでいた。

      　側には青白い顔の将官が控えている。

      　ヴォストーク元帥は元アルファ帝国において私兵をもったそれなりの貴族だった。権力闘争に敗れ開拓地に向かいそこでロストフ連邦の市民となったのだった。

      
        

      

      　ロストフ連邦のヴォストーク艦隊……第二宇宙艦艇師団は共和国の領域付近で小規模な哨戒隊と遭遇し小競り合いを演じたが順調に進撃しハデス宙域付近に到達した。

      　ハデス宙域は白色矮星が中心となっている。青白い光が空間を満たし薄く淡く広がっていた。

      　オペレーターが声を上げる。

      「重力感知！ 敵艦隊です。その数……およそ二千五百！」

      　ヴォストーク元帥が声を荒げる。

      「このまま一気にあの艦隊を撃破して宙域を抑えてくれよう！」

      「閣下、ご油断なさらぬよう」

      「なんじゃい！ ラッソール中将！」

      　口を出したのは中将の階級をつけた青白い顔の男だった。彼はヴォストーク艦隊の参謀長だった。

      「まぁいい！ とりあえず進撃じゃ！ 共和国も帝国も戦争が終わった直後で油断しとるはずなんじゃい」

      　ヴォストーク艦隊は正面から突進した。

      　重厚な艦艇群は次々に質量弾を投射する。

      　ハデス宙域に薄く展開していたのはシュナイダー中将の第十二艦隊、すなわち沿岸警備隊に所属する艦艇群だった。軽快で監視能力や逮捕の能力に優れ、軍用艦艇を改装したものも多数擁しているが全体的には装甲や砲撃能力には劣り、ロストフ連邦の質量弾に次々と撃破された。

      　第十二艦隊に所属する艦艇群はあわてたように散開し三方向に別れて逃走をはじめた。リアクト機関の青く光る光跡が宙域を満たした。

      「よぉーし！ どんどんいこう！」

      　ヴォストーク元帥が叫ぶ。

      「お待ちください閣下！」

      「なんじゃい」

      「これは罠かもしれませぬ」

      「罠……？」

      　元帥が眉をひそめる。

      「血気にはやり追撃をするのは危険です。まずは態勢を整えるべきではありませんか」ラッソール中将が諌めた。

      「ふむ……聞かないでもないがこういうときは一気に追撃したほうがよいのじゃ」

      「閣下！」

      「幸い我が方には十分な兵站があり、まだ辺境宙域に到達したばかりだ。戦闘はまだまだこれからではないか」

      　元帥は笑って指揮を取り続けた。

      　ラッソールはそっと艦橋を離れ内火艇の格納庫に向かった。

      　彼はぶつぶつとつぶやく。「このままでは艦隊は全滅する……せめて我々だけでも後から閣下を救援できるようにしなければ」

      
        

      

      　ヴォストーク元帥の艦隊の後衛をつとめていた八千隻ほどの艦艇がそっと陣形を組みながら本隊と距離をとりはじめたのはその数時間後だった。

      　ヴォストーク元帥は当然それに気づいたが、勢いを殺さぬことを優先すべくハデス宙域を掃討し、次の目標となるヘラ宙域に向かった。

      　後衛を指揮していたのはラッソール中将だった。

      　本隊から離れそっとハデス宙域を確保するべく居住惑星に展開した。

      　居住惑星にはロストフ連邦の空挺師団が降下し居住惑星を確保した。

      　住民はあまりおらず抵抗はほとんどなくロストフ連邦の占領下となった。

      　それから数日。

      　ヴォストーク元帥とラッソール中将の艦隊に割り込むようにして共和国の五万二千隻の大艦隊が出現したのだった。

      
        

      

      「間に合ったな」宇宙艦隊司令長官かつ大将の涼井は戦艦「ヘルメス」の艦橋でメインモニタを眺めながらつぶやいた。ヘルメスの周囲は五万二千隻もの共和国艦艇がとりまいていた。

      「ですな」と宇宙艦隊幕僚長となったバーク。

      　涼井は警戒を緩めていたわけではなかったが、ある程度まとまった数の艦隊がこのタイミングで侵入してくるというのはさすがに予想外だった。

      　ただかつての体制であればヘラ・ハデスの一個駐留艦隊が立ち向かったであろうが数的劣勢は著しく簡単に撃破されてしまっただろう。軽快な沿岸警備艦隊だからこそ被害軽微の状態で逃走し、ロストフ連邦の艦隊による侵攻の報告もできたのだった。

      　涼井はロストフ連邦侵入の報告を受け、すぐに機動的に運用するつもりだった艦隊のうち三つを集め、宇宙艦隊司令部直轄の艦隊と合わせて四個艦隊ですぐに辺境へ急行した。そしてハデス宙域を掃討しつつあったヴォストーク元帥と、ヘラ宙域に残っていたラッソール中将の艦隊の間に割り込むような形で展開したのだった。

      　明らかにロストフ連邦の艦隊は分断されて動揺していた。

      　そこでまず涼井は自身で二個艦隊を率いて二万四千隻ほどとなったヴォストーク元帥の艦隊と対峙。その間に新任のアリソン中将とロビンソン中将の二個艦隊でロストフ連邦の分艦隊を攻撃させた。

      「弱いほうから確実に潰す」

      　涼井は眼鏡の位置を直しながらつぶやいた。

      
        

      

      　ラッソール中将の艦隊は完全に恐慌状態だった。

      「馬鹿な！ 馬鹿な！ 馬鹿な！」

      　ラッソール中将は艦橋で絶叫した。

      　まさかこんなにも早く戦力を集中させた共和国艦隊がやってくるのは予想外だったのだ。

      　ラッソールはヴォストーク元帥を諌めたが、結果としてやっていることは単なる消極策と自ら戦力を分散したに過ぎなかった。八千隻では戦略的に集中した五万二千隻もの相手を引っ掻きまわすのも難しいと思われた。

      「重量感知！ 敵おおよそ二個艦隊です！ 距離百八十！」オペレーターが叫ぶ。

      　そして彼の八千隻の目前にはアリソン中将の第三艦隊、ロビンソン中将の第四艦隊があらわれた。

      「後退だ！ 後退しよう！」

      　ラッソール中将は必死に叫んだ。

      「高速移動する質量体感知！ 質量弾による攻撃を受けています！」オペレーターの悲痛な声が艦橋に響き渡る。

      　ロストフ連邦は共和国の哨戒艇や沿岸警備隊を攻撃して敵意をあらわにしてきたのもあり、共和国も遠慮なく臨戦態勢となっていたのだった。

      　ラッソール中将の艦隊は密集隊形をとり、重厚な装甲をもったロストフ連邦自慢の戦艦部隊を前面に出して抵抗を試みた。しかし三倍以上の共和国艦隊の質量弾は無慈悲に艦列に突き刺さり、戦艦群の装甲にめり込み、あるいはリアクト機関を直撃した。

      　一気に戦艦部隊の二割以上が白や青の爆発を起こし撃破された。

      　さらに大半も傷つき、リアクト機関も停止し慣性のまま宇宙空間をさまよう艦艇もいた。

      「もう……ダメだ……」

      　ラッソール中将はどっと倒れ込み、そして逃走するようにかろうじて指示を出した。ラッソール艦隊は陣形を乱して逃げ散りはじめた。

      
        

      

      「逃げたか、運がよかった」

      　涼井は報告を受けながら言った。

      　もし降伏されたら収容の手間がかかる。一個艦隊は張りつけになるだろう。

      　そうすればこちらに戻せる艦隊は一個艦隊だ。三個艦隊三万九千隻ほどとロストフ連邦のヴォストーク元帥の艦隊二万四千隻ではもちろん優勢ではあるがダメ押しが欲しいところだった。

      　一方、ヴォストーク元帥も荒れていた。

      「ああー！ しまった！ ラッソールが離れていったときに無理にでも引き止めるべきだったわい！ 共和国の反撃を甘くみた！」

      　彼も彼とてすっかり頭を抱えていた。

      
        

      

      　結果論だが、ラッソールの諌めに反して、ヴォストーク元帥の言うとおり早期にまとまってヘラ・ハデスをそれぞれ攻撃していれば、共和国艦隊のあらわれる前にそれぞれは切りとれたかもしれなかった。そしてまとまって時間稼ぎしつつ、ロストフ連邦からの増援を待てば領土をとれた可能性があった。

      　しかしいまとなってはどうしようもなかった。

      「やむをえん！ このままではどうしようもない。もはやこれまで一気に敵を攻撃して退路を作るほかはなかろう」

      　ヴォストーク元帥は決断した。

      　決断すれば彼は早かった。二万四千隻の艦隊は一丸となって遮二無二に涼井の二個艦隊に突進した。

      　涼井の指示で質量弾を猛烈に浴びせかけられる。

      　ヴォストーク艦隊は狙いもろくにつけずに質量弾を乱射して速度優先で殺到した。

      　涼井は艦隊を前進させ、すれ違いざまに横腹から攻撃した。

      　質量弾がさらにヴォストーク艦隊に突き刺さる。

      　しかし完全に破壊された艦艇はともかく、ダメージを受けたり撃破されたりした艦艇を収容も援護もせずヴォストーク艦隊はひたすら前進する。

      　涼井は猛追したが、ヴォストーク艦隊は凄まじいスピードで逃走を開始した。

      　防御も捨て逃走に徹したため、やがて隊形を組んだままの涼井艦隊を引き離すことに彼は成功した。

      　その後には一万隻におよぶロストフ連邦の艦隊の残骸と、撃破されて宇宙空間を漂う艦艇が残されていた。

      
        

      

      　ロストフ連邦の侵攻は一万以上の艦艇の残骸や撃破された艦艇そのものを残して共和国側の勝利に終わった。ヴォストーク元帥とラッソール中将は逃してしまったが今回の戦闘で鹵獲した艦艇や捕虜などから、ロストフ連邦の生の情報が手に入ったのは大きかった。

      　涼井は集めた四個艦隊をそれぞれ駐留拠点に戻した。

      「いやはや帝国とリオハ条約で停戦になったと思ったら今度はロストフ連邦ですか……」と幕僚長のバーク。

      「そうだな……」

      　なんだかんだとあって、共和国もかなり停戦後にひと息はついていたのは確かだった。

      　そのためなんらか別の勢力が蠢動(しゅんどう)することは予想していたものの、そのスピードは思ったよりも早かった。そしてその規模も思っていたよりも大きかった。

      「ロストフ連邦は開拓宙域に勢力を拡大していたのかな？」涼井は誰にともなくつぶやいた。

      　帝国と共和国は間違いなくこの世界の二大勢力だ。

      　その勢力と領有している惑星の場所や数などはお互いにおおまかには把握している。アルファ帝国皇帝となったリリザの戴冠式に来ていた他の勢力はその周辺に存在していて取るに足らない勢力のはずだった。

      　しかし開拓宙域はノーマークだったかもしれない。

      
        

      

      　惑星ミードという中立的な色彩の強い惑星がある。ロストフ連邦やクヴェヴリ騎士団の大使館もあるが、開拓宙域の開拓を一手に担っている恒星間開拓事業公社も、惑星ミードに本社がある。

      　涼井と前国務大臣のアレックスが戴冠式に向かう間に確認した複数の情報によると、その開拓宙域とは公表されているよりもはるかに大きいのではないだろうか？ 複数の惑星を開拓中どころか数十の惑星が開拓中だったのかもしれない。

      　そして帝国と共和国が戦争を続けている間に、他の勢力が素知らぬ顔で領有する惑星を増やしていたとしたら。

      「ロストフ連邦が全力の捨て身で侵攻してきたとは思えない……」涼井はつぶやく。

      　いくら共和国が傷ついていたといっても、あの程度の戦力で蹂躙したり領土を切り取ったりするのは難しかっただろう。当然後続は予定されていたはずだ。

      　帝国を上回る勢力になっているとまでは思えなかったが、かなり勢力を増やし自信をつけてきたのではないだろうか。

      「提督、提督」

      　相変わらず副官をつとめているリリヤがこちらを覗き込んでいた。

      「やけに真剣な表情してますけど」

      　涼井は思わず微笑をもらした。

      「いや……大丈夫だ」

      　考えることは大量にあった。

      　大統領として長らく戦時体制を支えてきたエドワルドは停戦をもって退陣した。戦時内閣ということで議会も半ば権限を停止されていたが、今後はあらためて選挙も動き出す。共和国の大量の任期は平時なら四年。四年で方針がころころ変わることになる。

      　エドワルド自身は次の大統領が決まるまではしばらく業務は続けるのだが、選挙が終われば内閣も替わる。閣僚も入れ替わる。

      　次は反動でリベラルな大統領になるという噂もあった。

      
        

      

      　ひとまず涼井は沿岸警備隊に負傷者の救出や残骸の始末を任せることとし、首都惑星であるゼウスに帰還することにした。

      　惑星ゼウスの軍港では猛烈な歓迎を受けた。

      　涼井は第九艦隊司令官であったときから乗っている戦艦ヘルメスを衛星軌道で遊弋させ、内火艇で地上に降り立った。軍港には共和国の主要メディアのプレスが待ちかまえ、涼井に対して声援を送る人々であふれていた。

      　この話は知らされていなかったため、内火艇の機密扉が開くと同時に涼井の護衛であるロッテーシャ少佐もさすがに顔に緊張を走らせ、涼井をかばうような形で割り込んだ。さすがの涼井本人もこの歓迎ぶりには驚いた。

      　人々は口々に「英雄」スズハル提督を称えていたのだった。

      　もちろん軍港であるからセキュリティチェックはされ武器のもち込みは難しいと思われたが、涼井も手を振ってこたえたものの急いで憲兵隊の装甲車を呼び、それに乗ってホテル「トライアンフ」に向かった。

      　ここ一連の帝国との停戦からロストフ連邦との戦闘と大事件が立て続けに起こり、それに対応する動きで疲れはてていた涼井は、ごつごつした兵士用のシートに揺られながらもいつしか眠りに落ちていったのだった。

      【重要】課長が目覚めたら異世界ＳＦ艦隊の元帥になっていた件です

      　〝【重要】目覚めたら異世界ＳＦ艦隊の元帥になっていた件です〟──とでもメールを打ちたい気分だ。

      　涼井晴康　銀河商事第三営業課長（三十六）は思った。

      　──いや、【重要】ではなく、【至急】とでも打つか？ 

      　涼井は微笑を浮かべた。

      　しかしもはやこうしたメールは必要ない。

      　メールを打つ相手もいないしいまや涼井が地球からもってきたノートパソコンはインターネットにつながることのない、単なる詰め込んだ情報を保存し整理することができる箱に過ぎない。

      
        

      

      　首都惑星ゼウスの五つ星ホテル「トライアンフ」のベッドは寝心地がよかった。

      　セキュリティ上の理由でスイートルームなどではなく、周囲と上下をロッテーシャ少佐の部下が固めた形で、ラウンジ付きの階層の部屋に宿泊していた。

      　そして涼井は、コーヒーを飲みながら眺めていた空間投影されたニュース映像で、はじめて自分が元帥に昇進したことを知ったのだった。

      　宇宙艦隊司令長官にして元帥・涼井晴康。

      　それがいまの自分の肩書きなのだった。

      
        

      

      「提督ー！ みんな待ってますよ！」

      　副官のリリヤが飛び込んでくる。

      　そして宇宙艦隊幕僚長となったバーク少将。

      　第九艦隊時代から涼井を支えてくれた部下たちだ。

      　ホテルの部屋を出るとロッテーシャ少佐と儀礼用の制服を着た陸戦隊がずらっと並んでいた。

      　涼井はこの世界で覚えた敬礼で挨拶をしながらホテルから出る。

      　この世界は人口密度が低いのだが、それでもホテル前には大群衆といえる人数が集まっていた。

      　そして退陣し次の選挙が終了するまでは職務を続ける大統領エドワルドがホテルの入り口で待ち受けていた。

      「スズハル提督、本当にありがとう。君のおかげで共和国は危機を乗り越え、帝国と停戦し、新たな脅威まで退けることができた」

      　エドワルドは満面の笑みを浮かべて握手を求める。

      　涼井はその手をしっかりと握って応じた。

      　マスコミが一斉に立体映像用の端末を向ける。

      　エドワルドは重荷を下ろしたためかいつになく上機嫌だった。

      　彼も大変だっただろう。

      　戦時内閣だったとはいえ野党の突き上げもあり、革命的反戦軍とそのシンパによる執拗な反戦運動もあった。シンパたちはリベラル系のメディアにも浸透しエドワルドの悪評を流し続けていた。

      　しかし彼はよく政権を支え、涼井たちに政治面からの支援を続けた。

      　エドワルドの支援がなければ、チャン・ユーリンの叛乱を抑えたあの大動員も成功しなかっただろう。

      　エドワルドに伴われて涼井は宇宙艦隊司令部へと移り、そこで元帥の錫杖をエドワルドより議会を代表して手渡された。涼井は働きに名誉をもって報いようとする姿勢には素直に感謝していた。

      　ときには名誉が人間を勇気づけ精神的な支えとなることもあると、涼井は考えていた。

      
        

      

      　涼井の就任式典は盛大に行われた。

      　憲兵隊のロブ少佐、前線から遠くやってきたロアルド提督、皇帝となったリリザの代理であらわれたカルヴァドス・ミッテルライン公、帝国行きで同行したファーガス海軍中将、などなどが次々に祝辞を述べた。

      　涼井もいつになく酔っ払い、宴もたけなわのころ、涼井はふと式典会場となった宇宙艦隊司令部の迎賓館のバルコニーに出た。そこは無人で遠くゼウスの都市の夜景がきらめいていた。

      　夜風が吹き渡り涼井のアルコールで熱くなった体を冷ましていった。

      
        

      

      　涼井はこの世界がすっかり好きになっていた。

      　どこか間抜けな軍人たち、十分にサラリーマンとしての経験を生かして活躍できる戦場、もちろん殺伐とした部分も皆無ではないが手応えとやり甲斐を感じていた。

      　しかしいくつかの解消できなかった疑問もある。

      　なぜこの世界の軍人たちはどこか抜けているのか。

      　もう一つは皇帝リリザがふと涼井のことを「涼井」と呼んだこと。

      　リリザは戴冠式の夜、とある秘密を涼井に共有した。それについては確かめなければならないことがある。

      　そして地球にいた涼井自身は心臓麻痺で死んだのか、それともそうではないのか。

      　しかしいまは首都惑星ゼウスの心地よい風と美味いアルコールですっかり上気分になっていた涼井からは、疑問は消え去っていった。後ろを振り向けば新たな仲間たち、これから待ち受けているであろう新たな旅路がある。

      　今後は大統領選が行われ、今度はリベラル系の大統領になるかもしれない。

      　その人物と立ち向かいながら宇宙艦隊を維持し、場合によっては開拓宙域にも踏み込まねばならない。

      　まだまだやることは山積みである。

      　この世界の英雄〝スズハル元帥〟が宇宙艦隊の黄金期を築いていく輝かしい時代はまだはじまったばかりだった。

    
  
    
      書籍版特典ＳＳ

    

    
      
        銀の公女は笑わない

      

      　──最後に残ったリリザの姉妹が死んだのは三か月前だった。殺したのは叔父のシャリュトリューズ伯爵。ヴァイン公爵の弟である。

      　その瞬間、アルファ帝国六代公国の一つ、ヴァイン公国の爵位継承権の第一位はリリザになった。

      　リリザは十八歳。

      　公国の慣習上は成人年齢に達している。

      
        

      

      　公国の首都惑星であるラインガウの居城は人口大理石で建造された城館で、美しい装飾と相まって「純白の城」として帝国内外で有名だった。

      （とても寒いわ……）

      　しかしその繊細で美麗な城もいまとなっては処刑を待つ者が投獄される堅牢な檻のように見えて仕方がなかった。

      　現在のヴァイン公爵は病に臥せっており、居室から一歩も出ずに看護を受けている。

      （でもあれは死体を維持しているようなものだわ）

      　リリザは冷たく口の端を歪めた。

      
        

      

      　父であるヴァイン公爵が病で倒れたとされるのは一年ほど前だ。

      　その後一年の間に次々と姉妹が死んだ。

      　

      　リリザはヴァイン公爵をここ一年見ていない。

      　おそらく公爵は、自室で大量の生命維持装置に囲まれ、強制的に生かされているのだろう。そうした機材や医師の出入りは何度も目撃していた。

      　そして父の名の元に、シャリュトリューズ伯爵が政治を取り仕切りはじめたのだ。

      　同時に姉妹が不審な死に方をしはじめた。

      　この状態で疑惑を抱かないほうがおかしい。

      
        

      

      　ヴァイン公国の私兵として長年艦隊を指揮し、帝国中央ともつながりの強いシャリュトリューズ伯爵は、公爵令で摂政となった。実質的に公国を支配し、伯爵に逆らうことはできない状態にまでなっていた。

      「リリザ殿、今日もご機嫌麗しゅうございますな」

      　そう言ってかしこまるシャリュトリューズ伯爵。リリザは冷然と無視をした。

      　シャリュトリューズ伯爵は壮年で、一年半ほど前に正妻との間に男児が生まれている。ヴァイン公家は銀色の髪、銀色の瞳が多いのだが彼は薄茶色に近いウェーブのかかった金髪のもち主だった。

      　上背もある堂々とした偉丈夫で一見快活だ。

      　しかし明らかに陰謀を企てた張本人で、いままさに公国は乗っ取られようとしているのだった。

      「……またおうかがいしますよ」

      　シャリュトリューズ伯爵は快活な笑顔とは裏腹にじっとりとした虚無のような瞳でリリザをにらみつけると引き下がっていった。

      
        

      

      　伯爵の姿が完全に見えなくなると、リリザはため息をついた。

      　貴族のお家騒動そのものは特段めずらしくはない。

      　しかし六大公国のお家騒動となると巻き込まれる貴族の数も多い。

      　過去には何度も、血で血を争う凄惨な内戦に発展した。

      　それを勝ち抜いて選帝公爵ともなれば、絶大な権力を手中におさめることになる。

      　公国を制することは、ときには帝国そのものを制することを意味する。

      
        

      

      　現在のヴァイン公爵には娘が六人いた。

      　シャリュトリューズ伯爵も継承権をもっているが直系よりも下だ。

      　もしもシャリュトリューズ伯爵が公国を継承したいのであれば、リリザも含めて六人全員を始末する。あるいはまだしゃべることすらできない伯爵の男児と無理やりにでも婚約させる。いずれにしてもリリザにはろくでもない未来が待ち受けているのだった。

      
        

      

      　リリザは宮殿を出て街に向かった。

      　執事のスワンソンが手配した車は、街の路地をぐるぐると回り込むように走った。

      　スワンソンは公爵家の執事だった。血縁関係もあるが、スワンソン自身は爵位をもっておらず執事として公爵家に仕えている。一時期軍務の経験もあり、いまのこの状況では数少ない信頼も信用もできる数少ない味方だった。

      　ヴァイン公国の城下街は、古風な石とレンガでできた美しい近世風の街並みだった。

      　レンガに見えるのは通気性のある強化コンクリートだったが、ヴァイン公国の首都惑星は、まるで宇宙時代より前の街並みのような美しさを誇っていた。

      　ルートを頻繁に替えながら移動するのは暗殺対策だった。

      　毎日決まった時間に決まったルートを通っていては、簡単に待ち伏せされてしまう。

      　シャリュトリューズ伯爵がどう出てくるかわからない以上、ある程度の警戒は必要だった。

      　リリザは公務用のドレスから、庶民の女性が着るような服装に着替えていた。分厚い炭素繊維浸透ガラスと強化プラスチックの積層構造のウィンドウから見える街並みはぼやけていた。

      　彼女は思わず知らず耳のイヤリングに触れていた。

      　ヴァイン公国の首都惑星ではなく、アルファ帝国の首都惑星アンダルシアを象徴する深い青色のイヤリング。まだ母が生きていたころに首都惑星アンダルシアで皇帝から拝領したもので、精巧な意匠がほどこされていた。

      
        

      

      　車に揺られながら自然に思考は深度を増してゆく。

      　ヴァイン公国のこと、シャリュトリューズ伯爵のこと、そして現在置かれている状況。このままではいずれにしても暗殺されてしまう危険は常にあった。

      「公女様、そろそろ今日の宿に着きますが……」

      　運転手が言葉をかけてくる。

      　リリザははっとなって深い考えの海から浮かび上がった。

      「ありがとう」

      　リリザはどうにか笑顔を作ろうとして、ひきつったような表情になった。

      　最後の姉妹が死んでから彼女は笑えなくなっていたのだった。

      　運転手は気にする様子もなく後部座席のドアを開ける。

      　道端には数少ないリリザの味方の私服武装兵が数名立っていた。

      　コートを着込んでいるがさりげなく周囲に目配りをし、懐に手を入れている者もいる。

      　リリザ派のデュポネ男爵配下の海兵隊だ。

      　海兵隊はリリザをさりげなく囲むと、街の一画にあるホテルに案内した。

      　路地にひっそりと建っている小さなホテルだったが、周囲には背の低い建物があり、空き店舗が多かった。そこには海兵隊が入り込んで安全確認をしていたため比較的安全を保つことができた。

      
        

      

      　リリザはこうしたホテルをいくつか確保し、毎日寝所を変えていた。

      　デュポネ男爵は、リリザの姉の一人の祖父にあたる。禿頭で小柄だが目付きの鋭い老人だった。

      　リリザと直接の血のつながりはない。彼には娘がおり、その娘はヴァイン公爵の側室となっていたのだった。リリザの姉妹が暗殺されていったとき、同時に数人の側室も行方不明になった。そのなかに彼の縁戚にある女性も含まれていた。しかし彼は表立って騒ぐこともせず、表向きはヴァイン公国の私兵の軍務に忠実に服していた。ひっそりとリリザの味方として支援してくれていたのだった。

      
        

      

      　宮殿からくすねてきた食材で作ったハムサンドと水の簡単な夕食を済ませ、リリザはベッドに倒れ込んだ。毎日神経が削られていく気がする。

      　こうしている間にもシャリュトリューズ伯爵は着々と体制を整えているのだろう。

      　しかし眠らなければならない。体力がなければ戦えない。

      　リリザはむりをして目を閉じ、体を動かさないようにつとめた。

      　そうしているうちに朝が来る。

      　狙撃を避けるために窓のカーテンは閉じられ窓際に立つこともできない。

      　しかし分厚いカーテンの隙間から朝日が差し込んでいた。

      　そのわずかばかりの光はリリザの頬をなぜてゆく。それは絶望のなかでのかすかな光のように感じられた。

      
        

      

      　目覚まし代わりの立体映像が点灯しニュースを流していた。能面のような表情のキャスターがニュースを読み上げている。

      　内容は共和国との戦闘で、アルファ帝国の艦隊が敗北したというものだった。

      　独立系ニュースのため、統制の強い帝国中央の通信社よりもこうしたニュースはある意味で信頼できた。

      　国境付近で起こった偶発的な衝突が段階的に拡大し、最終的にチャン・ユーリンという共和国の軍人が指揮する一部の艦隊が帝国艦隊の動揺を誘い、帝国艦隊が撃退されたとのことだった。

      　リシャール侯の苦渋に満ちた表情がちらりと映る。

      　帝国は一枚岩ではない。

      　こうした帝国中央の失敗は、中央派ではない貴族たちやその領民に受けがよいのだった。

      　その次はリシャール侯の過去のスキャンダルなどについてのゴシップ報道だった。

      　リシャール侯は選定公の生まれでもなく、高い身分でもない。

      　しかしその軍政両面にわたる才能が、彼をいまの地位に押し上げたのだ。

      　リリザはふとそのニュース映像をじっと見つめた。

      　リシャール侯。いまやアルファ帝国の家宰となり、実質的に帝国の軍事を差配している。

      　似ている。規模はずいぶんと小さいがシャリュトリューズ伯爵に。

      　

      　権力を得るための闘争。

      　それに勝利さえすればよい。

      　リリザの瞳がきらめいた。

      
        

      

      　そう。シャリュトリューズ伯爵が暗殺という手段で権力を手中に収めたように。

      　それは自分にも可能なのではないだろうか？

      　弱冠十八歳。

      　しかし帝国の成人年齢には達している。

      　そしてヴァイン公という帝国の中でも強大な公国の第一位爵位継承者。

      　それはリリザにとっての一つのひらめきだった。

      　彼女は端末を操作してどこかに連絡を取り始めたのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      　リリザの宿泊していたホテルが炎上したのはその数時間後だった。

      　消防艇まで駆けつけて消化するという騒ぎになった。

      　シャリュトリューズ伯爵の元に、リリザの死という朗報が届けられたのはさらにその数時間後だった。

      「なんという僥倖(ぎょうこう)だ！」

      　シャリュトリューズ伯爵は狂喜した。

      　大声で喜びの声を上げ、宮殿の執務室の中を歩きまわった。

      　思えばここまで来るのは長かった。

      　自らの公爵位の継承権は低く、直系の兄の実子がいなくならない限りは決して継承権はまわってこない。ヴァイン公国の私兵の司令官として戦場に立ち共和国の艦隊と対峙したこともあったが、兄からはいいように使われていると感じていた。

      　ずいぶん昔に生まれた娘は遠くの領地の貴族の妻となって離れていった。

      　その矢先に男児が産まれたのだった。

      　そして前後して子沢山だったヴァイン公の娘の一人が事故死した。

      　それは本当に偶然だった。偶然の事故。

      　彼女は宇宙空港から別の惑星に遊びに行く途中でシャトルの事故に遭ったのだ。

      　しかしそれによって公国の継承順位に変動が生じた。

      　長年蓄積された不満。公国のために私兵を率いて活躍してきたにもかかわらず、捨て扶持(ぶち)で生活していかなくてはならない現状。偶然起きた継承順位の変動。そして待望の男児。

      　シャリュトリューズ伯爵はそのとき、この公国のすべてを奪い取ることを決意した。

      
        

      

      　私兵を完全に掌握すると同時に、現在の兄であるヴァイン公の食事に薬を飲ませてほぼ植物状態の寝たきりにした。生命維持をしながら寝所で決済をもらうという体裁で、摂政として公国のすべてをシャリュトリューズ伯爵は差配した。

      　事故に見せかけて次々にヴァイン公の娘たちを暗殺した。

      　そのために、私兵の中でも特殊作戦を実行する大釜隊(コルドロン)は私服で活動した。

      
        

      

      　しかし最後に聡明なリリザを残した。

      　暗殺は容易だった。

      　しかし最後の最後はできるだけきれいな形で継承させたい。

      　欲に取り憑かれたシャリュトリューズ伯爵はそう思った。

      　醜悪な暗殺を実行しておきながら、シャリュトリューズ伯爵の家系への継承はきれいに行いたい。それは歪んだ欲望であった。

      　リリザにプレッシャーをかけるため、大釜隊をリリザの周辺に出没させた。

      　彼女を精神的に追い詰めるのが目的だった。

      
        

      

      　しかしリリザは警戒を怠らず慎重に行動していた。

      　その矢先の死だ。

      　リリザの姉妹の最初の死と同じく偶然だ、と伯爵は思った。

      「せいぜい盛大に葬儀を行おう。同時にヴァイン公爵も死ぬ。そして私が新たな公爵となるのだ」

      　伯爵は興奮した。

      　ついに六大選帝公の一人となるのだ。

      
        

      

      　彼は帝国中央と親しい。

      　リシャール侯に協力するフリをしながら、中央でも地歩をさらに固める。

      　それによっていずれはリシャール侯をも凌ぐ権力を手に入れる。

      　そうすれば皇帝の地位も見える。

      　伯爵は、自らが皇帝として帝国全土を支配する妄想に浸った。その思いのなかでは、彼はリシャール侯も共和国も倒し周辺諸国をも従える偉大なる皇帝だった。

      　彼は妄想の合間にも、リリザの遺体の確認と葬儀の手配をはじめたのだった。

      
        

      

      　ヴァイン公国の公爵位継承の儀式、およびリリザの葬儀の日程は二日後に決まった。すべてを終えてから帝国中央には事後報告をするつもりで、公国内の報道機関には報道管制を敷き密葬の形にすることにした。炎上したホテルで見つかった遺体は損傷が激しくはっきりと見分けがつかなかったが、伯爵は冷静な事実確認よりも願望を優先させた。つまり彼のなかでリリザの死は確定的なものとなった。

      　人工大理石の宮殿の一画のボールルームでは、公爵位継承の儀式の準備が進んでいた。

      　公爵の位階を示す冠を継承者本人が手にとり自身の頭の上に載せる。

      　それは機械につながれ横たわった植物状態のヴァイン公爵とシャリュトリューズ伯爵の間で行われる儀式だった。立会人は伯爵の正妻。そして伯爵派の主だった貴族たち。

      
        

      

      　貴族たちはヴァイン公国の正式な私兵の制服である、黒を基調に赤色が入った軍服を着込んでいた。

      　伯爵派の貴族たちは主に私兵の指揮官たちであって、ヴァイン公国の数万隻の艦隊を指揮する軍人でもある。

      　ただあまりに複雑化し高度化したこの時代は、大半の職務が自動化され人の能力が必要な箇所はわずかだ。軍人といっても片手間で十分つとまるのだった。

      　ボールルームには勲章をきらめかせた軍服の貴族たち、正装の貴族や護衛の兵士、ドレスを着込んだ貴族の婦女子が並び豪華絢爛という表現がぴったりの様相だった。

      　正装の文官たちが、ビロード風のクッションに載った公爵位を示す冠を捧げもってボールルームに入ってきた。数名の貴族が剣を提げて護衛している。

      　シャリュトリューズ伯爵はほくそ笑んだ。

      
        

      

      「伯爵！」

      　そのとき、ボールルームに駆け込んできた者がいた。

      「なんだ！」

      　この至福のときに邪魔をするのは誰だろうか。

      　シャリュトリューズ伯爵はこめかみに血液が逆流してくるのを感じた。

      「う、宇宙港が占拠されました！」

      「なんだと!?」

      「これをご覧ください」

      　その駆け込んできた貴族は端末を差し出す。その端末からは立体放送が投影された。

      　それは公国のローカル放送局だった。レポーターが興奮した様子で何かしゃべっている。

      
        

      

      　公国首都惑星の宇宙港が炎上している。黒煙がいくつも上がり炎も見える。ただごとではない。

      　宇宙港周辺を海兵隊とおぼしき装甲車が固めている。

      
        

      

      　伯爵は眉をひそめた。

      　その海兵隊の装甲車や車両はヴァイン公国の紋章をつけているが、その紋章には右上から左下にかけて赤い線が引かれていた。まるで紋章を拒絶するように。

      　そして海兵隊は宇宙港に向けてではなく宇宙港を護るように銃列を外に向けているように見えた。

      　レポーターは続けていた。

      『……我々ヴァイン放送はこの宇宙港を占領した人物と独占インタビューをすることができました！ ただいまから放送します！』

      　映像が切り替わった。

      　ドレスの一部を軍服のように改造した銀色の髪の少女が映し出された。

      　銀色の瞳には、しかし冷酷な色が浮かんでいる。

      　リリザだ。彼女は酷薄な笑みを浮かべて宇宙港の管制室かどこかの椅子にこしかけている。その背後には護衛なのか海兵隊が数名。そしてデュポネ男爵。デュポネ男爵は当然といった表情でリリザの腹心のように彼女に寄り添っていた。

      「かはっ！」

      　シャリュトリューズ伯爵は思わずよろめいた。

      　映像の中でレポーターが端末をリリザに向ける。

      　リリザは語った。

      『……先ほども言いましたが、とっくにヴァイン侯爵は殺されています。ゆえに公国継承権第一位をもつこの私、リリザがヴァイン公爵となることをここに宣言しますわ』

      『すでにうかがっていますが、ということはシャリュトリューズ伯爵は違法に政権を動かしていたと？』

      『残念ながらそうなりますわね。明らかに死体となった父を……ヴァイン公爵の名を使っていました。そして私の姉妹はすべて彼に殺されたのです』

      　レポーターは撮影端末のほうを向いてさらに興奮したようにしゃべる。

      『公国市民の皆さん、および貴族各位、お聞きでしょうか！ 驚くべき陰謀です！ そして現在、正当な公国の後継者となったヴァイン公爵リリザ殿はすべての貴族および公国軍に対してシャリュトリューズ伯爵の指揮下を離れて公爵殿の下につくように宣言しています！ さらにこの放送は今回に限り帝国中央に向けても放送しております！』

      
        

      

      　シャリュトリューズ伯爵は普段よりもはるかに多くの血液が逆流するのを感じた。あのホテルにあった遺体はリリザではなかったのだ。おそらくどこかの死体置き場なのか死刑囚なのかはわからないが、そのあたりを工作に使ったのだろう。

      「や……やられた……まさか……死を偽装していたうえに、こういう形で、は、は、叛乱とは……」

      　その場にいた貴族たちがざわめく。

      　心配そうに伯爵を見る者、不信感をあらわにする者、表情を消して周囲をうかがう者……

      
        

      

      「そ、そうだ、さっきの者はどこに行った!? よりによってこんなところで……」

      　しかし注進してきた人物はすでにどこにもいなかった。

      　どうやらそれ自体がリリザによる工作らしかった。

      「し、信じられぬ……暗殺から逃げまわっていただけではないのか……」

      　はっとしてシャリュトリューズ伯爵は周囲を見まわした。

      　疑ってはいてもはっきりと暗殺という言葉を口にしたのは、腹心に対して以外ははじめてだった。もちろん大半の者がうすうす感づいてはいただろうが体裁というものもある。

      　貴族たちの一部は、すでに戴冠式を無視してボールルームから去りはじめていた。

      「いかん、いかんぞ……す、すぐに兵力をかき集めよ、宇宙港を奪回するのだ……」

      　伯爵はあわてて指示を下す。

      
        

      

      　その様子を列柱の影から見ている者がいた。

      　ひょろっとした青年、軍帽から銀色の髪がわずかに見えていた。

      　スワンソンだった。

      （十分混乱は与えた……後はどれだけの貴族がどちらにつくかで勝負が決まりますね……殿下）

      　先ほど注進に現れたのも彼だった。

      　スワンソンはすっと気配を消すようにしてボールルームから続々と退室する貴族と護衛の中に紛れて宮殿を出て行ったのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      　宇宙港は大騒ぎになっていた。

      　宇宙港はリリザとデュポネ男爵の率いる海兵連隊が奪取したのだったが、先ほどのローカル放送を見てリリザに味方しようとする者が続々と詰めかけた。

      　リリザはシンプルに味方する者の証として、公国の紋章に赤いラインを右上から左下に引くように言い渡していた。私兵に属する貴族たちは、あるいは個人で、あるいは部隊ごと詰めかけていた。

      
        

      

      　結果として戴冠を秘密裏に進めていた伯爵の裏をかいた形になった。

      　リリザが死んだと勘違いしたことが、結果的に奇襲を成功させた。

      　デュポネ男爵は暫定的に私兵のうち地上部隊の統括を行うこととなり、彼の連隊は交通整理と調整に駆けずりまわっていた。すでに陣地の構築もはじまり、宇宙港の周辺はちょっとした要害になっていた。

      　リリザは宇宙港と惑星軌道上にいた四千隻ほどの宇宙艦隊をまとめることにも成功した。彼女は正式な形では公爵位を継承してはいなかったが、リリザが公国継承権第一位とその正当性を強く推すことで、権威を重んじるたいていの貴族たちは彼女の指揮下に入ることを承諾した。

      
        

      

      　公国首都惑星の宇宙港はデュポネ男爵と集まってきた数万人の兵士に任せリリザは戦艦「ヴァイン」に搭乗した。少々旧式だが公国の旗艦として名目上も非常に重要なフネだった。

      　彼女はヴァインの提督席におさまると、さっそく艦艇を率いて公国最大の軍事基地のある惑星ロルヒハウゼンに向かった。

      　四千隻の艦艇は大小の貴族を糾合したもののため若干まとまりはなかったが、それでも堂々とした隊形を組んでいた。惑星ロルヒハウゼンまでの道のりの間にさらに私兵が合流してきたため到着するころには一万二千隻に達していた。

      
        

      

      　惑星ロルヒハウゼンの周辺では九千隻の艦隊が遊弋(ゆうよく)していた。

      　指揮官はシャリュトリューズ派のヴォヴェール子爵という人物だった。

      　ヴォヴェールの艦隊は防御隊形を組んでいたものの、明らかに動揺していた。

      　突如として現れたリリザの艦隊が予想以上の数だったのもある。

      　そして公国の正当な後継者が誰か、それも動揺の原因になっていたのだろう。

      「降伏しなさい」

      　リリザはそう呼びかけた。

      　メインスクリーンにはヴォヴェール子爵が投影される。

      　彼は若く、聡明そうな顔をしていたが、疲れきったような表情をしていた。

      「公女殿下」

      　ヴォヴェール子爵が言う。

      「それはなりません。我々はシャリュトリューズ伯爵の部下です」

      「私はヴァイン公爵リリザ。公国に逆らうというの？」

      「……戴冠式はまだのはずです」

      「形式にこだわるなら伯爵のしていたことは？」

      「……エビデンスがありません……」

      　通信は切れた。

      　リリザはため息をついた。

      　中央と親しく私兵の指揮官としても活躍したシャリュトリューズ伯爵。正当な後継者というだけでは寝返らない者もいる。

      「やむをえないわ。ここを押さえなければ公国を掌握できない。……前進しなさい！」

      　彼女の号令で一万二千隻の艦隊が横に広く展開しながら前進した。

      　これは彼女にとっても初の実戦だったが、高度に自動化された艦艇とその集合体である艦隊を動かすことそのものは、専門的な知識がなくとも可能だった。人間に必要なのは事実上、上位のレイヤーの意思決定くらいだった。

      
        

      

      　若き公爵を戴いたリリザの艦隊は戦意も高く積極的だった。

      　多少乱雑ではあったが狙い定めた質量弾が次々に投射される。

      
        

      

      　一方、ヴォヴェール子爵の艦隊はやや消極的だった。

      　散発的にためらうような応戦をした。

      　その結果、双方の最初の一撃でヴォヴェール子爵の艦隊の前衛が粉砕されるという事態が生じた。ためらうことなくリリザの艦隊は次から次へと発砲する。一方で少なくとも公女であるリリザに対して発砲することをはばかる者も多く、ヴォヴェール艦隊の戦力は急速に低下した。

      　ヴォヴェール子爵の指揮で六割ほどの兵力に減少したシャリュトリューズ派艦隊は早々に退散し、後には降伏する艦艇や破損した艦艇の残骸が多数残され宇宙空間を漂っていた。

      
        

      

      　リリザはあっというまに公国最大の軍事基地であった惑星ロルヒハウゼンを制圧したのだった。

      　シャリュトリューズ伯爵は最初の一手を間違えた。

      　さっさとリリザの存在を無視して戴冠して後からつじつまを合わせればよかった……とは後のデュポネ男爵の述懐である。デュポネ男爵はその際、シャリュトリューズ伯爵の凋落を実に嬉しそうに語ったという。

      
        

      

      　伯爵が腹心の掌握や宇宙港にこだわっている間に、公国の領域で自由に活動するリリザは即座に公国の主要な貴族の私兵を手中に収め、数万隻の艦隊を擁していた。

      　軍事物資もロルヒハウゼンに集積された物資の接収によって改善し、リリザに続々と寝返った私兵たちの供給によって兵站も充実した。

      
        

      

      　一方、シャリュトリューズ伯爵はようやく宇宙港の陣地攻略を諦め個人シャトルで脱出、自身の直轄艦隊とヴォヴェール子爵の艦隊をあわせた一万五千隻を率いて出立した。

      
        

      

      　リリザ艦隊とシャリュトリューズ伯爵艦隊の直接対決は公国首都惑星ラインガウの付近で行われた。

      　リリザ艦隊三万四千隻は堂々と前衛、本体、後衛に分かれて進撃した。

      　一方で伯爵は戦力を集中せざるをえず、まとまって縦陣となってリリザ艦隊を迎え撃った。

      　最初の砲撃戦は互角に見えた。

      　リリザ艦隊の前衛との質量弾のやり取りでは伯爵が優勢で、前衛の指揮官となっていたとある男爵の旗艦をとらえ破砕することで優勢になった。

      　しかしそこまでだった。

      　リリザは伯爵との直接対決に備えて軍事的要衝や各種の惑星、領地を押さえ、十分な兵站を確保していたのに対し、伯爵は戦力で劣るばかりか物資も少なかった。

      　伯爵の艦隊の質量弾は早々に尽き、光弾を連射しはじめた。

      　そのタイミングでリリザ艦隊の前衛を超越交代するようにして本隊が出現し、猛烈に質量弾を撃ち放った。伯爵の艦隊は致命的なダメージを受けた。

      　それ以降はほぼ掃討戦だった。

      　伯爵に味方をする貴族たちは抵抗したが、主力艦隊が敗れたことによって公国の制宙権は完全にリリザが掌握した。

      　彼女はあらためて首都惑星ラインガウも制圧し、戴冠式を行った。

      　しかしシャリュトリューズ伯爵は取り逃がした。

      　彼は脱出し、そして帝国中央に泣きついたらしい。リシャール侯からリリザに対して公国継承権の正当性を問う詰問状が届いていた。

      
        

      

      　彼女はそれを一読して冷たい笑みを浮かべた。

      　シャリュトリューズ伯爵は帝国中央よりもはるか遠くの貴族の妻となった自身の娘を頼って落ちのびたらしい。ほぼ開拓宙域に近いヴァイン公国の衛星国家、フォアールベアク侯国に逃げたという情報が入ってきていた。

      　彼女は現在公国すべての戦力を掌握していた。

      　選帝公の地位に就くと同時に、同じく選帝公であるヴァッレ・ダオスタ公爵から同盟の誘いが来ていた。もちろん単純に信じることはできない。

      　しかし帝国中央に進撃しリシャール侯を倒さなければその先に進むことはできない。進む先はフォアールベルク侯国と、そこに落ちのびたシャリュトリューズ伯爵だ。

      　リリザは、伯爵を完全に打倒してはじめて暗殺された姉妹のことも含めて決着がつくと考えていた。そのためにはまず帝国中央におもむく必要がある。

      
        

      

      　彼女はメインスクリーンを見まわした。

      　公国のために戦う意気軒高な数万隻の私兵。それらが光点となって宇宙空間にまるで星雲のように浮かび上がっている。

      　彼らは整斉とした隊形をとり彼女の号令を待っているのだった。

      　リリザは右手を挙げた。

      「進撃しなさい。ヴァッレ・ダオスタ公と連携し帝国中央を倒す。帝国を掌握すればその先に手が届くわ」

      　伯爵の喉元に。

      
        

      

      　リリザは右手を振り下ろした。

      　その瞬間、すべての艦艇がリアクト機関から青色の光を吐き出し前進をはじめたのだった。

    
  
    
      
        あとがき

      

      　この作品を書き始めたのは二年ほど前でしょうか。

      　現代人である主人公が転生または転移して活躍するという話は、読んでくださる方にとって全く見知らぬ世界の全く知らない男女（あるいは異形の者）を主人公にするよりも導入としては分かりやすく、いつか広大な宇宙で艦隊が激突するような話を書きたい、と長いこと暖めていたプロットとうまく合致する構造でした。

      
        

      

      　かつてＳＦを読み漁り、一時期は小説の賞にも応募していたのですが残念ながら箸にも棒にも引っかからず、しばらく小説からは離れておりました。

      　ゲームの企画・制作やたまにシナリオを手掛ける中、「小説家になろう」と出会い細々と書いたり止めたりしていたのですが、仕事上ゲーム制作からは離れているうちに小説を書くという創作欲が大いに復活し、その過程でふと、暖めていた世界観であるＳＦ的……というよりスペースオペラ的世界にサラリーマンが転生したらどうだろう？ と思いついたのが本作品の始まりでした。

      　そこからは少しずつ本作品を書き続け、幸いにも読んでくださる方も増え、感想などもいただけるようになりました。頂ける感想や誤字の指摘などは有り難く拝読しております。

      
        

      

      　本作品では主人公の涼井が、非常に技術的に発展している一方、生活している人間たちはどことなく抜けている世界に転移します。そこからサラリーマンとして身に着けた交渉術や調整術を駆使して怒涛のように駆け上がっていきます。このあたりについては仕事で出会った様々な素晴らしく優秀な方々の進め方などを参考にしている部分もあります。涼井は独立独歩の一匹狼という感じではなくどちらかというと調整型なので物足りなさを感じられる方もいらっしゃると思いますが、そこは涼井の特長ですので何卒ご容赦ください。

      　また、彼は仕事には真面目に取り組むタイプなので、もともと設定上はもう少し細かく宇宙艦隊の戦艦や巡洋艦の編成表のようなものも存在するのですが、涼井がカイゼンしてどんどん変更していってしまいました。

      　涼井は軍人ではないので奇策や奇手で勝つというより、事前に調整をかける、できる限り勝つための要素を積み重ねる、といったように体制を整えて戦うのも特徴です。

      
        

      

      　さてそのように「小説家になろう」で細々と連載していた中、おそらくもっと優れた作品が多数公開されている中から拾っていただき、この作品を書籍化しようと考えてくださったいずみノベルズの皆様、そして涼井や主要キャラクターを生き生きとイラスト化してくださった湊川あい先生にも、改めて感謝申し上げます。

      
        

      

      　またその過程で書籍限定の短編を書かせていただいたことによって、主要キャラクターの過去の掘り下げができました。

      　短編を執筆させていただくにあたり、外伝的な話、涼井がちょっとした事件に巻き込まれて探偵役をする話、過去編などいくつかプロットを提案させていただいておりましたが、今回は過去編ということで「銀の公女は笑わない」が掲載されることになりました。本編よりはシリアスな展開なのですが、個人的には彼女の性格を作り上げた環境に新たな発見を感じつつ書かせていただきました。こうした外伝的なストーリーとしては、いずれ事件に巻き込まれた涼井が探偵役となってそれを解決していく……という話もいずれ書いてみたいと思っています。

      　涼井のちょっとした休暇で搭乗した豪華宇宙客船で事件が起こり、宇宙空間で孤立した状況の中で容疑者が浮かんでくる……というような古典的な展開を考えるのは興趣が尽きません。

      
        

      

      　もちろん本編についても今後の新展開も色々と考えておりまして、涼井がまた新たな活躍を見せてくれると私自身も期待しています。本作で示されたほんのりとした謎の一端も明らかになっていくでしょう。

      　また続刊にてお会いできるといいなぁ……と思いつつ擱筆とさせていただきます。これからも涼井課長とＳＦ世界の仲間たちをよろしくお願いいたします。

      二〇二一年五月　　Ｅｄｕ
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